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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　スロートスケイルと優しい銀毛






　いつしかわたしは、怒るという行為を完全に忘れていた。

「構えReady──」

　怒りは何も生み出さない。怒りを忘れることで誰も傷つかないで済む。

「狙えAim──」

　だけど、世の中には抗あらがえない理不尽が存在する。

　傷つけて、傷つけられて、後戻りができないところまで来てしまったら。

「撃てFire──!!」

　あの時、わたしは何を訴えただろう。大きな声で何かを叫んだことは憶おぼえている。

　横一列に居並ぶ軍人たちの銃から、かすかな煙が漂ただよっていた。わたしの大切な人たちは、身体からだ中じゆうに穴を開けられて力なく頭こうべを垂たれている。

「司令、この娘は」

「我われらの正義を証明する錦にしきの御み旗はただ。役目を終えるまで丁てい重ちように扱え」

「終わった後は如い何か様ように？」

「君に一任する」

　司令の返答に、軍人が下げ卑ひた笑みを浮かべた。

「いい指輪をしているな。俺が有効に使ってやろう」

　わたしが大切にしてきたものは、全て彼らに奪われた。

「……のでしょうか？」

「何をブツブツと言っている。妙な気は起こすなよ」

　ああ、構わぬとも──

　わたしの中で、誰かがそう囁ささやいた。

　それは心の片隅に巣くう悪魔だったのだろう。

　でもその時のわたしは、浅はかにもその正体に気付けなかった。

「わかりました」




　わたしは、怒っても、いいのですね──。






第一章　スライミィ・サイドキック







　　　　１






　初めて乗る学園行きの列車は、どこか浮かれた雰ふん囲い気きに包まれていた。

　春の華やいだ空気に踊らされているんだろう。車内は会話を楽しむ明るい声、笑い声、そして馬ば蹄ていが床を打つ音、遠とお吠ぼえなどで騒がしい。

　二両編成のこぢんまりとした登山鉄道の車内は人──らしきもので溢あふれていた。

　目の前に座っているのは猫の耳としっぽをつけた赤毛の女の子と、ふわふわとした毛が可愛かわいらしい犬顔の女の子だ。その隣、ドア脇の席では太ったタヌキが居眠りをしていた。ドアの向こうは椅い子すがなく、下半身が蛇へびや馬になっている連中が場所を占めている。

　どれも珍しいことじゃない。この島では日常的な光景だった。

「百ひやく獣じゆう学園、か」

『獣人セリアンスロープ』──亜人種とも呼ばれる、獣と人の間をとった者たち。

　容姿は多種多様で、人間にしっぽが生えただけの獣人もいれば、獣と見分けがつかないくらい獣化した者もいる。

　いま俺が向かっている百ひやく獣じゆう学園はそんな獣人のみを受け入れる学校で、優すぐれた才能を持つ獣人に専門教育を施ほどこしている。生徒はおよそ二千名、中等部と高等部、専門学部に分かれており、専門学部では即戦力となる人材育成が行われる。卒業後は獣人の中でも特級のエリートとして認められ、将来は約束されたも同然だという。それだけに入試倍率は高く、獣人なら誰もが憧あこがれる学校の一つだ。

　そんなところに、人間の俺が行くことになるなんて──

　十七年間生きてきたが、俺には動物のような耳やしっぽなんて生えてない。身体はいたって普通の人間だ。そんな俺の元に先日、百獣学園の理事長から『うちの学園へ来い』と連絡があった。最初は断ったのだが、『保護者の了承は得ている』とのこと。

　仕方がないので、一度顔を出してみることにしたのだ。

「ったく、俺に何の用があるってんだか……」

　石造りの西洋風コテージが点在する山やま間あいを眺ながめながら、独りごちる。

　と、そこに野太い声が響いた。

「──よう、ノエル・エクセルシア。また会ったな」

　見ると、牛ぎゆう頭とうの男がドアの脇に立つ女子に言い寄っていた。

　男は牛頭人ミノタウロスで、俺より二回り以上大きい。光沢のある漆しつ黒こくの毛で覆おおわれており、制服の前を留とめず、盛り上がる筋肉を誇らしげに見せつけていた。指には動物の頭ず蓋がい骨こつを象かたどった銀色の指輪をジャラジャラとつけている。

「あなたは……ヴァラン・アクセロさん、でしたか」

　ノエルと呼ばれた女子は俺と同じか少し下、一見しただけでは何の獣人か判断できない。外見は人間と同じだ。しかし、少女は別の意味で希け有うな存在だった。

　白く滑なめらかで透き通るような肌に、プラチナのように輝く白銀の髪。柔にゆう和わな顔立ちで、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが演舞のようにすら感じられる。牛男が尻尾しつぽを振って近づきたくなる気持ちもわかる気がした。

「返事を聞きにきた。こう見えてオレも忙しいんだ。あまり手間を取らせるなよ」

「交際の件でしたら、前にお断りしたはずです」

「ああん？　お前はオレより強いのか？　オレに逆らうってことは、当然オレより強いんだよな？　強いってなら拒否しても構わねえよ。でもな、弱いくせに逆らうのはナシだ。強いやつが正義、それが獣人同士の決まりだぜ」

　獣人は見た目が千差万別ということもあり、恋愛においては容姿より『強いかどうか』がアピールポイントになる。そんな獣人たちにとって『強いやつが正義』は一種の不ふ文ぶん律りつでもあった。

「とにかく、今日はとっくりと話を聞いてもらうぜ、ノエル！」

　黒毛で覆おおわれた大きな手を女の子へと伸ばすヴァラン。

「や、やめてくださいっ……！」

　ノエルと名乗った女の子は身体を壁に寄せ、悩ましげに眉まゆを寄せた。

　俺は、獣人たちの不ふ文ぶん律りつが大嫌いだ。強ければ何をしてもいい、なんて考え方が正しいとは思えない。百ひやく獣じゆう学園はエリート校だし、こういう低俗な連中はいないだろうと踏んでいたんだが、どうやら当てが外れたようだ。

　ため息一つ、牛男へと近づこうとして。

　なぜか、ノエルの身体が淡く発光しているのに気付く。

「おい！　お前わかってるよな!?　こんなとこで例のやつをかましたら……！」

「あっあっ、そうなのですがっ……すみません、我慢できないですっ！」

　なに、我慢て。

　疑問符が浮かんだが、同時に頭の中で赤いランプが点灯する。

　何が、と考えるよりも早く身体が動く。俺の勘が全力で告げていた。

　このまま突っ立っていたら、俺は死ぬ──

「てめえ、ノエルっ、そうやってまたオレを煙けむに巻く気かっ！」

　ヤケクソ気味にノエルへ手を伸ばすヴァラン。その手が、触れるか触れないか。

　俺はきびすを返し、全力で駆け出した。




「やっ……ダメぇっ、ご、ごめんなさいっ!!」




　ノエルが叫んだ途端。

　閃せん光こう──髪と同色の白銀が周囲を優しく包む。

　そしてノエルを中心に、乗客である百獣学園の獣人たちを巻き込み。

　登山鉄道の列車が、こっぱ微み塵じんに爆砕した。
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「し、死ぬかと思った……」

　獣人やガレキ、吹っ飛ばされた木々をかき分けて立ち上がる。

　辺りには列車の残骸と倒れた獣人たちがまき散らされ、見るも無む惨ざんな有り様だ。

　登山用の粗末な車体とはいえ、綺き麗れいに四散するほどの衝撃だ。普通なら乗客もただでは済まない、ところなんだが──

「なんだぁ……もう学園についたのか？」

「寝ぼけているのか、狸たん之の助すけ。お主、制服がボロボロになっておるぞ」

　目覚めたタヌキの獣人が、半はん人じん半はん馬ばのケンタウロス獣人に突っ込まれる。

「は？　それよりここはどこだ？」

「学園に向かう途中……まあ、山の中だな。なぜか列車が吹っ飛んだ」

「なにい!?」

「落ち着け、狸たん之の助すけ。前にもこのようなことはあっただろう」

　人間と比べ、獣人は身体能力が極めて高い。単純な筋力だけでなく持久力、耐久力、そして回復力も優すぐれている。人間とは比べものにならないほど強きよう靱じんな身体を持ち、骨折しても一日で完治する。だから人間たちが暮らしている場所なら大惨事でも、ここでは大したことじゃない。突然の爆発もよくある出来事ハプニングの一つだ。

「落ちついてる場合か、このままじゃ遅刻だぞ！　遅延証明は出るんだろうな!?」

「む……確かに不安だ。電車が爆発したくらいで遅延証明が出るかはかなり微妙」

「次に遅刻したらオレら特別補習行きだ。出してもらわないと困る！」

「うむ、急いで確認せねばなるまい！」

　二人とも制服はボロボロだが、中身の方はピンピンしている。他の獣人たちも同じだ。すっくと起き上がり、それぞれ学園へと猛ダッシュで走っていった。

「……相っ変わらずタフな連中だな」

　思わず呆あきれてしまう。

　獣人たちはケロッとしているが、俺はただの人間だ。爆発寸前で窓から列車の外に飛び出したから無事で済んだが、車内に留とどまっていたら間違いなく死んでいる。

「ほぁわわわ……ど、どうしましょう、どうしましょう、これは……」

　気付くと、そばに白銀の髪の女の子、ノエル・エクセルシアが立っていた。

　口に手を当てて顔を青くし、わたわたしている。

「よう、テロリスト。派手に吹っ飛ばしたな」

「すすす、すみませんすみませんっ！　わたしは昔から感情が高ぶるとすぐに爆発してしまう癖がありましてっ！」

「死ぬほどハタ迷惑な癖だな……」

「本っ当に周囲には迷惑のかけ通しで、できれば死んでお詫わびがしたいのですが一身上の都合でそれもできずに申し訳ありません～っ！」

「落ち着けって。謝るなら鉄道会社に頭を下げてこいよ」

「な、なるほど、おっしゃる通りです。さっそく謝罪してきたいと思いますっ」

　ぺこぺこと頭を下げるノエル。

「……と、待った」

　ノエルの腕を摑つかみ、吹き飛ばされた車体の中へ強引に引きずり込む。

「きゃっ、な、何をっ……？」

「黙ってろ。声を出すな」

　ノエルの口を塞ふさぎ、押し倒すようにしてがれきに身を潜ひそめる。

「ちいっ……ノエルのやつ、どこに行きやがった!?」

　黒毛の牛男、ヴァランの声だ。かなり頭にきているようで、荒い鼻息がここまで聞こえてくる。見つかれば間違いなく厄介なことになるだろう。

「あっ……ヴァラン・アクセロじゃないですの！　見つけましたわよ！」

「げっ、面倒くせえやつが来やがった……」

　遠くから凛りんとした女の子の声が聞こえてきた──と思ったら、ヴァランは地響きを鳴らしながら走って逃げていった。

「……行ったか」

　何が起こったのかわからないが助かったようだ。緊張を解き、ノエルに声をかけようとして気付く。摑つかんでいるノエルの腕がやけに熱い。

　どれくらいかというと、火にかけたヤカンと同じくらい──

「っづあああああぁぁっ!?」

　慌ててノエルから手を放し、地面を転がる。

「はううぅ……と、殿方に押し倒されてしまいました」

　ノエルは顔を真まっ赤かに染め、身体から湯ゆ気げを出していた。比喩じゃない。本当にノエルの身体からは白い蒸気が立ちのぼっていた。

「アホか、なにアツアツになってんだ！　やけどするわ！」

「すみません……その、恥ずかしさのあまり身体が火ほ照てってしまって……ぽっ」

「恥ずかしがりすぎだろ！　熱したオーブントースターかお前は！」

　本当に獣人ってやつは……あらゆる意味で規格外すぎる。
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「ったく……登校初日から何でこんな目に遭ってるんだか」

　額の汗を拭ぬぐいつつ、徒歩で山を登っていく。

　百ひやく獣じゆう学園は山中の盆地に建っている。僻へき地ちのため学園に向かう専用列車が運行しているのだが、先ほどノエルに爆破された。となれば、後は歩くしかない。

「今日が初めての登校なのですか？」

「ああ、そうだよ。ところで一つ聞きたいんだが」

「なんでしょうか」

「あんた、どうして俺についてくるんだ？」

「が、学園は同じ方向ですので……」

　顔を赤くし、手で口元を隠して目を逸そらすノエル。なんだこいつ。

「あの、先ほどは匿かくまっていただきありがとうございました。お陰で助かりました。よろしければあなた様のお名前をお伺うかがいしたいのですが」

「鏑かぶら城ぎ九く郎ろうだ」

「えっ……鏑城様、ですか？」

　眉まゆをひそめるノエル。

「あの……もしかして鏑城鹿か角づの様のお知り合いの方でしょうか」

「鹿角さんは俺の師匠だな」

　今の俺の保護者は、恩人で武術の師匠である鏑城鹿角さんだ。

　俺が師匠と出会ったのは十年近く前。色々あって俺は師匠に引き取られた。以来、獣人と徒と手しゆ空くう拳けんで戦う対獣格闘術、獣じゆう巴は拳けんを編み出した師匠の元で、ともに修行に明け暮れる日々を送ってきた。

「やはりそうなのですね！　鏑城様はお弟子様が一人いるとおっしゃっていました。同じ苗みよう字じですけど、ひょっとして鹿角様のご親族ですか？」

「いや、違う。まあ細かいことはあんま気にしないでくれ」

　俺と師匠は血が繫がっているわけじゃない。でも、その話はあまりしたくなかった。

「そうですか……立ち入ったことを聞いてしまってすみません」

　しゅんとしてしまうノエル。いちいち感情がわかりやすいやつだ。

「あっ、見てください。いい眺ながめですよ！」

　ノエルとともに山道を登っていくと、木々の切れ目から絶景が姿を現した。

　朝日に照てらされ山のすそ野が青あお々あおと輝き、その下の平野には市街地が見える。だがそれは唐突に途切れていた。街を切り取るように断崖が走り、その先には一面の雲海が広がっている。雲が終わると、あとは水平線の彼方かなたまで群ぐん青じようの海だった。

　この島は雲の上にある。空に浮いているのだ。

「綺き麗れいですね、浮ふ島とうって」

　獣帯浮島ゾデイアフロートレオンティエラ。

　俺が生まれるよりずっと前──世界各地で同時多発的に火山活動が起こり、突如として大地の一部が陸を離れて浮上。時同じくして獣人が生まれ始め、彼らは次々と浮島へ移り住んだ。そうして浮島は獣人の住すみ処かとなった。

　浮島は大小合わせて二〇〇以上存在するが、特に大きな十二島は獣帯浮島ゾデイアフロートと呼ばれている。俺たちが立っているレオンティエラは、そんな獣帯浮島ゾデイアフロートのうちの一つだ。

　レオンティエラの居住可能なエリアはおよそ三万平方キロ。中央は山岳地帯で、縁へりに近づくほど平地となる。六つの河と十五の湖があり、主要都市は三つ。眼下に見下ろすのはそのうちの一つ、フェルテシティだ。

　左手は石造りの建物が軒のきを連ねる旧市街、その隣は街の中心地で商店やデパートが建ち並ぶ繁華街、右手はガラス張りの大きなビルがいくつも生えている新市街だ。

「島が浮くなんて不思議ですよね。どういう仕組みなのでしょうか」

「魔ま素そが関係してるらしいが、詳しいことは俺も知らないな」

　とある学者が言うには、この世界は魔素で満たされているらしい。魔素を使えば魔法のような力を生み出せる。浮ふ島とうは、この魔素の働きによって宙に浮いているという。

　眺ちよう望ぼうに見とれているノエルを置いて、先を目指す。

「あっ、お待ちください」慌ててついてくるノエル。「もう一つ、鏑かぶら城ぎ九く郎ろう様にお聞きしたいことがあるのです。どうしてわたしを助けてくださったのですか？」

「別に大した理由はない。強引に女の子を連れ去ろうとする男が目の前にいたら、誰でも止めようとするだろ。それ以上でも以下でもない」

　俺の回答に、ノエルは目をしばたたかせる。

「えっ、それだけなのですか？」

「あとは、あの牛男が言ってた『強いやつが正義』ってやつが嫌いだからだ。力があろうとなかろうと、他人に理不尽を吞み込ませる権利なんかねえんだよ」

　力で他人をねじ伏せようとする輩やからが許せない。それは俺の根幹を占める想おもいだ。

「……何と素晴らしい人なのでしょうか。わたし感激しましたっ」

「ちょっ、近い、顔が近いっ」

　ノエルは美人だ。そんな子が頰ほおを紅こう潮ちようさせて顔を寄せてきたら、照てれる。

「よろしければぜひお礼をさせてください！」

「いや、そういうのはいらない」

　俺だって男だし、人並みには女の子に興味がある。だが困っている人に付け入って対価をせびるような真ま似ねはしたくなかった。

「むう……こういう時は素直に礼を受け取るのが嗜たしなみではありませんか？」

「俺は面倒くさい男なんだよ。わかったら少し離れろっ」

「大丈夫です。わたしそういうの得意ですから！」

　得意ってなんだよ。

「あーそうかよ、じゃあ言うけどな、俺は女の泣き言とか愚ぐ痴ちが大嫌いなんだ。女々しいやつは側そばにいて欲しくない」

「わかりました。泣き言は言いません」

「例えば俺の妻になるやつは俺より先に寝かせないし、俺より後に起きるのも許さない」

「そうですね。当然のことだと思います」

　マジか。

「ご、ご飯は三食、全て用意してもらう。食べないこともあるけど文句言うな。もちろんおいしくなきゃダメだぞ」

「はい、おいしいご飯を用意しますね」

「浮気はしない……と思うけど、少しは覚悟しておけ」

「多くの女性を幸せにできる男性は素敵だと思います。他には何かありますか？」

「えっ!?　えっと、他にはだな……」

　くそ、なんだこの女は！　普通こんなこと言われたら「えー」ってなるだろ!?　俺だったら絶対に嫌だぞ、こんな男は！

「……お前さ、もしかして俺と結婚したいの？」

「い、いえその、そんなつもりはっ……！　わたしたちには結婚なんてまだ早いですっ、やはり最初はお友達から始められたら、とかっ」顔を赤くしてパタパタと手を振る。

　と、その向こうに不穏な気配が広がった。

「……ノエル、止まれ」

　声をかけるのと時同じくして、男が木々の間から姿を現した。

「やあ、こんにちは。仲良くハイキングでもしてたのかな？」

　中肉中背、年は三〇代前半だろうか。チャコールグレイのスーツに黄色いシャツ、ネクタイはだらしなく緩んでいる。左眉まゆに小さな刀とう傷しようが刻まれていた。

「お前は何者だ」

「おっと、すまないねえ。俺は一いち柳やなぎ和かず馬まってもんだ」

　その名を聞いた瞬間──沸ふつ騰とうしたかのように頭へ血がのぼる。

　なぜなら、その名は。

「君に用があってね。同行願えるかな、一柳九く郎ろうくん」

「えっ……鏑かぶら城ぎ九郎様、ではないのですか？」怪け訝げんな顔をするノエル。

「ああ、そういえば今は鏑城九郎とか名乗ってるらしいね。まあ君は『欄らん外がい』だし、一柳を名乗るのも烏お滸こがましい存在だ。慎つつましい反抗ってやつか」

「うるせえよ。今さら何しにきた」和馬と名乗った男を睨にらみ付ける。

　十年前、まだ子供だった俺は師匠に引き取られ、こいつらとは袂たもとを分かった。それ以後、こいつらとは一度も関わりを持ったことはない。

「色々と事情があってね。上うわ役やくが言うには君の身体が必要になったらしい。浮ふ島とうなんかに身を隠すから見つけるのにえらく手間がかかったよ。でもま、お陰で俺は大手柄だ。さあて、そんじゃ一緒に本国まで帰ろうか」

　本国というのは日本──要するに地上だ。こいつは俺に、浮島を降りろと言っている。

　それが俺にとって何を意味するか、わかって言っているのか。

「断る、と言ったら？」

「君は憐あわれな存在だよ。人の身でありながら獣人でもある。動物でもなければ鳥でもない、どっちの仲間にもなれない蝙こう蝠もりだ。その点には同情する。でもな、残念ながら君に選択権はない。抵抗するなら相応の対処をするだけだ」

　パチン、と和かず馬まが指を鳴らすと、木陰からぞろぞろと獣人たちが姿を現した。狼獣人ワーウルフに豚獣人オーク、ヒョウ柄の体毛を持つ獣人に巨大な体たい軀くのゴリラの獣人まで、いずれも腕力に自信がありそうな連中ばかりだ。その数およそ二〇。

「和馬さん、あの男っすか」狼獣人ワーウルフが告げる。

「ああ、大人しくなるまで痛めつけてくれ。ただし彼は人間だ。力の加減には気をつけてくれよ。絶対に殺すな」

「マジかよ、人間なんて俺のデコピン一発で死んじまうぜ」

　ゴリラの獣人が嘲ちよう笑しようする。他の連中も「人間ごときにここまで頭数そろえる必要があったのか？」などと苦笑しながら、俺とノエルを取り囲む。

　彼らが笑うのも無理はない。人間と獣人が素す手ででやり合ったら、人間に勝ち目はない。身体能力に雲うん泥でいの差があるのだ。師匠の元で修行を重ねてはきたが、分が悪いことに変わりはない。しかも今は後ろにノエルが控えている。この数を相手に、ノエルを連れて無事に切り抜ける自信はなかった。

「和馬さん、あの女は好きにしていいんだよな？」

　と舌なめずりをする豚獣人オークに、あきれ顔の狼獣人ワーウルフが告げる。

「バカ、ありゃボスのお気に入りだ。手ェ出したらブッ殺されんぞ。大体な、あれはボスでも手に負えねえんだ。何しろ『歩く対人地雷』って言われてんだぜ」

「い、今ひどいことを言われた気がしますっ」

　言い得て妙だった。

「さて、九く郎ろうくん。こういう状況だが、本国へ帰る気になってくれたかな？」

「お前の要求なんて誰が吞むか。どうしてもって言うなら俺の死体を持ち帰ればいい」

「そうかい。残念だねえ」

　にたりと笑い、身を引く和馬。その隙すき間まを埋うめるように、獣人たちが囲みを狭めてくる。ノエルを巻き込むのは気が引けたが、こうなったらやるしかない。一いち柳やなぎの連中に従うのは死んでも御免だった。

「く、九郎様っ……」

「悪いな、ノエル。俺のことはいいから隙を見て逃げろ」

　覚悟を決め、獣人たちに突っ込もうと足に力を込めると──

「おーい、ここで何をしてるんだ？」

　気の抜けた声が響く。

　やってきたのは若い女性だった。二〇代後半、黒の短髪で東洋系の容よう顔がんにもかかわらず、瞳ひとみは神秘的なスカイブルーだ。そこだけ異彩を放っている。目つきは鋭するどく、タイトな黒のスーツを嫌いや味みもなく着こなしており、どこか精せい悍かんな雰ふん囲い気きのある麗れい人じんだった。

「取り込み中だ。部外者は消えろ」

「部外者って、ここは百ひやく獣じゆう学園の敷地だぞ。私からすればお前たちの方が部外者だが」

　和かず馬まの威圧を込めた言葉に、麗人は苦笑いを浮かべる。全く動じていない。

「誰だよ、あんたは」

「獅し子し堂どう鈴すず鹿かだ。よろしくねっ☆」

　名乗った女性は、アイドルみたいにポーズを決めて俺たちにウィンクを送ってくる。

　な、なんだこの人は……。年とし甲が斐いもない仕草に若干引いてしまった。

「ヤベえぞ、和馬さん。学園の教師だ。手を引いた方がいい」

「学園の教師って、要は先生ってことか？　おいおい待ってくれ、立派な図ずう体たいして学校の先生が怖いのかよ。先生に怒られちゃうってか？　舐なめてんのかよ、お前ら」

「ちっ、このよそ者が……！」

　忠告を与えた狼獣人ワーウルフが鋭するどく舌打ちをする。

　一いち柳やなぎ和馬はこの浮ふ島とうに来たばかりなんだろう。

　だから知らないのだ。百獣学園がいかに規格外の学校かということを。

「なあ聞けよ、お前ら腕には自信があるんだろ？　だったら女の一人くらい、押し倒してヤっちまうくらいの根性がなくてどうするんだよ」

　和馬に煽あおられ、獣人たちの空気が変わる。

「ま、まあ……こっちの女なら手ェ出してもボスに怒られることはなさそうだしな」

「いくら学園の連中はヤベエつっても、この人数ならやれるか！」

　気き炎えんを吐く獣人たちに、獅子堂鈴鹿と名乗った麗人はなぜか嬉うれしそうに笑う。

「おー、勇いさましいな。いいぞ、お前たち。私も運動不足でな、身体を動かしたい気分だ。相手をしてやろう。あ、私が獣人じゃないからって手て加か減げんするなよ。全力でこい」

「獣人じゃないってことは……なんだ、人間かよ」

「女の方も乗り気だぞ。やってやれ」

　和馬の号令で、獣人たちは標的を獅子堂鈴鹿に変え、突っ込んでいく！

「ふふっ、課外授業だ。身の程を知るがいい」

　言った刹せつ那な──女性が消えた。

　いや、違う。肉眼では捉えきれないほどのスピードで加速をかけたのだ。

「はぁい、どーん！」

　そして間抜けなかけ声とともに。

　女性のビンタ──ただし不可視の壁を伴う強烈な一撃──が、獣人たちを叩たたき飛ばした。

　まるでギャグか何かのように、十名ほどの獣人が空の星となる。

「……は、はあぁ!?　いま何が起こった？」

　一瞬にして獣人たちの数が半分に減り、あんぐりと口を開ける和かず馬ま。

「ん？　八足高機動アジヤイル・エイトで近づいて気功膜壁オーラ・ブレーンで殴っただけなんだが」

「獣人じゃないのに獣技ゾイオンを使ったのか!?」愕がく然ぜんとした顔で和馬が後ずさる。

　獣人は『獣技ゾイオン』という特殊な力を扱える。精神作用と魔ま素そが共きよう鳴めいして生まれるもので、獣人が持つ強きよう靱じんな肉体も獣技ゾイオンだし、ノエルの爆発も獣技ゾイオンの一種と言える。

　だが、獣技ゾイオンを扱えるのは基本的に獣人だけだ。人間は魔素を扱う素そ養ようがないため、どれだけ頑張っても獣技ゾイオンは使えない。

「ま、細かいことは気にするな。そんじゃ残りもぶっ飛ばすよー」

　腕をぐるぐると振り回し、獣人たちに向かって歩きだした。

「じ、冗談じゃねえ！　こんなメチャクチャなやつ相手にしてられるかよっ！」

　我われ先にと逃げ出す獣人たち。

「おい待て、お前らっ……くそっ！」

　和馬もきびすを返し遁とん走そうを図る──が、獅し子し堂どう鈴すず鹿かに行く手を阻まれた。

「ま、待て、俺は関係ない。見逃してくれ！」

「ははは、学園の敷地に不法侵入してうちの生徒を恫どう喝かつ、挙あげ句くに暴力を加えようとしたその首謀者が『俺は関係ない』？　寝言は寝てから言え。お前には聞きたいことがある。うちの学園でゆっくりとお茶でも飲んでいくがいい」












　壮そう絶ぜつに笑い、ゴキゴキと拳を鳴らす。

　傍はた目めに見ていても怖おそろしい。

「ちっ……！」素早くスーツの内側に手を突っ込み、拳けん銃じゆうを取り出す和かず馬ま。

　止める暇ひまもない。

　次の瞬間、辺りに銃声が響き渡った。

「ぐっ……やられたっ」

　心臓付近に一発。獅し子し堂どう鈴すず鹿かはまともに銃弾を食らった。苦しそうに胸元を押さえる。

「は、はははっ……なんだよ、驚かせやがって！」

　和馬が口元を歪ゆがめた。

　同じように、獅子堂鈴鹿もニヤリと笑う。

「……なーんちゃって♪」

　胸を押さえていた手のひらには、小さな金属の塊が握られている。

　ひしゃげた銃弾だった。

「す、すす、素す手でで弾を受け止めたのか!?　化け物かよ、てめえはっ！」

「おい、女性に向かって失礼なことを言うな」

　悲鳴を上げる和馬に、麗れい人じんは指を丸めてデコピンを食らわせる。その威力は凄すさまじく、和馬の身体は空中で回転。そのまま後ろに生えている木にぶつかり昏こん倒とうした。

「よぉし、回収っと」和馬の襟えり首くびを摑つかんで持ち上げる獅子堂鈴鹿。

「そ、そいつをどうするつもりだ？」

「なに、食べやしない。事情聴取をしたら解放してやるさ。じゃあまた後でなー」

　獅子堂鈴鹿は和馬を引きずって林の中へと消えた。

　突然出てきたと思ったら、獣技ゾイオンを使って獣人たちを吹っ飛ばして。しかも獣人じゃないという。何から何までイレギュラーだ。

「百ひやく獣じゆう学園にはあんな教師がいるのか……」

「九く郎ろう様はご存じないのですか？　鈴鹿さんは学園の理事長ですよ」

「な、なにーっ!?　あれが理事長なのか!?」

　言われてみれば覚えがある。『うちの学園へ来い』と連絡をしてきた手紙の差出人が、確か獅子堂鈴鹿だった。今の今まですっかり忘れていた。

「突然のことでびっくりしましたが、わたしたちを助けに来てくださったのですね」

「そう、なのか……？」

　獅子堂鈴鹿は他の獣人たちを捨て置き、一いち柳やなぎ和馬を回収していった。最初から和馬が狙いだったのかもしれない。だとしたら、理事長はこの襲撃を予見していた……？

　何にしても、学園に着いたら理事長と面談をする予定になっている。

　今のことも含めて、理事長に聞きたいことが増えた。

「……ん？」

　視界の端で小さなものが動く。

　よくよく見ると……それは身長三センチくらいの、半透明の小人だった。

「すららっ」

　視線が合うと、小人はノエルの足下をくぐり抜け、ちょこまかと走って逃げていく。

「きゃっ……今のは何でしょう、む、虫ですかっ？」

　飛び跳ねて小人を避よけた……と思ったら、石に足を取られて体勢を崩くずすノエル。

「あぶなっ……！」

　咄とつ嗟さに手を伸ばしたが、間に合わなかった。

「きゃっ!!」

　ゴロバキドカッ、と凄すさまじい音をさせながら、ノエルは崖下に転げ落ちていった。

「おいおい……ったく、どんなドジっ子だよ！」

　慌ててノエルの後を追いかける。

　ノエルは崖の一番下で止まっていた。倒木や岩が突き出した斜面を、ほぼ一直線に下まで転がったようだ。

「おーい、大丈夫かー!?」崖を滑り降り、ノエルの元へ急ぐ。

「ふえぇ、痛いです～」

「そりゃそうだろうよ、って……!?」

　視界に飛び込んできたのは、逆さまにひっくり返ったノエルだった。

　スカートがめくれ上がり、奥に鎮座する純白の布が露あらわになっている。シルクなのだろう、繊せん細さいなレースが施ほどこされたその布は微かすかな光沢を持っていた。

「はぅああぁ、頭がぐるぐるしていますぅ……」

　見てはいけないと思うものの、どうしても視線を外せない。だって、すさまじく綺き麗れいな女の子が逆さまになって足を広げてたら誰だって見るだろ？

「……あのさぁ、ノエル」

「わ、わたし頑丈なのでこれくらいは全然平気です。ご心配には及びませんっ」

「いや頑丈なのは別に疑うたがってないんだけど、その体勢で心配するなって言われても難しいって言うか、もったいないって言うか……」

「はい？　もったいない、ですか？」

　言われて、ようやく気付いたらしい。自分のあられもない格好に。

「はうぁっ!?　やっ、えっ……そそそ、そんなっ、これはぁっ……！」

　ボン、と火が噴くような勢いでノエルの顔が赤くなる。

　ついでに。

　身体が白銀色に発光し始めた。















「ちょっ……待て待て待てぇっ!?　それはまずいからっ！」

「み、見てはダメですうううぅっ!!」

　見る間にノエルが放つ光が膨らんでいく。慌てて身体を翻ひるがえすが、時すでに遅し。




　まばゆい閃せん光こうと耳を裂くような轟ごう音おん、そして凄すさまじい衝撃波に巻き込まれ──

　身構える暇ひまもなく、俺の意識は速すみやかに刈り取られた。





　　　　４






　公立百ひやく獣じゆう学園はレオンティエラの中央を走る山脈の中ほどにある。その敷地は広大で、盆地とそれを取り囲む山全体に及ぶ。校舎はもちろん、様々な研究を行う研究棟に各種訓練施設、学生寮に職員寮、飲食店に商業施設、さらに病院や警備局まであり、それら全てが職員と生徒によって運営されているのだという。

　俺は今、そんな巨大組織の長おさと相対している。

「どうも、鏑かぶら城ぎ九く郎ろうです」

「ようこそ百獣学園へ、我が同胞よ！」

　理事長室に来ると先ほどの女性──獅し子し堂どう鈴すず鹿かが両手を広げて歓待してくれた。

「……って九く郎ろうお前、ボロ雑ぞう巾きんみたいになってるな」

「途中で地雷処理をしてきたんだ」

「話はノエルから聞いたぞ。やつのパンツを見て気絶したとか」

「パンツのせいじゃないからな!?　あいつの爆発に巻き込まれたせいだからな!?」

「で、何色だった？」

「白だけど……」

「ふん、やはりか。やつは生まれついての清純派だからな、けっ」

　何をやさぐれてるんだ、この人。

「あんた、この学園の理事長だったんだな」

「いかにも私が百ひやく獣じゆう学園理事長、獅子堂鈴鹿だ。よろしくな、鏑かぶら城ぎ九郎」

　鷹おう揚ように笑う理事長。ざっくばらんで絡みやすい人だ。

「早速で悪いんだが、あんたにいくつか聞きたいことがある」

「いいとも、何でも聞いてくれ」

「まずはどうして俺を学園に呼んだのか。俺が獣人じゃないことを知らなかったのか？」

「知っていたさ。お前の保護者、鏑城鹿か角づのから大まかな生い立ちは聞いている」

「だったらどうしてだよ。ここは獣人専門の学園なんだろ？」

「教えてやってもいいが、一つ条件がある」

　出たよ。こういう物言いをしてくる人間には慎重に受け答えをした方がいい。

「いいだろう、まずは条件の内容を聞かせてもらおうか」

「私のことはお姉ちゃんって呼んでっ☆」

　目が点になった。

「……は、はあ？　あんた、俺と血が繫がってるのか？」

「いや赤の他人だぞ」

　んー……どうしよう。この人、頭おかしい。

　でも『お姉ちゃん』と呼ぶだけなら、別に大したことは──

「いやいやいや、やっぱ無理だって！」

「無理ってなんだコラァ！　私が姉じゃ不服だってのか、ああん!?」

「怖こええよ、すごむなよ！　そんな姉ちゃんイヤだよ！　大体なんで姉なんだよ!?」

「九郎、お前は小さい頃に魔ま素そ反応検査でマイナスの数値が出ただろう」

　理事長は真顔になり、すっと目を細めた。

「ど、どうしてそれを……」

「公には隠されているが、ごく稀まれにそういう人間が現れる。そいつらにはある特殊な才能が備わっていることがある。九郎、お前は──獣けもの使つかいなのだ」

　獣けもの使つかい──噂うわさだけはよく聞く。

　曰いわく、人間でありながら獣人を操ることができる存在。比類なき力を持った獣人たちを従わせ、掌しよう握あくする者。それが獣使いなのだという。大昔、百の獣を従えた獣使いがおり、巨大な浮ふ島とうをたった一撃で消滅させるほどの力を持っていたという。

「俺が、その獣使いだっていうのか……？」

　いきなり獣使いだなんて言われてもいまいち実感が湧かない。

「そうだ。だからこの学園で私の管理下に入れ。そうすれば保護してやろう」

「はあ？　保護ってなんだよ。どうして俺があんたの手駒にならなきゃいけないんだ」

「私は手駒より弟の方がいいなぁ」

「だから何でだっつの！　どうでもいいとこで姉弟きようだい関係を強要すんな！」

「鏑かぶら城ぎ九く郎ろう様、少しよろしいでしょうか？」

　それまで置物のように理事長の後ろに控えていた女性が歩み寄ってきた。洒落しやれっ気けのあるメイド服を着ており、柔やわらかな笑みをたたえている。

「へ？　なん……」

　言いかけたところで。メイドの姿が消えた。

　上だ、と気付いた時には大きな影が俺を覆おおっていた。

　先刻までの姿とはまるで違う。人間の上半身に黒光りした何本もの足と、大きく膨れあがった腹──蜘く蛛もの下半身がついていた。

「おわあぁっ!?」

　ズガガッ、と蜘蛛の足が降ってきて、床のコンクリートをえぐる。何とか直撃だけは避さけたものの、ピン留どめされた虫のように動けなくなってしまった。

「申し遅れました。私は鈴すず鹿か様に長年お仕えするクリスティ・ノワールと申します。この先も生きてお会いすることがありましたら、どうぞよろしくお願い致しますね」

「あ、あんた殺す気マンマンだな!?」

　蜘蛛の下半身、ということはアラクネ型の獣人なんだろう。八本の足から繰り出された高機動は、目で追うことすらできなかった。

「僭せん越えつながら申し上げますと、鈴鹿様はこの百ひやく獣じゆう学園の理事長であり、私の大切な大切なご主人様なのです。あなたは鈴鹿様の弟という羨うらやましーい地位を与えられたにもかかわらず、その無礼な態度は一体何なのでしょうか」

　クリスさんは微笑ほほえみながら、俺の鼻先に鋭するどく尖とがった足爪を突きつけてきた。

「ひいぃっ!?　すみませんすみませんっ!?」

「こらこらクリス、私の弟をあんま苛いじめちゃダメだぞー」

　子供の些さ細さいないたずらを咎とがめるが如ごとく、のん気に告げる理事長。

「申し訳ありません、つい手がすべってしまいました。私を差し置いてこんなクソガキが鈴すず鹿か様の家族ポジションを得たかと思うと百回ブチ殺しても飽き足らないほどの憎悪が湧いてきて、どうにも腹の虫が治まらないのです……」

　物もの憂うい表情を浮かべてクリスさんが嘆息する。その間も、尖とがった足爪でチクチクと俺の首筋をいたぶることを忘れない。

「なあクリス、なぜ私が常にお前をそばに置いていると思っている。お前は私の従者の中で一番にかわいい。嫉しつ妬となど意味がないぞ？」

「ふああっ……そんな鈴鹿様っ、何ともったいないお言葉をっ！」

　頰ほおを染めて身体をくねらせるクリスさん。その隙にこそこそと腹の下から這はい出した。

「た、助かった……」

「クリスの攻撃を全てかわすとはやるな、九く郎ろう。食らえば死んでいたぞ」

「そう思うなら止めよう！　死んでからじゃ遅いぞ!?」

「ほほう、口答えですか弟様。態度の改かい善ぜんが見られませんね？」

「はひっ!?」

　気付くとクリスさんの足爪が喉のど元もとに突きつけられている。すさまじい殺気だ。

「クリス、姉弟きようだいとは口くち喧げん嘩かをするものだ。反抗もまた愛情、かわいいもんじゃないか」

「……だそうです、弟様。よかったですね。羨うらやましいですね。殺したいですね」

　本音がこぼれてるよ、クリスさん……。

「さてと、本題に入ろうか。さっきも言ったようにお前は獣けもの使つかいだ。もしそのことが本国にバレたら間違いなく身柄の引き渡しを要求してくる。拒めば深刻な外交問題に発展するだろう。というか既に引き渡し要求は来ている」

「じ、冗談はやめてくれ」

　俺は地上で生まれて地上で育った。元は人間の世界にいるべき存在だ。

　しかし、今さらあんなところに帰る気はない。

「残念ながら本当だ。事情は全て一いち柳やなぎ和かず馬まから聞かせてもらった。どこで嗅かぎつけたのか、一柳の連中はお前が獣使いだということを知っている」

　血の気が引いていく。

　つまり、なんだ。和馬が俺に本国へ戻れと言っていたのは、俺が獣使いだから。その力を一柳が利用しようとしているから。そういうことなのか……？

「分類上、お前は人間ではなく獣人だ。本国に戻れば、お前も国際条約である『獣人保護措そ置ち法』の束縛を受ける」

　獣人保護措置法──獣人に首輪をつけるため作られた悪名高き国際条約で、地上では全ての獣人が管理官の下で生活することを余よ儀ぎなくされる。刑務所の囚人や奴ど隷れいと同じで、あらゆる行動は管理官の許可が必要なのだ。

　そんな条約に反発した獣人たちは浮ふ島とうへと移り住み、自分たちの国を興した。この浮島も同様で、ここでは獣人も人間と同じだけの権利が認められている。

「俺はどうなるんだ？」

「このままなら引き渡し要求に応じることになる。浮ふ島とうには要求を突っぱねてお前をここに残すメリットがない。抵抗するなら身柄を拘束、本国へ強制送還となる」

「……何とか帰らずに済む方法はないのか」

「あるとも。だからこそお前を学園に招き、私の管理下に入れと言った。全てはお前を助けるためだ。ただ、今のままでは身柄引き渡しを突っぱねることはできない」

「また何か条件をつける気かよ」

「多くの従者を持つ獣けもの使つかいは核ミサイル以上に希少な存在だ。外交問題に発展してでも、手元に置くだけの価値がある。だが、今のお前は生身の人間と同じ。これでは上への説得材料に欠ける、ということだ」

　助けて欲しければ浮島に従え、ってことか。

　正直な話、気に食わない。だが理事長の誘いを蹴れば俺は本国へと送り返され、一いち柳やなぎの支配下に置かれることになる。それだけは死んでもイヤだ。

「……わかった。俺はあんたの管理下に入る。ただし、奴ど隷れいになる気はない。イヤな時はイヤだと言わせてもらうぞ」

「いいだろう、弟よ。とりあえずは難なん癖くせをつけてお前の引き渡しを半年間、先延ばしにする。その間に従者を作れ。お前は獣使いだからな。従者がお前を強くしてくれる」

「従者を作るって、具体的にはどうすればいいんだ？」

「手て篭ごめにする」

「……は？」

「お目当ての獣人と仲良くなって恋人になれ。たっぷりと愛し合って『あなたなしではもう生きられない！』という状態になったら獣使いだと打ち明ける。しかる後に『俺にはお前が必要なんだ、従者になってくれ』と耳元で囁ささやく。どうだ、妙案だろう！」

「待てコラ！　あんた仮にも教育者だよなあ!?」

　なにを堂々とジゴロ風の説得術を伝授してるんだ、こいつは！

「うちの学園はかわいい女子が五万といるからな。好きなのを選んで手篭めにしていいぞ。理事長の権限でこの私が許すっ！」

「一片のまぎれもなく職権の濫らん用ようだ!!」

「獣人は人間より性欲が強い。特に発情期は情熱的になるから狙い目だぞ。ただし獣人の種類によって発情期が違う。目当ての女はいつ頃が旬か、しっかりチェックすること！」

「うわあ、余計な豆知識を吹き込まれた……」

「だが女の方も自分の発情期はわかっている。身持ちが堅い女は警戒しているから落とすのは難しい。さらに発情期は男も女も気が荒くなる。無理強いすると死ぬぞ。何事も引き際が肝心だ。気をつけてアタックしろ！」

「しねえよ！　俺は紳士だ！」

「弟様、これは鈴すず鹿か様のご厚意なのですよ。それを無下にしようと言うのですか？」

　横から鋭するどく睨にらんでくるクリスさん。

「い、いやでも手て篭ごめってのは、いくら何でも……」

「なにイモくさいことを言っているのですか。チェリーボーイですか」

「うぐっ!?」

　痛いところを突かれた。

　俺は生まれてこの方、彼女なんてできたことがない。

「ガタガタ言ってないで、誰でもいいから籠ろう絡らくしてください。チンタラしてると私がブチ殺しに行きますのでご注意を。せいぜい背中に気をつけて励んでくださいませ」

　怖いよクリスさん、足爪で床をえぐりながら言うのやめようよ……。

「そういうことだ。がんばれよ、我が弟！」

「待ってくれ、俺は自分勝手な理由で誰かをむりやり従わせるような真ま似ねはできない」

「ほほう、なぜだ？」

　不思議そうな顔をする理事長。

「人類みな平等、それが座ざ右ゆうの銘めいなんだよ。俺は誰かに隷れい従じゆうする気はないし、誰かを隷従させたいとも思わない。それは相手が人間でも獣人でも、変わらない」

　天は人の上に人を造らず、人の下に人を造らず。

　人はみな横一列に並んでいる。年が上とか下とか、そんなことは関係ない。地位が高くても低くても、金持ちでも貧乏人でもみな同じだ。

「九く郎ろう、いいことを教えてやろう。獣けもの使つかいが操ることができるのは自ら従うことを誓った獣人だけだ。信頼がなければ従者は生まれない」

「信頼がなければ？」

「そうだ。獣使いが一方的に従者になれと言っても、獣人を従者にすることはできない。逆に獣人が従者になりたいと言っても、獣使いが拒否すれば従者にはなれない。互いが互いを必要だと思わなければ、獣使いと従者という関係は成立しない」

　つまり獣人が『自分を操って構いません』と思わなければ従者にはなれないってことか。でも、そんなことってあり得るのか……？

「獣使いと契約を結べば獣人にも恩恵はある。獣使いを通して魔ま素その制御が精密に行えるようになるのだ。つまり自らの能力を飛躍的に伸ばすことができる」

　なるほど、強くなりたい獣人とその力を借りたい獣使いの互助関係が成り立つわけか。

「理事長、あんた獣使いのことに詳しいな」

「おいおい、どうして私のような青二才がこの学園で理事長を務めていると思う？　それはな、私がお前と同じ獣けもの使つかいだからだ。私は私自身と、私を慕したってくれる者たちを守るためにこの学園を手に入れた。大切なものを守るためには相応の力が必要なのだ」

「なるほど、だからあんたは獣人でもないのに獣技ゾイオンを……！」

　理事長は頷うなずき、立ち上がる。

「お前はかつての私だ。生まれたばかりの、強い風の前では吹かれて消えるだけの力なき灯ともし火びだ。しかし、むざむざ消されるのを黙って見過ごすのは忍びない」

　そうか、理事長は俺に自分を重ねて……。

「しかし私は無駄が嫌いでな。ただで力を貸すなんてつまらないことはしたくない。よって私はお前を弟にすることにした。かねてからかわいい弟が欲しくてなぁ」

「いや意味わかんないから」

「ということで、鏑かぶら城ぎ九く郎ろう。明日からお前は私の弟として、この学園の生徒になれ」

「生徒はわかった。だが弟はイヤだ」

「ふざけんな、弟になるのは必須条件だ！　本国に送還されたいかコラァ！」

「そんなに大事なことなのかよ!?」

　必死で理事長に泣きつき、弟の件は一ヶ月の猶予をもらった。

　譲歩してくれてありがとうございます……。





　　　　５






「へえ、ここか」

　事務の人に話を聞き、百ひやく獣じゆう学園の学生寮までやってきた。赤あか煉れん瓦がに覆おおわれたオシャレな雰ふん囲い気きで少し気後れする。有名デザイナーが設計したものらしく女子に人気だという。

「それにしても変な理事長だったな……」

　いくら引き渡し要求を突っぱねるためとはいえ、お目当ての獣人おんなのこを見つけて手て篭ごめにしろとか明らかにダメだろ。百歩譲って言われた通りにするとしても、俺に女の子を口説き落とすようなテクニックはない。

　途方に暮れつつ、鍵かぎを差し込み寮のドアを開けると。

「おっかえりなさ～いっ！」

　エプロン姿の女の子が、素敵な笑顔で俺を出迎えてくれた。

「ご飯の支度ができてますよ、あなた。先にお風呂にします？　それともぉ、先にミアをいただいちゃいますかぁ？」

　くるん、と廊下で一回転して見せる女の子。やけに肌色が目立つ格好だった。

　というかエプロンの下は何一つ、下着すらなかった。

　どうやら俺は、自分でも知らないうちに女の子を手篭めにしていたようだ。

「えっ？　……えええええええええええぇぇぇぇぇっ!?」

　ドアに体当たりをかます勢いで後ずさる。

「ふふっ、照てれちゃって。いいんですよ、準備は万端ですからっ」

「いやいやいや、ダメだろそんなのっ、見ず知らずの女の子といきなりそんなっ!?」

「ミア・レインコール、中等部三年です。『雨あま乞ごい野郎』で憶おぼえてください！」

「普通にミアの方が短いじゃねーか！　つかそんなことはどうでもいい。お前はどうして俺の部屋にいる!?　ドアには鍵かぎがかかってただろうが！」

「あなたに用がありまして。でも外でぼーっと待ってるのも暇ひまですし、一足先にお部屋でくつろがせてもらおうと思って勝手に入らせていただきました、てへっ☆」

「うん、お前それ普通に犯罪だからな？　どうやって入ったんだ？」

「そこから入りましたけど」

　ドアに備え付けられた郵便受けを指すミア。

「アホか！　こんな狭いとこから入れるわけねーだろ！」

「申し遅れましたが、ミアはこういうものでして」

　手のひらを広げて俺に見せるミア。

　と、手のひらからすうっと色素が消えて──透明に変化した。透き通った手のひらの中には燐りん光こうを放つ粒子が浮かんでいて、ぷるぷると揺れている。

「なっ、何だそれ……!?」

「ミアはスライム獣人なんですよ。自由に変形できるんです」

　言うなり、ミアの身体は溶け出して輪りん郭かくが崩ほう壊かい、たちまち丸い塊になった。見た目は大きな水まんじゅうという感じで、ちょっとおいしそうだ。

「こんな風に、隙すき間まがあればどこでも入れるんですよ～」

　にゅるるっと変形し、ミアは郵便受けから外に出て、再び中へと戻ってきた。

「便利な身体だなオイ……」

「いやー、これでなかなか大変ですよ。好きに変形できる代償として、身体構造がとんでもなく脆ぜい弱じやくですから。骨や筋がないのでパンチされたら拳が貫通しちゃいますし、真しん核かくを破壊されたら即死です。獣人最弱、生身の人間にも勝てませんね。生まれた時からスライムやってますけど、ホント苦労してきましたよ」

　言いつつ元の人間の姿、裸エプロンへと戻るミア。

「スライムって、身体の酸で溶かして人を食うんじゃなかったか？」

「酸性にはできますけど、溶かしきるにはすごい時間がかかりますから。その間にバットとかでメッタ打ちにされたら簡単にやられちゃいます」

　ううん、確かに弱いな……ちょっと親近感が湧いてきた。俺も獣人扱いはされてるけど、肉体的にはただの人間だし。

「にしてもスライムが獣人ってメチャクチャだな。獣っていうかモンスターだ」

「ミアもそう思いますけど、慣例的にそう決まってますからね」

　最初期は狼や牛、馬といった馴な染じみの動物と人間の合わさった姿で確認され、その時に獣人セリアンスロープの呼称が定着した。その後、鳥類や虫、モンスターのような存在が現れ始めたが『いちいち分類するのは面倒くさい』という理由で今も一ひと括くくりに獣人と呼ばれている。

「それはいいとして……お前はいつまで裸エプロンをやってるつもりだ？　さっさと服を着ろよ。目のやり場に困るんだよっ」

「あれ、お気に召しませんでしたか？　九く郎ろうさんって意外とウブなんですね」

　うぷぷぷ、と笑いながら近づいてくるミア。

「うっせーよ！　ピュアって言えよ、この雨あま乞ごい野郎！」

「ふふ、まあ刺激しすぎて野獣になられても困るのでノーマルに戻します。それではっ、マジカルリリカル、普通の女の子にへ～んしんっ！」

　くるんと身体を回転させ、あっという間に服装を変えるミア。

「な、何それ。変身までできるのか？」

「好きに形を作れますからね。さっきのエプロンもこの服も、ミアの身体の一部です」

　マジかよ……何でもありだな、スライム獣人ってやつは。












　先ほど『ご飯の支度ができている』と言ったのは冗談ではなかったらしい。ミアは俺のために夕食を用意してくれていた。

「俺も今日来たばっかりなのに、よく料理なんて作れたな」

　ミアが作ってくれたご飯をかきこみながら感心する。うん、味み噌そ汁しるがおいしい。

「百ひやく獣じゆう学園の寮は獣人たちが身一つで来ても生活できるように、家具や日用品、その他必要なものは全部用意されてますからね。常備品はどの寮でもほとんど変わりませんよ」

「それで生活費も出るのか。すごいな、百獣学園は」

　この学園では全ての生徒に生活費が支給される。学生の身分にはかなりの高額で、これも百獣学園が人気である理由の一つだ。

「ところで九く郎ろうさん。今朝、ヴァランに言い寄られてた女の子を助けてましたよね」

「別に助けたわけじゃないぞ。目の前で糞ったれなことを始めたやつがいたから邪魔しただけだ。俺はな、獣人たちの『強いやつが正義』って考えが嫌いなんだよ」

　箸はしでベーコンをつまんだまま、ぽかんとした顔をするミア。

「な、何だよ。俺、変なこと言ったか？」

「いえいえ、じゃあ弱い獣人はどうするべきだと思います？」

「どうも何もあるか。普通にしてりゃいいんだよ。強いやつも弱いやつも、獣人でも人間でも、同じ人類の一員だ。上も下もない」

　俺の言葉に、ミアは再び呆あつ気けにとられたかのような顔をする。

「……面白いです。九郎さん、すごく面白いです！　ミア、ちょっと惚ほれました！」

「お、おう……そうか」

　顔を紅こう潮ちようさせ、何だか嬉うれしそうだ。ついつい漬け物へ伸ばす手が止まってしまう。

「そんな九郎さんを見込んでお願いがあるんですけど」

　あ、このスープうまいな。あとで作り方を教えてもらうか。




「今日からミアのご主人様になってください！」




「ぶぅーっ!?」

　唐突な申し出に、思わずスープを噴き出してしまった。

「わひゃっ、九郎さんのスープが顔にかかりましたよ。何のご褒美ですかっ」

「ご、ご褒美って……いやそれよりご主人様って何だ!?」

「そのままの意味ですよ。それともミアを九郎さんの従者にして欲しい、って言った方がわかりやすいですか？」

「なっ、どうしてそれを……！」

　俺ですら今日初めて理事長から教えてもらったことなのに、どうしてこいつが……。

「大した仕掛けじゃありませんよ。九く郎ろうさんと鈴すず鹿かさんの話を聞いてただけです」

　ミアは何かを呼び寄せるように指をピコピコさせる。

　すると俺の制服がもこりと動き……内ポケットから何かが飛び出してきた。

「すらら～♪」

　現れたのは、身長三センチくらいの小さなミアだった。

「……あ、何か見覚えがある」

「これはミアの分ぶん身しん体たいです。ミアはスライムなので、身体の一部を切り離して行動させることができるんです。分身体とはテレパシーで話もできるんですよ。小さくするとそれに応じた知能レベルになっちゃうので、あまり複雑なことはできませんけどね。でも隠れて話を聞くくらいでしたらお手のものです。ねー、スラちゃんっ」

「すらら～♪」

　スラちゃんは嬉うれしそうにミアに近づいていき、手のひらの上に乗る。すると溶けるようにミアの身体に吸い込まれてしまった。

「お前、何を企たくらんでる？」

　人の身体に分身体を潜ひそませて盗聴するなんて、明らかに怪しい。

「九郎さんには以前から興味があったんです。特殊な事例での編入だってことは下調べでわかってましたから、情報収集をしてたんですね。そしたらなんと獣けもの使つかいだっていうじゃないですか！　だから決めたんです。乗るしかない、このビッグウェーブに、って！」

「どんなウェーブだよ!?」

「獅し子し堂どう鈴鹿さんは百ひやく獣じゆう学園理事長というだけではなく、浮ふ島とうの最高意思決定機関、レオンティエラ元老院の構成メンバーなんです。弱冠二十五歳でこの浮島の実質的な支配者になった正しよう真しん正しよう銘めいの傑けつ物ぶつなんですよ、鈴鹿さんは」

「あの変な理事長、そんなにすごかったのか」

　でも納得した。外交問題に口を挟むなら、それくらいの権力がなければ無理だろう。

「鈴鹿さんが驚異的なスピードで出世した理由、それはあの人が屈指の獣使いだからです。強大な力を持つ獣人たちを従えて数多あまたのライバルを実力行使で蹴落とし、鈴鹿さんは今の地位にのぼり詰めました。そんな鈴鹿さんが九郎さんをこの学園へ呼び出し、従者を見つけて強くなれと言ったんです。これがどういう意味かわかりますか？」

「俺を管理下に置けば、理事長にメリットがあるからだろ」

「それだけじゃありません。鈴鹿さんはなぜかあなたを弟にしたがってましたよね。あれは、九郎さんを自分の後継者として育てたいという意思表明だったのですよ！」

「なんだってー!?　……って、さすがに曲解が過ぎないか？」

　あの人、単におもしろがってるだけだと思うんだけど。

「鈴鹿さんには人を見抜く才があります。だから失脚もせずにのし上がれたんです。そんな人物が、弟とまで言って九く郎ろうさんを可愛かわいがってるんですよ。何の意図もないと思う方がどうかしてます。絶対に作意がありますって」

「な、なるほどな」

　こいつの言うことにはいちいち説得力がある。意外と切れ者なのかもしれない。

「つまり九郎さんはこの浮ふ島とうの支配者から将来を嘱しよく望ぼうされたチョー優良物件なんですよ！」

「人を物件扱いすんな」

「ただですね、九郎さんには足りないものがあります。鈴すず鹿かさんにクリスティさんがいるように、九郎さんにも助言を与えてくれるパートナーが必要だと思うんです」

　ふむ、パートナーか。確かにそういう人がいてくれたら心強い。

「で、前々からずっと思ってたんですけど、ミアって軍師キャラなんですよね。ほら、表に出ないで裏から世界を牛ぎゆう耳じる系の。宰相とか摂政とか最高だなぁって思いますね。いざって時は傀かい儡らいの王に罪を着せて自分は逃げられますし」

「清すが々すがしいほどにクズだな！」

「でも軍師って一人じゃできないんです。御輿みこしが必要なんです。それで、どうせ担ぐなら将来性のある御輿がいいなって思ってまして。そこに颯さつ爽そうと現れたのが九郎さんなんです、ぱぱらぱーっ！　というわけでご主人様っ、どうか一つミアをお願いしますっ！」

「アホか！　断固として断るっ！」

「そんなぁ！　このぷるぷるボディが九郎さんのものになるんですよっ!?」

「特定部位おつぱいが揺れるならともかく、ゼリーみたいに全身でぷるんぷるんされてもエロくも何ともないわっ！」

　裸エプロンに戻って誘惑してくるミアを振り払う。

「むう、色仕掛けは効きませんか。では理性的な交渉で行くことにします」

「何をしてもダメだっつの！」

「まあまあ、百ひやく獣じゆう学園のマル教書庫とミスティカ魔導研究所の知財データベースで獣けもの使つかいの能力について調べてきたので、話だけでも聞いてくださいよ」

「マル教書庫？　それって一般の生徒が見られるもんなのか？」

「やだなぁ、九郎さん。獣使いの情報なんて機密扱いに決まってるじゃないですか」

　ミアが悪い笑みを浮かべる。こいつ……情報を盗んできやがったな。

「まず、従者がいない状態の獣使いは生身の人間と変わらず、とても脆ぜい弱じやくです。ですから九郎さんは一刻も早く従者を得る必要がありますね。獣使いが従者を得ると精神共きよう鳴めいが発生し、互いを補強し合います」

「補強っていうのは？」

「従者は獣使いの力によって魔ま素そが増大、要するに強くなります。そして獣使いは従者の力が得られます。端的に言えば従者が持つ獣技ゾイオンが扱えるようになる、ということですね」

　つまり理事長が使ったのは従者の獣技ゾイオンってことか。そういえば八足高機動アジヤイル・エイトはアラクネの獣人であるクリスさんの獣技ゾイオンだ。

「獣人が従者になると、契約の証あかしとして『楔紋ギアス』が出現するそうです。形は様々なのですが、首輪として現れることが最も多いそうですよ」

「首輪ねえ……」

　獣人に首輪をつけるって、何だか抵抗があるな。

「とまあこんな感じで、情報収集はミアの得意分野なんですよね。セキュリティをかいくぐって機密情報にアクセスできるのは、数ある獣人の中でもミアくらいのものです。必ずや九く郎ろうさんのお役に立ちますよ！」

「いやまあ、色々とためになる話を聞かせてくれてありがたいけどさ」

「てへへ、それほどでもっ」

　身体をくねくねさせて喜ぶミア。

「でも、お前は俺を利用したいだけだろ？　協力してくれるのは嬉うれしいけど、全ては信頼関係があってこそだ。赤の他人を信用できるほど俺はお人ひと好よしじゃない」

　俺を御輿みこしにしたい、ということは俺を何かに利用したいってことだ。何に利用されるかわからない以上、警戒せざるを得ない。

「さっき九郎さんは言いましたよね。強いやつも弱いやつも、獣人でも人間でも普通にしてればいい、上も下もないって。ミアは感動したんですよ。この人は弱いミアのことも認めてくれるんだって。この人にならついていけるって思ったんです！」

　ミアはぐっと身を乗り出して告げる。

「九郎さん、お願いします。とりあえずは従者見習いでいいので、ミアを雇ってくれませんか。お役に立たないようでしたらポイしてくれて構いません」

「試験採用みたいなもんか」

「そうそう、クーリングオフ期間です。不採用でも恨み言は言いませんよ。大丈夫、絶対お役に立ってみせますから。自信はありますっ！」

　悪い話じゃないとは思うが、どうもうまく乗せられてる気がしてならない。

　でもまあ、俺が獣けもの使つかいだってことがバレてるしな。「みんなに言いふらしますよ」とか言われても困るし、しばらく様子を見てみるか。
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「よーしお前ら、席につけ。今日から新入りが加わるぞ！」

　教壇に立つ人物からフランクな男性の声が響く。

　翌日、学園に編入するからには授業もきちんと受けてもらう、と理事長から言われ、さっそくクラスに案内された。

　クラスメイトは全部で二〇名程度。そのうち三割は全身が毛で覆おおわれた、いかにも獣人といった風ふう貌ぼうだ。下半身だけ蛇へびだったり馬だったりする獣人を足すと半分くらいか。残りは耳や尻尾しつぽなどの獣化パーツが生えているだけで、見た目はさほど人間と変わらない。中には俺のように獣人らしい特徴が全く見あたらない者もいる。

　ノエルもこのクラスの一員らしく、目が合うと小さく手を振ってくれた。

「どうだ新入り、うちのクラスは」

　促うながされて、教壇の先生と思わしき人物へ目を向ける。……が、どう見ても幼女だった。

　身長は俺の胸辺りまでしかなく、厳いかついゴーグルを装着しているせいで表情は窺うかがえない。フリルがてんこ盛りのゴスロリ服を着ており、先ほどからスマホでゲームをしている。

「あー、本体の方は気にすんな。そっちはオマケだ」

　声を発しているのはゴスロリ少女ではない。少女の頭に生えている蛇の方だ。彼女の外見は、いにしえの神話に登場するメドゥーサそのものだった。

「おまけのエウリン。よろしく」

「そして俺がクラスの担任をしているミー太ただ。座学一般を教えている」

　なんだこの学園は……。理事長やクリスさんも大概だけど、教師もカオスだな。

「さあ、新入りも自己紹介をしろ」

「わ、わかった。ええと……俺は鏑かぶら城ぎ九く郎ろう、十七歳だ。どうぞよろしく」

　気の利いたことは思いつかなかったので普通に終わらせる。

「ねえねえねえっ、鏑城くんって何の獣人なのっ？」

「特別編入ってどういうことなんだ？　お前って実はメチャクチャ強いのか？」

「毛とウロコ、どっち派か答えろ！　それによってお前の運命は決まる！」

　紹介を終えると、待ちかねたかのようにクラスメイトたちが質問を浴びせてきた。

「えーい、騒々しいですわっ！　静せい粛しゆくになさいっ！」

　ざわついた場を収めたのは金髪が眩まぶしい女の子だった。ふんわりとしたウェーブの入ったロングヘアで、まだ幼さが残っているものの、文句のつけようがない美人だ。

「質問があるのでしたら順番に聞くべきですわ。編入生さんが困っていますわよ。ということで、わたくしが代表して聞いてさしあげましょう」

　驚いたのは彼女の声だ。澄すみ切った湖を想像させる美声で、有無を言わせない力を感じる。周りの生徒たちも彼女には一目置いているのか、教室は静けさを取り戻した。

「お騒がせしましたわね、鏑かぶら城ぎクロウさん。わたくしはシルヴィ・ユリリエントですわ。どうぞお見知りおきを。早速ですがお聞きしてもよろしくて？」

「俺に答えられることなら」

「わたくしたちは皆、クラスメイトに自分が何の獣人か開示しています。ですからあなたも開示して欲しいですわ。あなたは何の獣人なんですの？」

「あー……俺、実はまだ自分が何の獣人かわかってないんだ」

　本当のことを言うわけにもいかないので噓うそをつく。

　一般に獣けもの使つかいは『獣人を操る者』として獣人たちから恐れられている。理事長にも「いざという時まで隠しておけ」と言われた。獣人の中には表に特徴が出てこないため何の獣人か判別できない者もいる。そういう獣人に偽装するのが一番自然だろう。

「あら、ノエルさんと同じなんですの。では当然ながら無等級ですわね。ちなみにわたくしは雷公撃サンダーボルト級で、セイレーンの獣人ですわ。水の中だけでなく風の中も泳ぐことができるんですのよ！　つまり、わたくしの方が格上ということになりますわねっ」

　等級というのは獣人の強さを表す称号だ。

　雷公撃サンダーボルト級は対人で相手を圧倒する実力を持つ者、颱風タイフーン級は一人で一隊に匹敵する者、そして大海嘯タイダルウエイブ級は一国を相手にする力がある者に贈おくられる。

　その上には隕石轟来メテオストライク級、地球を滅ぼしかねないほどの力を持つ者を示す称号もあるが、これは世界に三人しかいない。何も称号がない獣人は無等級だ。

「しかも、わたくしは栄えある学園自警団ビジランテの一員なんですのよっ！」

　と、これ見よがしに肩けん章しようを指差す。金糸で彩られた豪華な肩章には流りゆう麗れいなＶヴイの字が刺し繡しゆうされていた。他の生徒にはないことから察するに、どうやら特別なものらしい。

「その学園自警団ビジランテっていうのは何なんだ？」

「ご存じありませんのね。でしたらわたくしが直々に説明してさしあげましょう。いいですこと、学園自警団ビジランテというのはそもそも……」

　と、その時。

　ビイィ───ッ!!　と教室内に赤いレーザー光が走った。

「きゃあーっ、身体が石になりましたわーっ!?」

　見れば、シルヴィの額と前髪が灰色に石化している。光線はエウリンから発せられたようで、直線上の生徒たちは当たらないよう床に伏せていた。












「シルヴィうざい、すわれ」

「ははは、エウリンを怒らせたな。これに懲りたら少しは大人しくしろよ」

　むすっとしているエウリンに、豪快に笑うミー太た先生。

「おいおい……石化してるけど大丈夫なのか？」

「シルヴィは治ち癒ゆの獣技ゾイオンが使えるからすぐ元通りになるだろ。ただ、エウリンの目をまともに見ちまったら耐性のある獣人でも十年は石像として暮らすことになる。あんまり機嫌を損ねないように気をつけろよ？」

「きをつけろよー？」

　ニヤリと笑うミー太先生と、その真ま似ねをするエウリン。

　授業に先立ってとりあえず学んだ。

　メドゥーサ獣人を怒らせると命に関わる、ということを。




「ふあぁ……」

　ミー太先生の講義を聞きながら、あくびを嚙み殺す。

　俺は小さい頃から獣人には興味があり、家にあった獣人関連の書物を読み漁あさってきた。お陰で師匠からは獣人博士などとからかわれていたくらいだ。そんな俺にとって、基礎を教える授業は退屈極まりないものだった。

　何とはなしにノエルを見ると、熱心に話を聞いてノートをとっている。

「……あいつ、師匠を知ってるんだよな」

　俺の師匠、鹿か角づのさんは風来坊だ。

　鹿角さんに引き取られた後、俺は鹿角さんに連れられて世界のあちこちを転々とした。行く先々で多くの人間や獣人と出会い、時には仲良くし、時には戦ったりもした。

　鹿角さんは戦う最中も決して険けわしい顔をしない。いつも楽しそうに微笑ほほえんでいた。そんな鹿角さんに憧あこがれ、俺は武術を教えてくれと頼み込んだ。だが鹿角さんは反対した。

「私は誰かに戦う術すべを教える気はない。でも、九く郎ろうがまっすぐに生きていく手助けはしたいと思っている。それでよければ教えてあげよう」

　当時、小さかった俺には何を言っているのかよくわからなかった。でも、鹿角さんが教えてくれると言うなら何でもよかった。俺は喜んで頷うなずいた。

　その日から、鹿角さんは俺の師匠になった。ご飯を食べることも寝ることも、買い物へ行くことも全てが修行に変わった。でも師匠は頭ごなしに叱しつ咤たする、ということは決してなかった。

「教わるときは真摯に学んで欲しいと思う。だけど、それは私に隷れい従じゆうするということではない。師事することと対等であることは矛む盾じゆんしない。君と私は同じ人間なんだ」

　そんな師匠のことを、俺は心から尊敬していた。

　俺がこのレオンティエラで自活できるようになると、師匠は「ちょっと旅に出てくる」と言ってぷいと姿を消してしまった。師匠のことだから、きっと今も行く先々で人を助けて回っているんだろう。ノエルもそんな獣人の一人に違いない。

「よう新入り、眠そうな顔でよそ見とは度胸があるな。俺の授業は退屈だったか？」

　ぼんやりと考え事をしていたら、ミー太た先生に目をつけられてしまった。

「い、いや、そういうわけじゃ……」

「まったく、自分が何の獣人かもわからない未熟者のくせに余裕ぶっこいてますわね！　そんなことでこの百ひやく獣じゆう学園の生徒が務まると思っているんですの？」

　俺が注意されたのをいいことに、シルヴィが得意顔で立ち上がった。

「なんだよ、喧けん嘩かでも売ってるのか？」

「ふふ、仮にそうだとして、あなたに買う度胸があるのかしら」

　面白いことを言うじゃねーか。

「おいシルヴィ、席につけ！　授業中だぞ！」

「ミー太先生、少々お時間をくださいな。礼儀作法のなっていない新参者に学園自警団ビジランテとして、わたくしが躾しつけを教えて差し上げますわ」

「真っ先に叱られて石にされたやつに礼儀作法を学ぶとか、面白いジョークだな」

「なんですってぇ……！　もう我慢なりませんわ、表に出なさい！」

「シルヴィ、やめてくれ。周りに迷惑だよ」

　一触即発の空気が流れる中、一人の男子が立ち上がった。

　すらっとした顔立ちの目に力がある美男子で、外見は人間そのままだ。色の薄い金髪で、どこか儚はかなげな雰ふん囲い気きを纏まとっている。

「何ですの、イグナス。優等生面はやめてくださいな。あなたは無関係でしょう？」

「授業の邪魔をしておいて無関係と言われてもね。シルヴィが新入りくんの世話を焼きたい気持ちはわかるけど、そういう絡み方はかえって逆効果だと思うよ？」

「なっ……ち、違いますわ！　わたくしは別にお世話などっ！」

　イグナスと呼ばれた男子に指摘され、泡を食って否定するシルヴィ。

「お前はツンデレか」

「だから違うと言ってるでしょうっ！　わ、わたくしはただ、説明している最中にいきなり石化攻撃を食らって理不尽だーって思うのですけど、怒りのやり場がないからあなたに当たっているだけですわっ！」

「ざけんな！　ただの八つ当たりじゃねーか！」

　何となくシルヴィのことがわかってきた。こいつ、ただのアホだ。

「シルヴィくん……君はもう少し愛情表現の仕方を考えた方がいいと思うなぁ」

「ですから！　わたくしは愛情など抱いていな……みぎゃ───っ!?」

　びーっ、とエウリンから光線が伸び、シルヴィの左腕が石に変わる。後ろにいた何人かの生徒も巻き添えを食い、身体の一部を石にされてしまった。

「シルヴィまじうざい。みー太たにさからうなんて、ずがたかい」

「えぐっ、ひどいっ……こんなの横暴ですわぁ！」

　泣きべそをかきながら固まった左腕に自分で治ち癒ゆの獣技ゾイオンを施ほどこすシルヴィ。

「授業中だと言ったよな、シルヴィ。次、邪魔しやがったら石像にして校門に飾るぞ！」

「ひゃいっ……！」

　すくみ上がって大人しく席につくシルヴィなのだった。





　　　　２






「九く郎ろう様っ」

　授業が終わるとノエルが近づいてきた。

「この前は本っ当にすみませんでした！　九郎様には色々とご恩があるにもかかわらず、爆発して吹っ飛ばしてしまって……どう申し開きをしていいかわかりませんっ」

「いや、気にしないでくれ」

　パンツを見せてもらった対価だと思えば安いものだ。

「そう言われましても、わたしとしてはお詫わびをしなければ気が済みません。何かわたしにできることはありませんか？」

「お詫びねえ……」

　律りち儀ぎなやつだ。でも、これはもしかしたらチャンスかもしれない。

「なあノエル、もし暇ひまならこの後どこかで話でもしないか？」

「はいっ、喜んでっ」




　ノエルと一緒に、学園の敷地内にある商店街を歩く。店は全て、学園の職員と生徒たちが運営しているらしい。ゲームセンターに書店、定食屋にカフェ、果てはホラーハウスや占いの館など、文化祭のノリをそのまま持ち込んだかのような有り様だ。

「無法地帯かよ、ここは……」

「でも皆さん楽しそうです。わたしもお店を出してみたかったですね」

「やればいいだろ。何の店を開くつもりなんだ？」

「木工品のアクセサリや小物を扱うお店ですね。あとは流木も売ります」

「流木……？　海とか川に落ちてる、あの流木？」

「はい、木材の調度品が好きなのですが、特に流木はいいですね。ロマンがありますっ」

　変なことを言い出した。

「お前が流木好きなのはいいけど……そんなもん買うヤツがいるのか？」

「大きなものになると結構な値段で取り引きされていますよ」

「マジか」

　流木に金を払うとか、世の中には奇特なヤツもいるもんだ。

「ただ、浮ふ島とうには海がないのです。その点は少し残念ですね……」

「元々暮らしてたところには海があったのか？」

「はい、わたしの故郷は……その、ユーロ圏でして、近くに海がありました」

「随分と範囲が広いな。国はわからないのか？」

「オーストラリアです！」

「……ノエル、その国はユーロ圏にない」

「ま、まま、間違えましたっ、えっと……ソマリア、でしたっけ？」

「俺に聞くなよ、お前が住んでた国だろ！　あとソマリアはアフリカ圏だ！」

「ふあぁっ!?」

　とりあえずノエルが出自を隠したがっていることはわかった。

　まあ、言いたくないなら別にいいけどさ。




「ここが俺の住んでる寮だ」

「えっと……お話をしたいとのことでしたが、もしや九く郎ろう様のお部屋で？」

　ノエルは顔を赤くし、ドアの前でもじもじとしている。お詫わびというので試しに獣けもの使つかいのことを話してみようと思い、誰にも聞かれない場所を選んだのだが……。

　って、よく考えたらダメだろそれ！

「わ、悪い！　そうだよな、知らない男の部屋に上がり込むなんてあり得ないよな。どこか人目があるとこに行こうか！」

「いえ、全く知らないわけではありません。わたしは以前、鹿か角づの様のお世話になりました。九郎様はそのお弟子様ですし、何より見返りもなくわたしを助けてくださいました。ですから信用していますよ」

「そ、そっか。ありがとな」

　他のやつに同じことを言われても「あっそう」くらいにしか思わないのだが、ノエルに言われると妙に照てれくさい。

「じゃあ、俺の部屋でもいいか？」

「はい、わたしは構いません。ただ、不ふ慮りよの事故が起こると寮が壊れてしまうかもしれませんが……構いませんか？」

「いや構うよ！　そこは我慢しろよ！」

　転居してきたばかりなのにいきなり爆破されてたまるか。




「あ、ご主人様だ。お帰りなさいませ～」

　部屋に入ると、リビングでミアがテレビを見ながらくつろいでいた。

「お前、また勝手に入りやがったな！」

「ここはご主人様の部屋ですし。下僕たるミアが好きに使うのは当然じゃありません？」

「下僕が主人のものを勝手に使っていいわけねーだろうが！」

「わーお、ご主人様って亭主関白ですねっ」ぺとっ、と抱きついてくるミア。

「ひ、ひっつくなっ！　あとそのご主人様ってのはやめろっ」

　俺は女の子を征服したいとか跪ひざまずかせたいとか、そういう欲求はない。だが『ご主人様っ』なんて懐なつかれたら、その、ちょっと変な気分になる。

「まあ、ご主人様ったら照れちゃって……かわいい～っ☆」

「あのな……お前、誰かに媚こびたりご主人様とか言うのイヤじゃないのか？」

「いえ全然。ミアはＭっ気がありまして。好きな人に邪険にされたり苛いじめられたりするの大好きです。ミアからすれば今のご主人様の態度なんてご褒美もいいとこですねっ」

「悪趣味だなお前……とにかく離れろ！」

「ああぁ、その蔑さげずむような目、たまらないですぅ。さあ、今みたいにもっとミアを叱って、なじってくださいっ！　さあさあ、カモン！」

　スライムの身体を駆使して、身体をすり寄せてくる様は面妖の一言だった。

「あ、あわわわわ……九く郎ろう様に妖しげな粘液が絡みついていますっ」

　俺とミアがじゃれていると、怖おそろしいものを見た、という顔でノエルがたじろいでいた。

「おおおおぉっ、ご主人様すごいっ、学園初日から女の子を自宅にお持ち帰りですか！　手が早いですね、プレイボーイですねぇ、このこのっ」

「破は廉れん恥ちな妄想すんな！　この外道スライムが！」

　やっとのことで引きはがし、ミアを地面に転がした。

「ども、初めまして！　中等部三年のミア・レインコールと申します。『雨あま乞ごい野郎』で憶おぼえてください！」

「わ、わたしはノエル・エクセルシアです、よろしくお願い致します雨乞い野郎様っ」

　互いに頭を下げ合うミアとノエル。

「お噂うわさは色々と聞いてますよ。何でも手を出そうとした獣人を五〇人ほど爆破した経験をお持ちだとか。他にも電車を爆破すること十七回、寮も三回ほど爆破解体してるそうで」

「ほわあぁっ!?　なぜそれを！」

「色々と壊しすぎだろ。どうしたら寮を三回も爆破できるんだ」

「すすす、すみませんすみませんっ、ホラー映画を見てたらあまりの怖さについっ」

「お前、ホラー映画禁止な」

「そ、そんなぁっ!?　映画鑑賞はわたしの数少ない楽しみなのにっ!?」

　また爆発したら同じ寮に住んでる獣人が可哀かわい想そうだ。




「わあ、いい香りですね」

　ミアが用意した料理を見て心底から嬉うれしそうな声をあげるノエル。

　あれから三人で色々と話していたら、すっかり日が落ちてしまった。ノエルはそろそろお暇いとまを、と言い出したが「夕食を食べていってください」とミアが引き留とめ、三人で一緒に夕食を取ることになったのだ。

「ところでミア、この獣人鍋は？」

「金物屋さんで買ってきました。お肉は近くの精肉店にあった売れ残りを安く仕入れてきました。何の肉か教えてくれませんでしたけど、おいしそうだからいいですよね」

　獣人鍋とは中心が盛り上がった半球状の鉄板で、形はジンギスカンと似ている。その鉄板でミアが得体の知れない謎肉をジュージューと焼いていた。

「でも、ご相伴にあずかってよろしかったのでしょうか」

「もちろんです。今日はご主人様の奢おごりですから好きなだけ食べてください！」

「俺の奢りってのはどういうことだ。後で代金を請求する気か？」

「いえいえ、ご主人様の口座から生活費を下ろして使いましたのでご心配なく。お釣りは後で返しますから」

「なに勝手なことしてるの!?　どうしてお前が俺の口座から引き落とせるんだ!?」

「それじゃいただきましょうかっ！」

「はい、いただきますっ」

「くっそ、大事なところを無視しやがって……」

　ミアを睨にらみつつ、俺も焼き上がった肉をつつく。うまい。何の肉かわからないけど。

「ほあぁ、おいしいですっ……ミアさん、これは何という料理なのですか？」

「この辺りじゃ獣人焼きって言ってますね」

「ミア、醬しよう油ゆを取ってくれるか」

「あ、おひたしにつけるんですよね。ミアがかけてあげますよ」

　そう言うと、ミアは自分の手のひらに醬油をかけ始める。

「は!?　何してるんだよ!?」

「まあ見ててください」

　手のひらにたまった醬油が、むくりと盛り上がる。

「すらら～♪」

　そして、あっという間に醬油だまりが小さなミアへと変じた。

「えっえっ、何ですか？　この子は何でしょうかっ？」

「ミアの分ぶん身しん体たいです。ミアはスライムの獣人で、どんな液体でも自分の身体にすることができるんですよっ」

「ふあああぁっ、かわいいです～っ！　ミアさん、すごいですねっ！」

　ピコピコと手を振る醬油色のスライムに感動の面持ちのノエル。お気に召したらしい。

「どんなものでもですか？　例えばソースとかでも？」

「ええ、もちろんですよっ」

　気をよくしたのか、キッチンから調味料を持ち出してくるミア。

　ソースにケチャップ、マヨネーズ、そして味み噌そまである。

「いや、味噌は無理じゃないか？」

「ミアの分身体は水分を媒介にしてるんですよ。だからいけるはず！」

　次々と調味料を手のひらにこぼしていく。

「まずはさっきの醬油スライムにソーススライム、ケチャップスライムっ！」

「すらら～♪」「すららぁ♪」「すららぁ♪」

　三体の小さなミアが手を挙げる。

「次はマヨネスライムですよ！」

「すららぁ……♪」

　クリーム色をしたミニスライムが手を挙げる、のだが。

「こ、心なしか動きがもっさりしてねーか……？」

「うふふ、かわいいですねっ」

　ノエルは全然気にしてない様子だ。

「最後は味み噌そスライム、頑張ってくださいっ！」

「ず……♪」

　うまく形が作れないのか、少し溶けたゾンビ（味噌風味）みたいな外見になっていた。動きもぎこちなくて、何だか苦しそうだ。

「う、うーん、これはちょっと水分が足りなかったみたいですねぇ」

「ず……！」

　鬼気迫るその叫びは『KILL MEころしてくれ!』と言っているようにしか思えない。

「ああ、かわいいです……ペットにして飼いたいですっ……」

　が、そんな奇っ怪な味噌スライムを相手に、ノエルは瞳ひとみにハートマークを浮かべながら蕩とろけた笑みを浮かべている。こいつ、ところどころ感性がおかしいな。

「ミア……もういいだろ、楽にしてやれ」

「そうですね。じゃあ皆さん、それぞれの入れ物に戻ってください」

「すららぁ♪」「すららぁ♪」「すららぁ……♪」「ず……♪」

　よちよちと歩いて元の入れ物へと戻っていく調味料スライムたち。ミアと同じように変形できるため、小さな注ぎ口にも難なく潜り込んでいく。












「で、醬しよう油ゆスライムはおひたしへゴー、です！」

「すらら～♪」

「えっ？　ちょっ……！」

　醬油スライムは俺のおひたしに乗っかり、そして溶けた。

「さあどうぞ、ご主人様っ」

「待て！　これを食えってのか!?」

　見た目はおひたしに醬油がかかっているだけだ。

　しかしさっきまでミニスライムだったわけで、口に入れるのは抵抗がある。

「うう、食べたら可哀かわい想そうではありませんか？」

「分ぶん身しん体たいはミアの体液が作用して動いてるんですよ。簡単に言えば、唾液や汗が混ざってるようなものです。ですから何も問題はありません！」

「大問題だわ！　つまりお前の唾液入りってことじゃねーか！」

「うふふっ、ミアとの間接キスになっちゃいますねっ」

「おま、ふざけんなよ……!?」

　毎回毎回、人をおちょくりやがって。いつかお仕置きしてやる。

「大丈夫ですって、成分的には限りなくただの醬油です。気にしないで食べてください」

「本当だろうな」

　ミアの言うことはいまいち信用しきれない。

　だが食べ物を粗末にしたくはないし、いただくことにする。

「くすん、もう醬油スライムさんはいなくなってしまったのですね」

「すらら～♪」

　ノエルに呼ばれた、とでも思ったのか。

　むにゅっ、と箸はしにつままれたおひたしから醬油ミニスライムが顔を出した。

「…………」「…………」

　無言でミアを見つめる俺とノエル。

「あはは、ミアってほら、食べてもおいしいですから☆」

「だったらお前が食えっ！」

　俺の分のおひたしは責任持ってミアに食べさせた。




「ふう、食った食った。満腹だな。ノエルはどうだ？」

「……あっ、はい！　いっぱい食べたのでわたしもお腹なかいっぱいですっ」

　ノエルは身体の線が細く、繊せん細さいだから食も細いかと思いきや、意外と食べた。俺と同じくらい食べてたんじゃないだろうか。

「さあさあ、デザートですよ。今日はクリームブリュレを作ってみました」

　クリームブリュレはプリンの上に焦こがした甘いカラメルの板がのった感じのデザートだ。作りすぎたのか、十個ぐらい持ってきた。

「これ、ミアさんがご自分で作ったのですか？　すごいですねっ」

「ミアは液体の魔術師ですからね。身体の一部にすれば神レベルの成分調整が可能です。その辺のお店が出すものより断然おいしいはずですよっ」

「つまりこのクリームブリュレにもお前の体液が入ってるわけか……」

「男のくせにみみっちいこと気にしないでくださいよっ」

　そうは言うけど……気分的にはやっぱり、なあ？

「ふふ、おいしそうです。いただきますっ」

　ノエルは全く気にしてない様子で、ぱくぱくとクリームブリュレを食べ始めた。あれだけ食ったのによく入るもんだ。ま、甘いものは別腹って言うしな。

「ん……？　ミア、うまいぞこれ！」

「ふふん、でしょ～？　ミアの実力を思い知ったかっ」

「苦みがいい味出してるな。これは何だ？」

「にゅっふっふ、そこがミア独自の隠し味なんですよね～」

「ふあぁ、おいしいですぅ……♪」

　ノエルは早くも四つめを食べ始めている。恍こう惚こつとした表情を浮かべながら、ぱくぱくとクリームブリュレを消化していく。というか食いすぎだろ。

「おいノエル、そんなに食って腹は大丈夫なのか？」

「ふぇ？　何がれすかぁ？」

　頭をフラフラさせながらこちらを向くノエル。心なしか顔が上気している。

　これ、様子がおかしいんだけど……。

「おいミア、お前クリームブリュレに変なもの入れてないだろうな？」

「失礼な、食べられるものしか入れてませんよっ。牛乳と卵とお砂糖とバニラビーンズ、あと隠し味にブランデーを混ぜたくらいでっ」

「なんだ、それなら普通じゃ……って、ブランデー？」

「味つけのために少し入れました。洋菓子なら普通のことだと思いますけど」

「はふぅ、何らか急に暑くなっれきましたねぇ……」

　ノエルは胸元を緩め、服を脱ぎ始めた。ブレザーを放りだしてブラウスのボタンを外し、しまいにはスカートに手をかける。完全に酔っぱらっていた。

「バカ、やめろノエル！　ここで脱いじゃ駄目だって！　服着て！　早く！」

「ええぇー、らって暑いんれすもん……うふふ、なら九く郎ろう様が着せてくださいよぉ♪」

　脱ぎかけで肌を露出させたノエルが俺の方にしなだれかかってくる。

　身体が密着し、ノエルの熱が伝わってきた。確かにノエルの言う通り、身体はあり得ないくらい火ほ照てっている。熱くて柔やわらかい上、ノエルの傷一つない滑なめらかな肌が至近距離で俺の視界に飛び込んできた。

「ちょっ、ヤバイからっ！　わかった、服はミアが着せる！　だから離れろっ！」

　押しのけようとするが、意外とノエルの力が強い。俺を離すまいと胴に腕を回してくる。半裸のノエルにぎゅっと抱きしめられていた。

　嬉うれしい気持ちもあるが、危機感の方が強かった。何しろパンツを見られただけであの爆発だ。もしここでノエルが我われに返ったら……そう考えると冷や汗が出てくる。

「あっ、やぁん……えへへ、九く郎ろう様ったらぁ、どこ触ってるんですか、エッチぃ♪」

「うほああぁっ!?　そ、そんなとこで顔スリスリしたら駄目ぇっ！」

　俺の下半身に取りついたノエルは、股間に顔を埋うずめて嬉しそうに頰ほおずりを始めた。

　まずい、仮にノエルが爆発しなかったとしてもこれは完全にアウトだ。

「み、ミアっ、頼む何とかしてくれぇっ！」

「いやいや、爆発に巻き込まれたらミア死にますから。それにご主人様、ちょっと嬉しそうじゃないですか？　試しにそのまま最後まで行ってみたらどうです？」

　言いながら、ミアはちゃっかり部屋の外まで退たい避ひしていた。

「こっの、薄情者がああぁっ!!」
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「うう、昨日はご迷惑をおかけして本当にすみませんっ」

「もういいから、何度もそれ聞いたから」

　あの後、ノエルはすぐに眠ってしまった。そのまま放置もできないので、地雷の撤去を行う作業員の心持ちで俺が服を着せた。薄情にもミアは最後まで手伝わなかった。

「わたし、小さい頃からブランデーに弱くて……先に言っておくべきでした」

「気にするなよ。これだけでお釣りがくる量だ」

　お詫わびと称して、今日はノエルがお弁当を作ってきてくれた。編み籠かごいっぱいのサンドイッチで、丸みのあるバゲットに野菜や肉をめいっぱいに挟んである。晴れているし、屋外庭園で食べようということになった。

「わあぁ、お花が綺き麗れいですねっ。何と言う花なのでしょうか」

「桜だよ。本国じゃよく花見をしたもんだ」

　屋外庭園には日本ゆかりの植物が多く植えられていた。きっと理事長が日本人だからだろう。春の盛りで、ちょうど満開の桜が見頃だった。

　浮ふ島とうは地球上のどこへでも飛んでいけるため、本来は決まった季節がない。だから常夏の浮島もあれば常夜の浮島もある。だがレオンティエラは律りち儀ぎに四季をなぞっていた。

「この美しい花は桜と言うのですか。わたしの本国にはありませんでしたね」

　はらはらと舞い落ちる桜の花を眺ながめながら、ノエルの作ったサンドイッチをほおばる。甘からいソースが肉と野菜を包み込み、実においしい。

「九く郎ろう様、こちらのシュリンプサンドもおいしいですよ。ぜひ食べてくださいっ」

「いやそれ……まあいいか」

　ノエルが差し出した食べかけのサンドにかぶりつく。エビのフリッターと新鮮なタルタルソースが相まって文句なしにうまい。そのサンドを、今度はノエルがほおばる。

「お前、そういうの平気なんだな」

「はひ？　なにがでふか？」口をもふもふさせながら答える。

「俺が気にしすぎなのかもしれないけど……今のって、間接キスだよな」

　サンドイッチは食べる時に口が直接触れる。しかしノエルは平然と自分の食べかけを俺に差し出し、俺が食べた跡も気にせず再び食べてしまった。

「ほああぁっ!?　いま気付きましたっ」顔を真まっ赤かにする。「すす、すみませんっ、はしたないことをっ……九郎様がお相手だと、なぜか気が緩んでしまうのですっ」

「なんだそりゃ。ひょっとして師匠の影響か？」

「どうでしょう、確かに鹿か角づの様とは親しくさせていただきましたが……でもそれだけではないですよ。九く郎ろう様にはどこか懐なつかしい──家族のような雰ふん囲い気きがあるのです」

「……そっか、家族か」

　温あたたかな笑みを投げかけてくるノエルを見て、胸が締め付けられる。

　今の俺にとって、家族と呼べるのは師匠くらいだ。他にはもういない。もしノエルのような子が家族だったら俺はどうするだろう。

「なんて、失礼ですね。わたしのような者が家族では、九郎様を困らせるばかりです」

「いいじゃないか。困った時に助け合うのが家族だろ」

　互いに威い嚇かくし、牽けん制せいし、攻撃し合い、困っている者を容赦なく蹴落とすような連中は、血が繫がっていても家族じゃない。俺はそんなもの家族とは認めない。

「ふふ、おっしゃる通りです。九郎様はお優しいのですね」

　そんなことを話していると、遠くの方から何かが近づいてくるのが見えた。

　何かは、凄すさまじいスピードでまっすぐこちらに飛ひ翔しようしてきて──

「……のぉいてくださいましぃ～っ、ちょっとそこ通りますわよおおぉっ!!」

　ドップラー効果を利かせ、猛烈な風をまき散らしながら通り過ぎていった。

「きゃあぁっ!?」「うおおぉっ!?」

　風に煽あおられ身体がよろめき、思わず伸ばした手が──柔やわらかいものに触れた。

　丸みを帯びたそれは温かく、揉もむと適度な弾力があって何とも心地いい。きっと女の子の胸ってこんな感じなんだろうな、って。

「女の子の胸……？」

　手をついた先を見ると、そこには顔を赤く染めた、涙目のノエルがいた。

　その胸に俺の手が乗っている。

　……あ、光り始めた。

「す、すまんノエル───っ!!」

　猛ダッシュで遠ざかるが、遅きに失したというもので。




「ひぐっ、も、もみもみされましたああぁっ!!」




　どごぉーん、という炸さく裂れつ音おんとともに猛烈な爆風が巻き起こり。

　満開に咲き誇っていた桜の花が吹き飛んで、辺りを桜吹雪が覆おおい尽くした。




「ずぅーん……」

「お、落ち込まないでくれ。さっきのは完全に俺が悪かったんだ」

　またも爆発に俺を巻き込んでしまい、トボトボと帰り道を歩くノエル。放課後、昼のことを引きずっている様子だったので、ノエルを寮まで送り届けることにした。

「いえ、悪いのはわたしです。普通の女の子は胸を揉もまれたくらいで爆発しないです」

　普通の女の子は胸とか関係なく爆発しない。

「とにかく、昼は弁当ありがとな。サンドイッチ、すごくおいしかったぞ」

「喜んでいただけて嬉うれしいです。また作りますね、と言いたいところなのですが……」

　言葉を句切り、冴さえない表情で笑うノエル。

「何か悩み事でもあるのか？」

「前もってお話をするべきだったのですが随分と後になってしまいました。実は、わたしがこの浮ふ島とうにいられるのはあと僅わずかなのです」

「え……？」

　いきなりの告白に言葉を失う。

「鈴すず鹿かさんに半年の猶予をいただいて百ひやく獣じゆう学園に置いていただいたのですが、爆発して皆さんに迷惑をかけるばかりで何の役にも立たず……あと一週間ほどでその猶予期間が終わります。わたしはこの浮島を去らねばなりません」

　どこかで聞いた話──俺だ。ノエルの置かれた状況は、半年後の俺と同じなのだ。

「浮島から出て行くって、お前はそれでいいのかよ」

「猶予をいただいたにもかかわらず望まれる結果を出せなかったのですから当然のことだと思います。一週間後、わたしは本国へ帰ることになるでしょう」

　浮島から出て行くことを受け入れているのか、ノエルは透き通った笑みを浮かべている。だが、ノエルは以前『わたしもお店を出してみたかった』と言っていた。何の未練もないやつがそんなことを言うはずない。

「ここに残りたいとは思わないのか？」

「大切な人や親しい人を傷つけてしまうことほど悲しいことはありません。わたしは、大切なものの傍にはいない方がいいのです」

　間違っている、と思うが何も言えなかった。

　俺はノエルのことを何も知らない。ノエルがどこの何者で、どんな苦労を背負い、なぜそんなことを言うのか──

「浮島を去る前に九く郎ろう様やミアさんに会えて嬉しかったです。こんなに楽しい時間は久しぶりでした。そうだ、お礼にお二人へ贈おくり物をしたいのですが、どうでしょうか」

「……別にいいけど」

　胸の奥からモヤモヤとしたものが湧き上がってくる。

　ノエルとはまだほんの少ししかともに時間を過ごしていないが、それでもわかったことがある。こいつは悪いやつじゃない。むしろ底抜けの善人だ。なのに、一週間後には浮島から出て行かなければならないという。

「よかったです。近いうちにご用意しますから楽しみにしていてくださいねっ」

　そう言って笑い、ノエルは自分の寮へと帰っていった。
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「っのクソがああああああぁぁぁッ!!」

　夜の旧市街に大きな爆砕が轟とどろく。猛たけり狂ったヴァラン・アクセロがアパルトメントの巨大な支柱をなぎ払い、砕いた音だった。支柱は一撃で形を失い、ひび割れたコンクリートの床には石灰質の岩塊が散らばっている。

「落ち着けよ、ヴァラン。別に大したことじゃない」

　くたびれたネクタイを緩め、チャコールグレイのスーツを着た男が宥なだめる。

「あんたからすりゃ大した問題じゃないだろう、一いち柳やなぎ和かず馬まさんよ。けどなァ、人間を一匹捕まえるだけの仕事に失敗して兵隊を潰された上、その標的の人間に女をかっ攫さらわれたオレの立場はどうなる？　いい笑いもんだ。恥ずかしくって外を歩けやしねえ」

　スイカ大の拳に血管を浮き立たせ、固く握りしめるヴァラン。親指をのぞく四つの指に一つずつ、動物の頭ず蓋がい骨こつを象かたどった銀色のリングが嵌はめられている。

　前々から自分の女にしようと狙っていたノエルが、標的とする人間──鏑かぶら城ぎ九く郎ろうの部屋に上がり込んだことを兵隊からの報告で知り、ヴァランは激げつ昂こうした。

　和馬からすれば、ヴァランは現地調達した下っ端のボスだ。鏑城九郎を確保するため、保険として雇ったに過ぎない。依頼主クライアントである自分がヴァランを宥めてやる義理などないが、獣人しかいない浮ふ島とうでは人間の依頼を引き受けてくれる人材は貴重だった。

「女の方は一週間後に島を出るんだろ？　だったら地上に降りたところでとっつかまえて、荷物と一緒にこっちへ運んでくりゃいい。後は奴ど隷れいにするなり自分の女にするなり、お好きにどうぞだ。俺が手配してやるよ」

「そういう問題じゃねえんだよ、和馬さん。たかが人間一匹、女一人すら満足に扱えねえやつが、どうやってこのシマで面子メンツを保てるってんだ」

　へらへらと笑う和馬を、ヴァランは射い殺ころすように睨にらみ付ける。

「ノエルに手を出した人間はブチ殺す。あんたには悪いが、依頼は降ろさせてもらうぜ」

「おいおい、勘弁しろよ。だったら払った金を倍にして返してもらおうか」

　和馬は知っている。ヴァランとその部下たちが、もらった金をどんちゃん騒ぎで使い潰していることを。返せないなら依頼は忠実に守れ、そう告げるつもりだったが。

「いいや、お前さんにはさらに対価を払ってもらう必要がある」鼻で笑うヴァラン。

「……何を言ってるんだ？　ふざけてるのか」

「和馬さん、あんたウチの兵隊のこと学園のセン公どもにチクっただろ。既に何人か連絡が取れねえんだよ。あんたが学園のセン公に引っ張られていくとこを見た兵隊がいるんだ。言い逃れはできねえぞ」

　にいっと口の端を歪ゆがめ、和かず馬まに近づいていく。

「あれは不可抗力だ！　お前の部下が逃げたせいで俺が捕まったんだぞ！」

「オレたちの流儀を教えといてやる。裏切り者はその場でブチ殺されるか、大人しく浮ふ島とうから出て行くか選べる。和馬さん、あんたはオレの兵隊を売った。こいつは立派な裏切り行為だぜ。さあ、選べよ。どっちがあんたの好みだ？」

　和馬は、目の前に立つ巌いわおのような獣人が自分の命を脅かす存在となったことを悟る。

　そうとわかれば行動は早かった。懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出し、続けざまに撃つ和馬。乾いた音が鳴り響き、弾丸は残らずヴァランに命中する。

「ブチ殺されるのも浮島から出て行くのもナシだ。まだ九く郎ろうのやつを捕まえてないんでな。お前はいい協力者だと思っていたんだが、当てが外れて残念だ」

　和馬は一いち柳やなぎにあって、様々な修羅場をくぐり抜けてきた。だからこそわかる。危機には初手で最大の効力をもって対処しなければならない。これが生き残る上での鉄則だ。

「お前がいま食らったのはＡクラスの対獣魔弾シルバー・バレツトだ。半ダースでお前に支払った報酬と同じくらいするんだぜ。高いんだからしっかりと味わってくれよ」

　獣人は強きよう靱じんな肉体を持っているため、普通の弾丸では殺しきれないことが多い。そのため魔ま素そを利用して獣人への効力を高めた対獣魔弾シルバー・バレツトを用いる。

　魔素は本来、獣人しか扱えない。だが道具を介することで人間にも扱えるようになる。これら魔素を扱う道具は魔ま装そう具ぐと呼ばれている。対獣魔弾シルバー・バレツトもまた魔装具の一つだ。

「……確かに、普通の獣人がこいつを食らえば一発で昇天だろうな。だが、オレはそこらの獣人とはデキが違うんだよ」

　至近距離から弾丸を食らったヴァランは、大きく仰のけ反ぞっている。しかし身体に開いた穴から出てきたのは血ではなく──弾丸だった。厚くて硬い皮膚に押し出され、ちりん、と音を立てて弾丸が地面に転がる。

「なあ、どうしてオレみたいなチンピラがエリートの獣人を育成する百ひやく獣じゆう学園に入れたと思う？　それはな、オレが強つええからだ。レオンティエラでは強いやつが正義なんだよ。どれだけあくどいことをしても退学にならねえのはな、オレが正義だからだ！」

　ぎらついた瞳ひとみに射貫かれ、和馬は凍り付いた顔で後ずさる。

「あ、あり得ない！　岩喰い男ロツクバイターの獣人すら撃ち殺すＡクラスで無傷だと!?　そんなデタラメな話、聞いたことねえぞ！」

「オレの指に嵌はまってるこの指輪、シルバーで綺き麗れいだろ？　これはな、オレに撃ち込まれた対獣魔弾シルバー・バレツトを溶かして作ったんだ。オレの死を願って撃ち込んだ弾丸が今、このオレを飾ってるってワケだ。笑える話だと思わねえか？」

　ヴァランの指は人間の手首ほどもあり、必然的に指輪も大きい。全ての指に嵌まった指輪を作るためには一体どれだけの弾丸が必要だったのか。唯一確かなことは、ヴァランが和かず馬まなど比べものにならないほど多くの修羅場を乗り越えてきた、ということだ。

「う、噓うそだ、そんなこと、あるわけがっ……！」

「目の前の現実は受け入れた方がいいぜ」

　素早く和馬に近づき、その腕を摑つかむ。

　途端──バキバキと鈍にぶい音が響き、拳けん銃じゆうごと和馬の手が握り潰された。

「っぐあああああぁぁぁっ!?　わ、わかった！　大人しく浮ふ島とうから出て行く！」

　悶もん絶ぜつして倒れ、足をもつれさせながら逃げ出す和馬。

「そうかい、なら手伝ってやるよ」

　ヴァランは奥に控えていた兵隊の一人──手の代わりに翼つばさの生えた女の子、ハーピーの獣人に視線を送る。合図を受けたハーピーは鋭するどい鷲爪の生えた足で和馬を押さえつけた。

「な、何をする気だ!?」

「馬鹿だねぇ、オッサン。裏切り者が罰を受けないで解放されるわけないじゃーん？　あんたはねぇ、浮島から投げ捨てられるの。このあたしにっ☆」

「和馬さんは地上へお帰りになるそうだ。見送りを頼むぞ。浮島の外まで丁てい重ちようにな」

　ヴァランは残忍な笑みを浮かべて告げる。

「はぁ～いっ、それじゃ行ってきますねぇ、ボスぅっ！」

　和馬を摑んだまま、翼を羽ばたかせるハーピー獣人。二人の身体が宙へと浮く。

「待てっ！　何が望みだ、金か!?　金ならいくらでも用意するぞ！」

「運がよければ浮島の下は海だ。死にはしねえよ、和馬さん」

「本当か……？」

「ああ、あんたが獣人ならな」

　和馬の顔が絶望の色に染まる。そのままハーピー獣人によって運ばれていった。

「……さてと。次は例の人間か」

　ヴァランは人間が嫌いだった。吹けば飛ぶほど弱いくせに、自分たちが獣人より格上の存在だと思っている。そんな人間がのうのうと百ひやく獣じゆう学園へ通い、自分の女にちょっかいをかけているのだ。面白いはずがない。

「鏑かぶら城ぎ九く郎ろう、テメエは必ずオレが殺してやるぞ……！」

　鉄くろがねのような被ひ毛もうを逆立たせ、ヴァランは旧市街の一角で咆ほう哮こうした。
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　次の日。ノエルのことが気になり、授業が終わった後で理事長室へと乗り込んだ。

「どうした九郎、弟になる決心がついたのか？」

「冗談を言ってる場合じゃない。あんたに聞きたいことがある」

「私は冗談など言っていない。最初から本気だ！」

「余計にタチ悪いわ！　そうじゃなくてノエルのことだ。あいつは本当に一週間後、浮ふ島とうから追い出されるのか？」

　ぴくりと眉まゆを動かし、物もの憂うげにため息をつく理事長。

「残念ながらその通りだ」

「どうしてノエルが浮島から出て行かなきゃならないんだよ」

「そんなことお前が知ってどうする。人のことより自分の心配をしたらどうだ？」

「話をはぐらかさないでくれ。獣人が浮島から追い出されたらどうなるか、あんただって知ってるだろう」

　獣人は人間の管理下になければならない──国際条約である獣人保護措そ置ち法はそう定めている。浮島では条約など無視され誰はばかることなく自由に生きているが地上は違う。

　ある者は閉鎖施設で囚人並みの暮らしを強いられ、またある者は管理官に奴ど隷れいのように扱われる。強制的に軍隊へ組み込まれ、苛か酷こくな戦場に送り込まれる者もいる。酷ひどい場合は人体実験に使われることもあるのだという。

　特に、浮島帰りの獣人は扱いが厳しい。管理から逃れた犯罪者だと見なされ冷遇される。そんな悲惨な環境にノエルが放り込まれるのを、黙って見過ごせというのか。

「そうは言うがな、ノエルは島外退去を了承している。本人が納得しているんだぞ」

「ふざけるな、納得してるはずないだろうが！」

　机に拳をめり込ませる。

「やれやれ、私の弟は正義感がお強いようだ。どう思う、クリス」

　話を振られたクリスさんは、ふんと鼻で笑う。

「礼儀を知らないクソガキですね。弟様、あなたは人に物を乞こう立場でしょう。だったらそれなりの態度というものがあるのではありませんか？」

「くっ……」言われて反省する。「確かにそうだ。今のは俺が悪かったよ」

「ふふっ、かわいいやつだな。そこまで言うなら、ノエルが浮島を退去せずに済む方法を教えよう。お前がその気になればノエルは救える」

「本当か!?」

「なに、簡単なことだ。お前が獣けもの使つかいとして浮島に置いておく価値があるなら、その従者もまた同じこと。獣使いと従者は一緒にいて初めて意味をなす。引き離したら価値がなくなってしまうのだ」

「……なるほどな。理解したよ」

　つまりノエルを従者にすれば浮島から退去させないで済む、ということか。

「期限は島外退去が執しつ行こうされるまで。ノエルを口説き落として従者にしてみせろ。そうすれば後は私が何とかする」

「助かった、よろしく頼む」

　光明が見えてきた。残り一週間、何とかしてノエルを説得してみせる。
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「とは言ったものの……」

　全ての授業が終わり、夕日が差す教室で一人、途方に暮れる。

　──俺は獣けもの使つかいだ。従者になれば浮ふ島とうから退去せずに済む。だから従者になってくれ。

　そう言えばいいのだが、どうしても踏み込めない。

　俺は誰かに隷れい従じゆうする気はないし、誰かを隷従させたいとも思わない。理事長の管理下に入るのも、無理に自分を納得させて吞み込んだ。

「なのに俺の従者になれって？　そんなこと言えねえよ……」

　何よりの問題は俺がまだ従者の存在を納得できていないことだ。

　獣使いと獣人は互いに必要だと思わなければ関係が成立しないと理事長は言っていた。たとえノエルが従者になりたいと言っても、俺が納得していなければ従者にはできない。

　ゆっくり気持ちを整理する気でいた。半年もあれば何とかなると思っていた。しかしノエルの島外退去は目の前だ。ノエルを救いたいなら今すぐ考えを改めないといけない。

「くそっ、そんな簡単に自分を変えられるわけないだろ」

　思わず愚ぐ痴ちが口をついて出る。

「九く郎ろう様っ」

　呼ばれて視線を上げると、ノエルが教室に入ってくるところだった。

「よかったです、まだ教室にいらしたのですね」

「ああ……少し考え事をしてたんだ。というかお前、服が汚れてるぞ」

「あわわわ、綺き麗れいにしてくるのを忘れていましたっ」

　ノエルの制服は白っぽい埃ほこりにまみれ、スカートには木くずのようなものがたくさんついていた。慌ててそれらを払い落とすノエル。

「何をやってたんだ？」

「先日、九郎様とミアさんに贈おくり物をしたいというお話をさせていただいたことを覚えていますか？　それをいま大急ぎで仕上げてきたのですっ」

　ノエルは手さげ袋の中から木箱を取り出した。表面は緻密な模様で覆おおわれていて、かなり手の込んだものだ。

「すごいな、それ。自分で作ったのか？」

「はい、タラセアと同じ技法で作りました。要は寄よせ木ぎ細ざい工くですね。以前に住んでいたところは周囲に木が溢あふれていましたので、手て慰なぐさみに木工細工をやっていました。小物を作って家族にプレゼントしたら喜んでいただけたので、以来ずっと続けています」

　日本にも寄よせ木ぎ細ざい工くはあるが、ノエルのは魔方陣を象かたどったような幾何学模様だ。精緻で、本場の職人も顔負けの出来だった。まさかノエルにこんな特技があるとは。

「でもそんな手の込んだものをプレゼントしてもらうなんて、何だか悪いな」

「いえ、贈おくり物は箱ではなく中身の方です。お気に召していただけるといいのですが」

　照てれくさそうに木箱を開け、ノエルは中から何かを取り出す。

「じゃじゃーん、どうでしょうかっ」

「な、なんだ、それは……？」

　ノエルが手にしているのは直径六、七センチの木製のリングだ。細かな装飾が施ほどこされていることからアクセサリ、おそらくはブレスレットだろう。

　問題はその装飾だ。細くて長いものがうねり狂い、複雑に絡み合った形状をしている。その有機的なデザインを木材で表現するには超絶的な技巧が必要だということは素人でもわかる。だが、リアル過ぎて正直キモい。

「ふふ、これは愛を覚えたローパーの舞まいを表現したものです。人を愛することを理解し、喜びに震えるローパーの生き生きとした感情が見どころですっ」

　う、ううん……どうしよう。

　ノエルのセンスがナナメ鋭角にぶっ飛んでるせいで、まるでついていけない。

「……聞いてもいいか。なぜ題材にローパーを選んだ？」

　ローパーというのは、目が一つでぐにゅぐにゅとした棒状の身体に無数の触手が生えているという不気味な生命体だ。架空の生物だが世の中にはローパー獣人というのもいるらしい。もし自分がローパー獣人だったら、多分泣く。

「え？　ローパーってかわいくないですか？　こう、うにゅにゅ～って」

「いや、うん。かわいくない」

「ええーっ、でもこのローパーは愛を知っていますからっ」

「知ってるから何だよ！」

「愛を知っているということは愛し合うことができるということです。素晴らしいではありませんか。愛は世界を救うのですっ」

「愛も随分と安くなったもんだな」

「ううっ、ぐすん……お気に召しませんでしたか……？」

「あっいや！　おお、すごくカッコいい！　気に入ったよ、とっても欲しいな！」

　泣き出しそうだったので大げさに喜んで見せ、ブレスレットを受け取る。

「九く郎ろう様、せっかくですし腕に通してみてくださいませんか」

　まあ当たり前だが、アクセサリとは身につけるものだ。ノエルが期待を込めた眼まな差ざしで見つめてくるので、仕方なく装着してみる。

「わあぁ、とてもよくお似合いですっ」

「そ、そうか、嬉うれしいなあ」

　ローパーがお似合いって、俺は一体どういう人間だと思われてるんだ……？

「そして、ミアさんにはこれですっ」

　取り出したのは──うまく形が作れず、溶けたゾンビのような見た目になった味み噌そスライムを正確に模した木製フィギュアだった。

「ミニスライムさんがとっても可愛かわいかったので形にしてみました」

「この、何とも言えないポーズは……？」

　溶けた身体を精いっぱい伸ばして天を仰ぎ、我われに慈悲をと乞こうがごとくの姿勢だ。憐あわれを通り越して一種の神々しさすら感じる。

「ミアさんと戯たわむれている憩いこいのひとときを表現したものですね」

「俺には『ひと思いに殺してくれ』と言ってるようにしか見えないんだが」

「なんて物騒なことを言うのですかっ。これは見て、触ってほんわかとする作品ですよ。癒いやしの空気を感じてくださいっ」

　ノエルに手渡され、まじまじと見つめてみる。

　……なあお前、俺を癒してくれるか？

　心中で味噌スライムのフィギュアに語りかけてみるも、返事はなかった。




「すみません、わざわざ送っていただいて」

　宵よい闇やみが迫る中、ノエルと二人で学園内の商店街を抜ける。今日が終わればノエルの島外退去がまた一日近づく。なのに気持ちの整理がつかない。歯がゆかった。

「なあノエル。お前、夢とかないのか？」

「色々とありますが……一番は人間として生まれたかった、ということですね」

　朱色と藍あい色いろが入り交じった空を眺ながめるノエル。

「わたしは生まれてからずっと、周囲に迷惑をかけ続けてきました。自分が何の獣人かわからず、自分の意思で使える獣技ゾイオンは一つもなく、力を制御できない。感情が高ぶると勝手に爆発してしまう。良かれと思ってしたことすら災いの元となってしまうのです」

「……つらいことがあったんだな」

　人間の中に生まれた獣人は、周りを不幸にする。獣人の親は必ずしも獣人ではない。最初の獣人は人間から生まれたし、今もただの人間から獣人の子が生まれている。

　なぜ人間から獣人が生まれるのか、完全には解明されていない。生まれる前に形作られた精神に魔ま素そが反応した時、獣人が生まれる。今わかっているのはそこまでだ。

「時々わからなくなります。どうしてわたしは生まれたのか。どうしてわたしは生き続けなければならないのか。生きているからには誰かのお役に立ちたい。それが人の生きる意味だとわたしは思うのです。でもわたしには、それすら過ぎたる望みなのかと思うと……」

　日が落ちて暗くなった道へ視線を落とすノエル。

「……だったら、俺の従者にならないか」

「従者、ですか？」

　ノエルに説明する。

　俺は獣けもの使つかいだということ、従者になってくれる獣人を探していること。そして俺の従者になってくれれば、ノエルはこの浮ふ島とうから追い出されずに済むことを──

「く、九く郎ろう様は獣使いだったのですか……？」

「黙ってて悪い。俺もまだ自覚はないんだが、理事長が教えてくれた」

「鈴すず鹿かさんがおっしゃるのでしたら本当だと思います」

　自分でも半信半疑なところはあるのだが、ノエルは信じてくれたようだ。

「ノエル、地上に戻れば獣人を待っているのは地獄だ。従者になるなんて気が進まないと思うけど、この浮島に残るためだと思って我慢してくれないか？」

「ありがとうございます、九郎様。わたしのために色々と働きかけてくださったのですね。とても嬉うれしいです。獣使いは怖おそろしいものだと聞いていましたが、九郎様でしたら従者の方にも優しく接してくださる気がします」

「俺は自分が優しいなんて思ったことは一度もないけどな」

「ふふ、九郎様はお優しいですよ。少なくともわたしはそう思います。でも、だからこそわたしのような者が従者になるべきではないと思います」

「どうしてだよ」

「かつてわたしは何もできず、一人で泣いていました。そこへ鹿か角づの様が来て、わたしの手を取ってくださったのです。わたしは命を狙われていました。それをことごとく退けてくださったのは鹿角様です」

　ノエルの境遇は俺とよく似ていた。

　命を狙われたりはしていなかったが、居場所をなくした俺を引き取ってレオンティエラに連れてきてくれたのは師匠だ。ノエルも似たようなものだろう。

「わたしを狙う襲撃者に巻き込まれ、たくさんの方が傷を負いました。鹿角様も例外ではありません。わたしはもうこれ以上、そのような人を作りたくないのです。ここへ来てから襲撃はなくなりましたが、この先も同じとは限りません。わたしのせいで九郎様を傷つけてしまうようなことがあれば、きっとわたしは後悔するでしょう」

　ノエルは透とう徹てつした笑みを浮かべ、俺を見る。

「九郎様とミアさんのお陰で、最後にいい思い出ができました。本当にありがとうございます。お二人はわたしにとって、楽しく、大切な時間をくださった方です。ですから──どうか、わたしのことはもう忘れてください」

　深く頭を下げるノエル。

　ノエルが見せた壁を前にして、俺は何も言えず、ただ立ち尽くすのみだった。
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「一いち柳やなぎ九く郎ろうくん。今日から君は『欄らん外がい』だ」

　幼い頃の生活は、控えめに言っても惨さん憺たんたるものだった。

　一柳家。

　日本で古くから続くこの氏族は、血統によって序じよ列れつがつけられていた。序列は末端まで含めると三万にもなり、血の濃さによって厳密な管理が為なされている。

　唯一の例外は獣人だった。獣人は血統に関係なく『欄外』となる。

　現在、生まれた子供はどの国でも基本的に魔ま素そ反応検査が義務づけられている。魔素に反応すれば獣人、そうでなければ人間、というわけだ。

　五歳の時、俺はこの検査に引っかかった。魔素反応は通常ゼロか少しプラスくらいで、数字が基準値を超えた場合は獣人と見なされる。

　が、俺の場合は測定不能だった。何度計測してもマイナスになってしまうのだ。規定ではゼロ以上・基準値以下が人間と見なされる。マイナス値の俺は人間ではない。

　俺は一柳家の序列から外され、環境は激変した。周囲の人間は俺を人外と呼び、人外は人間扱いをされなくて当然とばかりに罵倒され、暴虐を受け、あらゆるものを奪われた。

　だが本当に大変だったのは父さんと母さんだろう。人外を産んだ親も同罪だと蔑さげすまれ、思いつく限りの非難が浴びせられた。

　それでも、父さんと母さんは決して俺を見捨てなかった。

　最後まで俺を愛し、守り抜いてくれた。

　だが、二人は死んだ。

　一柳の連中が殺したのだ。

　父さんと母さんの死に顔を見た時、俺は一柳の人間を皆殺しにすると決めた。

　もしあのまま一柳家に留とどまっていたら、俺は爪つめの先まで狂気に染まり、本物の人外になり果てていただろう。

　そんな俺を救い出してくれたのが師匠──鏑かぶら城ぎ鹿か角づのさんだった。

　両親と死別した後、俺は鹿角さんと出会った。俺の境遇を知った鹿角さんは、俺を引き取って新天地へと連れ出してくれた。

　そこには俺を人外だと差別するやつは一人もいなかった。

　それが、この獣帯浮島ゾデイアフロートレオンティエラだった。




　うっすらと目を開ける。時計は朝の六時半を指していた。

「……懐なつかしい夢だったな」

　それは、俺が最底辺の弱者だった頃の夢。氏族の中で最も地位の低い、数にも入らない枠外の存在として扱われていた頃の夢。醜しゆう悪あくで思い出したくもない過去のこと。

　多分、ノエルにあてられたんだろう。

　──天は人の上に人を造らず、人の下に人を造らず。

　人間でも獣人でも、強くても弱くても、どんな生まれでも上下はない。例外はない。

　たとえ力が制御できず、周りに迷惑をかけてしまうとしてもだ。

　俺はそう信じている。






第三章　獣使い、夢を謳うたう
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　翌日、ミアと二人でフェルテシティの繁華街までやってきた。

　フェルテは大きく旧市街と繁華街、新市街の三つに分かれている。ここは旧市街に近いため、大通りは石造りやレンガ造りの古風な建築物が多く、前近代的な情じよう緒ちよが濃い。教会や時計塔は赤あか煉れん瓦がの尖せん閣かくを備えており、五階建てのデパートは軒のき先さきに石垣のアーケードが築かれている。その周囲は多くの獣人で賑にぎわっていた。

　道ばたではウサギ耳の女性がティッシュを配り、ダークスーツに身を包んだヤギ顔の男が携帯電話を片手に歩いている。宅配便の制服を着た大きなペリカンが人々の上を飛び、サルの風ふう貌ぼうを持ったパフォーマーがアーケードの前で大道芸を披露していた。

「祝日だけあって、今日は人が多いですねぇ」

　バニラシェイクをちるちると吸いながら、ファストフード店のガラス越しにぼんやりとその光景を見つめるミア。浮ふ島とうでも土日祝は普通にお休みだ。百ひやく獣じゆう学園も一部の授業を除けば休みとなる。

「そんなことより相談した件だけど」

　あれからずっとノエルのことを考えていたものの埒らちが明かず、思い切ってミアに全てを打ち明けた。まだ信用したわけじゃないが、獣けもの使つかいの話を相談できるのはミアだけだ。

「どうやってノエルさんを従者にするか、って話ですよね」

「違う、どうやってノエルの島外退去を回避するかって話だ。今は従者にするしか方法がないってだけで、従者にすることが目的じゃない」

「面倒くさいですねぇ、ご主人様は。やることは同じなんですから割り切ってください。そんなこと言ってるとご主人様も半年後には浮ふ島とうから追い出されますよ」

「お前、たまにズバッと物を言うよな……」

「ミアはドライですから。理屈と感情は切り分ける、参謀を目指すなら当然のことです」

　得意げな顔つきのミア。腑ふに落ちない部分もあるが今は純粋に頼もしい。

「まあご主人様が島外退去を免れるためなら、わざわざノエルさんに固こ執しつする必要はないんですけどね。そのあたり、ご主人様はどう考えてるんですか？」

「俺は地上じゃ周りに迷惑をかけるだけの存在だった。ノエルもきっとそうだったんだと思う。だけどここは浮島だ。みんなが獣人、みんなが平等なんだ。そのことをあいつに教えてやりたい」

「でもノエルさんは忘れてくださいって言ったんですよね。お節介かもしれませんよ」

「だから何だよ。このまま知らんぷりなんてできるか」

「じゃあどんな手段を使ってでもノエルさんの島外退去を阻止するってことですね？」

「ああ、方法は問わない」

「わかりました。さすがはミアの見込んだご主人様です。そう来ると思いました」

　ミアはスマホを取り出してポチポチし始める。

「何をしてるんだ？」

「ノエルさんはいま旧市街の方へ向かってますね。ミアたちも行きましょう」

「……は？　何でノエルの居場所がわかるんだ？」

「にやりんぐ☆」

「お前はまた犯罪めいたことを……」

「昨日、ご主人様の話を聞いて密ひそかに仕込んでおきました。ノエルさんの島外退去を阻止するためなら方法は問わない、そうですよね？」

「ああ、確かに言ったよ。本当にお前はよくできたヤツだな！」

「お褒めにあずかり光栄です。こう見えてもミアは一途ですからねっ」




　ミアに引っ張られて旧市街までやってきた。

「で、これからどうするんだ」

「ノエルさんを尾行して絡む材料を見つけます。弱みとか握れたら最高ですね」

「本当ロクでもないな、この流動体め！」

「ノエルさんから明確に拒絶された以上、接触せずに周辺の情報を集めるしかないです。それにノエルさんのことを深く知るいい機会じゃないですか。従者にするなら欠かせない手順プロセスです。ほら、ご主人様もぼさっとしてないでノエルさんを探してください」

「はいはい、わかりましたよ……」

　これじゃどっちがご主人様かわかったもんじゃない。

　だが、ノエルの行動が気になるのは確かだ。

　旧市街は古い建物が多く残っており、住人たちはくせ者揃ぞろいだ。徒党を組んだ暴力集団や薬の売人、一夜の花を売る女などが徘はい徊かいしていて治安は悪い。ノエルみたいな女の子が一人で出歩くような場所ではないのだが、こんなところで何をする気なのか。

　ノエルを探して歩いていると、見知った通りに出た。

「山猫シヤンマオ飯店か。最近行ってないな」

「ご主人様って旧市街の出身なんですか？」

「レオンティエラに移り住んでからずっとこの辺りで暮らしてた。昔はあの店でよく食事したよ。最近は行ってないけどな。お前は？」

「ミアもご主人様と同じです」辺りを見回しながら答える。「あ、見つけましたよ」

　促うながされて見ると、石畳が敷かれた広場にノエルがいた。

　ノエルは獣人の子供たちに囲まれており、手を伸ばす子供に大きなパンを渡している。

「何をやってるんですかね」

「俺にはパンを配ってるように見えるが」

　壁から顔だけ覗のぞかせて様子を窺うかがっていると、後ろから肩を叩たたかれた。

「うおっ!?　って、お前は……」

　振り返ると、色の薄い金髪の男子が立っていた。

「直接話すのは初めてだね。クラスメイトのイグナス・アイヒマンだよ」

「ああ、あんたか」

　こいつは確か、シルヴィとバトルに発展しそうになったところで止めに入ったやつだ。結構な美男子で、優しげな眼まな差ざしが印象的だった。

「向こうを覗いてたみたいだけど何をしてるの？　ノエルくんの観察？」

「い、いやこれは……」

「そうなんですよ。実はこの人、ノエルさんにご執心なんです」

「おい！　その言い方は誤解しか生まないだろ！」

「ははは、ノエルくんはかわいいからね。男子なら誰でも気になると思うよ」

　ほがらかに笑ってミアのジョークを受け流すイグナス。

「つかぬ事をお伺うかがいしますけど、ノエルさんがあそこで何をやってるかご存じですか？」

「ああ、知ってるよ。ノエルくんは恵まれない子供たちにパンを配ってるんだ。この辺りには孤こ児じ院に入れなかった子がたくさんいるからね。ほぼ毎週ここにやってきて子供たちにパンを与えているよ」

「それ、ノエルがやることなのか？　孤児院は対応してくれないのかよ」

「あそこに入れるのは運がいい子供だけだね。数が多すぎるんだ。他の子は炊き出しで何とか食いつないでいる。でも全然足りないんだ。孤児院に知り合いがいるからこの辺りにはよく来るんだけど、旧市街の子供たちの間では、ノエルくんはかなりの有名人だよ」

「誰かに頼まれているというわけでもなく、一人でやってるんですか？」

「だと思うよ。パンもノエルくんが自前で用意しているみたいだしね。さて、僕はこれで失礼するよ。鏑かぶら城ぎくん、今度一緒に食事でもしよう」

　さわやかに言い放ち、イグナスは去っていった。

「ご主人様とは違って好青年でしたねぇ」

「お前から俺はどう見えてるんだ」

「全体的に荒いですよね。見た目も服装も口調も性格も頭の中身も、何もかも」

「少しは遠慮して物を言えよ！　しまいにゃ泣くぞ！」

　こいつには情けってものがない。

「それにしてもあのパン、ノエルさんの自腹なんですね。一体どこの聖人ですか。今度からノエルさんのことはふんわり聖女様と呼ぶことにしましょう」

「やめて差し上げろ」

　ノエルの方に視線を戻す。子供たちが喜んでくれる顔を見て、ノエルも嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。遠目にもわかるほどノエルの表情は生き生きとしている。

「……楽しそうだな」

「あの人を見てると自分の心は汚れてるんだなぁってしみじみ感じちゃいますね」

「お前は誰と比べるまでもなく真っ黒だから心配すんな」

「うっさいですよ、ご主人様！　ミアだってピュアなお年頃なんですからっ！」

　ぷくっと膨れたミアにぺちぺちと叩たたかれた。

　パンを配り終えたのか、子供たちはちりぢりになってノエルから離れていく。

　ノエルは手を振り、小さな客人たちに別れの挨拶をしている。

「終わったみたいだぞ。ミア、どうする？」

「さて、どうしましょうか」

　ミアと話している間に獣人の少年が一人、ノエルへと近づいていく。

　何かを話した後、獣人の少年はノエルの袖を引っ張ってどこかへ連れて行こうとする。ノエルたちは街路の奥へと姿を消してしまった。

「……あれ、まずいかもしれないですね」

　旧市街では相手が子供だからといって安心してはいけない。背後に強こわ面もての連中が控えていることもあるのだ。

「つけてみるか」

　俺たちはノエルの消えた方向へと走った。





　　　　２






　ノエルを追ってやってきたのは古いアパルトメントだった。窓は割れ、塗装は剝げて完全に廃はい墟きよと化している。旧市街にはこうした廃はい屋おくがあちこちに点在しているのだ。

　息を潜ひそめて建物の陰から様子を窺うかがうと、そこにいたのは──

「つ、連れてきたよ」

「ご苦労だった。もういいぞ、消えろ」

　怯おびえる獣人の子供に声をかけたのは黒毛の牛ぎゆう頭とう──ノエルに粉をかけて吹っ飛ばされた、ヴァラン・アクセロだった。

「わたしに用のある方がいらっしゃるとのことでしたが、あなたでしたか」

「……お前に関しては今まで随分と甘く見てきたつもりだ。だがな、話を持ちかけるたびに吹っ飛ばして逃げるんじゃ、いい加減オレも我慢の限界だ。ノエル、最後にもう一度だけチャンスをやる。オレの女になれ」

　ヴァランは銀の指輪をなで回しながら、ノエルを睨ねめ付ける。

「……そのパンはどうしたのですか？」

「はあ？　パンだぁ？」

「あなたが持っているのは、わたしが先ほど子供たちに配っていたものです」

「ああ、腹が減ってたんでな。ちょいと譲ってもらったんだ」

　悪びれもせず、パンをかじって見せるヴァラン。

「子供たちからパンを奪うのはやめてください。あの子たちは何も悪いことはしていないはずです。どうして酷ひどいことをするのですか？」

「はっ、弱よええからだよ、決まってるだろ」

　屹きつ然ぜんとして言葉を発するノエルに対し、小馬鹿にした顔で笑うヴァラン。

「お前が電車と一緒に学園の連中を吹っ飛ばしても、牢ろう屋やにブチ込まれずに済んでるのはどうしてだ？　何があっても自己責任、嫌なら浮ふ島とうを出て地上へ行け──それがこの浮島、レオンティエラのルールだからだ。力で抗あらがえないなら従わなきゃならねえんだよ」

　確かに、レオンティエラの住人たちは「電車が爆発するくらい大騒ぎすることじゃない。怪け我がをするのは軟弱なだけ」なんて考える輩やからが大半だ。

　しかし、ヴァランの考え方は極端すぎる。

　獣人の皆が皆、力が全てだと思っているわけじゃない。

「……雲行きが怪しいですね。浮島警備隊ガーデイアンを呼びましょうか」

　浮島警備隊ガーデイアンはレオンティエラの警察組織だ。荒くれ者の獣人を取り押さえるため、それ以上の荒くれ者が集まっているともっぱらの噂うわさだ。

「今から呼んでも間に合わないだろ。俺が行く」

　上着を脱いで放り投げ、袖をまくる。

「ちょっ……相手が誰かわかってるんですか。ヴァラン・アクセロは学園内で何度も暴力沙ざ汰たを起こして、学園自警団ビジランテから目をつけられてる札付きのワルですよ！　彼に潰された学園生は片手じゃ足りません。まして、従者が一人もいない今のご主人様はただの人間と変わらないじゃないですか！　ヴァランなんて相手にしたら死にますよ！」

「死んだら新しい御輿みこしを探せばいい」

「ふざけてる場合ですかっ、やめてください、お願いします！」

　必死の形相で俺にすがりつき、止めようとするミア。本気で俺のこと心配してるのか。

「大丈夫だ、ミア。俺は死なない」

「ご主人様……」

　ミアの頭をぽんぽんと叩たたき、二人の方へ歩きだす。




「さあ、返事を聞かせてもらおうか、ノエル・エクセルシア！」

　たじろぐノエルを前に、喜色を浮かべて指を鳴らすヴァラン。言うことを聞かなければ力ずくだ、ということだろう。

　しかしそうはさせない。ヴァランの前に立ちはだかる。

「く、九く郎ろう様……どうしてここに……!?」

「来やがったな。テメエがノエルにちょっかいを出してるクソ人間か」

　あからさまに敵意をぶつけてくるヴァラン。

「俺のことを知っているのか」

「一いち柳やなぎ和かず馬まから話は聞いた。獣人検査に引っかかってレオンティエラへ逃げてきた臆病者、獣人のくせに中身は人間と変わらないっていうカスみたいなやつだってな」

「ああ、なるほど。和馬と連つるんでたゴロツキはお前の手下か」

　ボスがどうとか言っていたが、あれはヴァランのことだったんだな。

「わざわざ自分から死にに来るとはいい度胸だ。人の女にちょっかいをかけといて、まさかタダで済むとは思ってねえよなぁ!?」

　くだらない、どうせ勝手に言い張ってるだけだろう。相手にするだけ無駄だ。

「和かず馬まの依頼はどうした？　俺を地上に連れて帰るんじゃなかったのか？」

「やつなら一足先に地上へ帰ったぜ。今ごろは魚の餌だろうよ」

　どうやら飼い犬に嚙みつかれて死んだらしい。だが同情はしない。一いち柳やなぎの連中は父さんと母さんを殺した。当然の報いを受けたというだけの話だ。

「いけません、九く郎ろう様！　わたしには構わないでください。お願いします！」

「勘違いするなよ、ノエル。俺はお前を助けたくて出てきたわけじゃない。ただ、目の前のこいつがムカつくからここにいる。それだけだ」

「少しだけ見直したぜ。人間風情がオレに喧けん嘩かを売るとはな。だが、その鼻クソみてえなプライドのせいでお前は今日、ここで死ぬぜ」

　拳を鳴らし、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべるヴァラン。

「弱いやつにゃ端から自由なんてねえんだよ。強いやつに黙って従うか、死ぬかだ」

　世の中には悪意もなく他人を蹂じゆう躙りんするやつがいる。自分には人を隷れい従じゆうさせるだけの権利があると確信している者たちがいる。ヴァランもその類なんだろう。

　だが、それは間違いだ。

　他人を踏みにじる権利なんてあるわけがない。

　思い出したくもなかった過去の記憶がフラッシュバックする。




　──それは一柳家の氏族、数百名が集つどって祝う新年会でのこと。

　豪華客船を貸し切りにして行われたパーティーの最中、事故は起こった。

　岩礁に乗り上げたのか、あるいは何者かによる攻撃だったのか──大きな爆発音がして側面に穴が開き、全ての救命ボートを降ろす前に船は沈んだ。

　俺と両親はかろうじてボートに乗り込むことができた。しかし海に放り出された人間も大勢いる。彼らはわずかな救命ボートに群がり、次々と乗り込んできた。

　ボートの中は人で溢あふれかえり、これ以上乗れば沈んでしまうという事態になって、一族の誰かが言い出した。序列が低いものはボートを下りるべきだ、と。

　矛先は欄らん外がいだった俺に向けられた。

　しかし父さんと母さんは土下座をして懇こん願がんした。

　自分たちが下りるから、どうかこの子は残してやって欲しい。

　父さんと母さんは俺に笑顔を見せ、大丈夫だからと言い残して海の中へ消えた。

　今ならわかるが、外は一月の冷たい海だ。大丈夫なはずがない。だが一族の人間たちは父さんと母さんを容赦なく放り出した。

　そうして──序列の高い人間たちが助かるために二人は死んだ。

　血統で価値が決められ、不当な扱いを堪え忍ばなければならなかったのは何な故ぜか。

　父さんや母さんが侮ぶ辱じよくされ、土下座をしなければならなかったのは何故か。

　低劣な連中が生き残り、二人が死んだのは何な故ぜか。

　人類はみな平等だ。

　金があるから、力があるから、血が純粋だから。

　そんな理由で他人を踏みにじるやつは、俺が絶対に許さない──!!




「……弱いやつは強いやつに従うのが当たり前。そうだったな、ヴァラン」

「ああ、そいつがどうした？」

　じりじりと足を開き、深く息を吸って、吐く。

　砕けそうになるほど握った拳を解き、再びゆっくりと握りしめる。

「じゃあ俺がお前に勝てば、お前は弱いってことだ。その時は黙って俺に従えよ」

「いいねェ、大おお見み得えを切ったな。そういうのは好きだぜ」

　前傾姿勢になり、俺を睨ねめ付けてくるヴァラン。

「だってよ、その鼻っ柱を叩たたき折ってやった時は最高に気持ちがいいからなッ！」

　地響きを鳴らし、ヴァランの巨体がすっ飛んできた。同時に俺も大地を踏む。強い摩擦を作り出し最大効率で筋をバネにして、跳躍。

　迎え撃つようにヴァランが拳を振るってくる。紙一重で回避。空を切ったヴァランの拳は地を打ち、硬化コンクリートの床をバラバラに引き裂く。当たれば骨が砕け、内臓が破壊されて死に至る必殺の一撃だ。

　だったら当たらなければいい。回避すればいい。

　しかし相手は獣人。驚異的な筋力によって、目視が不可能なスピードにまで加速する。破滅的な一撃が不可避の速度で近づく。普通なら意識を巡らせる間もなく終わりだ。

　もし、これを避よけようと思うなら。

　全身を構成する筋の一本一本を意識し、完全に掌しよう握あくするくらいの精密さが必要となる。ただの人間が獣人と拮きつ抗こうするためには百パーセントの効率で自分を動かし、制御しなければならない。そのために鍛たん錬れんを重ねてきた。

「ふッ……！」

　時速数百キロの豪速で突っ込んでくる新幹線をコンマ数ミリでやり過ごす、それに似た回避を経へて、ヴァランの懐ふところに入り込む。

　そして渾こん身しんの力を込め、脇腹に自らの拳を突き刺す！

　寸分の違いもなく、体幹を捉えた一撃がヴァランの身体にめり込んだ。

　だが。

「……あん？　何だそりゃあ」

　微動だにせず首をかしげるヴァラン。

　考えてみればいい。鋼鉄の塊をこっぱ微み塵じんにするノエルの爆発を、この肉体はあの至近距離で耐えた。それに人間の拳が当たったとして、どれほどの意味があるのか。

　答えは簡単。

　一切、何の効果も与えない。蚊が刺すほどの威力もない。当然の帰結だ。

「いってぇ……やっぱり獣人は頑丈だな」

　ヴァランを殴った手を振る。

　向こうはノーダメージ、こっちは手が痛い。これじゃ殴るだけ損だ。

　しかし、俺にはこれ以外に手段がない。

「今のはなんだ？　てめえの全力か？　こんな、ハエが止まりそうなパンチしか打てないくせに大口を叩たたいてやがったのかァ!?」

　寸前で避よけたヴァランの拳が、背後にあった分厚いコンクリート壁を粉々に打ち砕く。当然ながら、人間はコンクリートよりはるかに脆ぜい弱じやくだ。拳を食らえば肉片と化す。

「どうした、逃げ回ってばっかじゃつまんねえだろッ！」

　ヴァランは巨きよ軀くにもかかわらず怖おそろしく機き敏びんだ。粗そ野やだが切れのある攻撃を放つ。さすがゴロツキの頭目をやっているだけのことはある。

「やばっ……！」

　ふいに、腕が軽く引っ張られた。ノエルからもらった木製のブレスレットが、砕けたコンクリート壁から突き出した鉄筋に引っかかって腕から抜けてしまった。

　そのせいで動きが鈍にぶり、ヴァランの視線に捉えられ──刹せつ那な、身体がひしゃげそうになるほどの衝撃に襲われる。

　ヴァランの拳が炸さく裂れつした、と気付いた時には。

　身体が真横にすっ飛び、隅に置いてあった廃材の山に突っ込んでいた。

「ご、ご主人様っ!!」

「ってぇ……こんの馬鹿力がっ……」

　ミアの悲鳴が遠くから聞こえてくる。視界が揺れてヴァランに焦点が合わない。

　ヴァランの骨格、筋の付き方から関節の限界可動域を計算、衝撃を緩和する最適動作を導出。約九十五パーセントの力を相殺したが、それでも吹っ飛ばされた。侮ってはいなかったが、ヴァランのパワーはこちらの想像をはるかに超えている。

「お前、いまおかしな動きをしたよなァ。一体何を守ろうとしやがった？」

「これか？」木製ブレスレットに腕を通す。「ま、なんだ。大事なお守りなんだよ」

　ブレスレットを無視すれば、ヴァランの攻撃を躱かわすことはできた。だが、これはノエルが俺のために作ってくれたものだ。粗末にはできない。

「九く郎ろう様、もうおやめください！　わたしのことは構わずに、どうかお逃げください！　このままでは、あなた様が……！」

　ノエルの悲痛な叫びが耳じ朶だを打つ。

「逃げる……？　俺が逃げたら、お前はどうするつもりなんだ」

「わたしは大丈夫です。わたしは何があっても死なないのです。でも、九く郎ろう様はそういうわけにはいかないでしょう！　ですから、どうか……！」

「お前を差し出して生き延びろってことか？　そんな情けない真ま似ねができるかよ」

「なぜですか！　わたしのことなど、どうでもよいではありませんか！」

「いいわけないだろうがッ!!」

　叫び、立ち上がる。

「お前は人のことばっか考えすぎだ。なぁにが『わたしのことは忘れてください』だ！　楽しかったんだろ？　大切だと思えたんだろ？　だったらどうして諦めるんだよ！　手放さないで済むように、大切な時間が続くように、足あ搔がこうとしないんだよ！」

「そ、それは……わたしはいつも周りにいる皆さんを傷つけて……」

「くだらねえこと気にしてるんじゃねえ！　迷惑とかそんなことどうでもいい。お前はいつだって自分のしたいことをしていいんだ！　もっとわがままを言っていいんだ！　お前の本心を聞かせてみろ。ノエル、お前はどうしたい!!」

　口の中が切れ、血が溢あふれてきた。そいつをまとめて吐き飛ばす。

「……お近づきになれて、一緒に楽しい時間を過ごせて。なのに離ればなれになりたいなんて、そんな風に思うはずがありません。本当はもっとここにいたいです。九郎様やミアさんとお友達になりたいです！　この浮ふ島とうから、出て行きたくないですっ!!」

「それでいい。俺が何とかするから、後は任せろ」

　再び拳を握り、ヴァランに視線を向ける。

「てめえ、目の前で人の女を口説くとはいい根性してるじゃねえか……！」

　怒りに声を震わせ、全身から殺気をほとばしらせるヴァラン。

「どうしてこう、弱いやつは口ばかり達者なんだ？　調子に乗って粋がったことをぬかすくせに、分が悪くなると命乞ごいしやがる。遅おせえんだよ。抗あらがう力もないくせに粋がったことぬかしてるんじゃねえよ！　いいか、弱いってのは罪だ。罪人は強いやつの踏み台になってりゃそれでいいんだ！」

「……弱いのが罪？　強いやつが正義だとでも言うつもりか？」

「そうだよ。強いやつが法、強いやつが正義。強者が全てを手に入れ、雑ザ魚コは黙って従う。それがこの世界のルール、レオンティエラの法だ！　踏みにじられるのが嫌なら強くなれ。弱いやつに文句を言う資格なんざねえんだよ！」

「違うな。人類はみな平等、力があるから偉いなんて勘違いもいいところだ」

　俺の言葉にヴァランは一瞬、目を見開いて。

「はっ、あははははははははははっはっはっははははっはははしゃははははうひははっ、人類はみな平等？　バッッカじゃねえの、笑わせんなアホがッ!!」

　天を仰ぐ勢いで、ヴァランが笑い出した。

「バカと天才が平等か？　貧乏人と金持ちが平等か？　人間と獣人が平等だってのか!?　くっははははッ、こいつはおっもしれえジョークだぜ！　なあおい、だったら同じことを孤こ児じ院でたむろしてるガキどもに言ってこいよ！　知ってるか、お前らと油田持ってる大富豪の息子は平等なんだぜ、ってなァ!!」

　嘲ちよう笑しようを通り越し、憐あわれみすら混じった顔を向けてくるヴァラン。

「力がなきゃ力を持ってるやつに飼い殺しにされるか、食い潰されるかのどっちかだ！　周りを見てみろ、この世界のどこに平等がある？　そんなもんどこにも存在しねえだろうがよ！　甘ったるい幻想を見てるんじゃねえ！」

　ああ、わかってるさ。

　金持ちの家に生まれて何不自由なく生きている人もいれば、どうやっても這はい上がれないどん底で生まれる人もいる。文化も言葉も、幸も不幸も、何が正しくて何が間違っているかもまるで違う。平等なんてどこにも存在しない。

　そんなことは百も承知だ。いちいち言われるまでもない。

　でも、だったら。

　平等であれと祈ることに意味はないのか。

　分け隔てなくあろうと努力することは無意味なのか。

　違う。断じて違う。

　人間でも獣人でも、強くても弱くても、どんな生まれでも。手を取って笑うことができれば、俺とそいつは同じ位置にいる。そう信じている。

「来いよ、ヴァラン。俺が勝ったら、お前にも人類みな平等だと謳うたってもらうぞ」

「往生際が悪いったらありゃしねえな！　ただの人間がオレに勝つなんて、万が一にもあり得ねえ夢を見てる暇ひまがあったら、辞世の句でも考えとけやッ!!」

　ヴァランが突っ込んでくる。同時に、俺もヴァランへ突進する。

　またたきをする間もなく、互いの距離が縮ちぢまった。

「うっせえ、人間を舐なめるなッ！」

　筋肉を限界まで駆動させ、その勢いを全て突破力に転化。

　血管が浮き出るほど握りしめ、力の塊と化した拳がヴァランの鳩尾みぞおちへ吸い込まれていく。

　普通に考えれば、蚊の一刺しほどの価値もない一撃。

　だが。

「あっぐぉはッ……て、メエぇっ……いま、オレに何をしやがったァッ!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべるヴァラン。

　先ほどは表皮を凹くぼませることすらできなかった俺の拳が今、ヴァランの身体に深く突き刺さっている。ヴァランは口からよだれを吹き、震える足を引きずるようにして後ろに下がっていく。

「人間の拳一つで随分と苦しそうだな」

「こ、こんなこたァあり得ねえッ！　オレの身体は対獣魔弾シルバー・バレツトでも貫つらぬけねェんだぞ！　それをたかが人間のパンチ一つで、こんなっ……!!」

　獣人にはそれぞれ固有の『波』がある。

　なぜか知らないが、俺は生まれつき獣人に触れることでこの波を読み取ることができる。ヴァランの波は、全く効果をなさなかった最初のパンチで触れた時に読み取った。

　獣人に備わってる驚異的な身体能力は、それぞれの精神に備わっているただ一つの固有の因子フアクターを元にして生まれる。多種多様な獣人の特性は、この精神的因子に基づいて定まる。俺はこれを基点ドグマ、と呼んでいた。

　ヴァランが持つ基点ドグマは『専せん心しん』──何かに注力することへ長けた精神性がミノタウロスのような外見と、比類なく強靭な肉体を作りだしている。強さに対する苛烈なプライドも、この精神性が生み出しているんだろう。

　だが、単に基点ドグマを読み取るだけで獣人は倒すことはできない。

　この基点ドグマは多次元形けい相そうの波を構成している。俺はその波と逆ぎやく位い相そう、完全に正反対の特性を持つ波を自分の内に作り出せるのだ。

　この逆位相の波を獣人たちが持つ基点ドグマにぶつけるとどうなるか。

　魔ま素そが互いを打ち消しあい、ゼロになる。

　結果──獣人はただの人間に戻る。

　戻ると言っても魔素による身体強化を一時的にキャンセルする程度で、見た目に変化はない。しかも効果があるのはほんの一瞬だけだ。

　しかしその一瞬があれば、ただの人間がただの人間に殴られた時と、同じだけのダメージを与えることができる。

「ふざけやがってっ……人間ごときが調子に乗ってんじゃねェッ!!」

　興奮して摑つかみかかってくる腕を引きつけ、身体のバネを限界まで引き絞って厚い筋肉で覆おおわれたヴァランの脇腹に拳を叩たたき込む。さらに目を血走らせて振るってくる腕を避よけ、顎あごにカウンターを決めた。

「チッ、ちょこまかしやがって！　どうして一発も当たらねえんだよッ!!」

「そういう特訓をしてきたからな。お前には捕まらねえよ」

　人間が獣人を相手する上で『耐える』という概念は存在しない。基本的に一発でも食らえば終わりだ。だから師匠との厳しい修行の中で、俺は回避する力を鍛きたえ続けてきた。

　視線を読み、呼吸を読み、筋の動きを読み、思考を読み、手のうちを読み、そして未来をも読む。極限観察と先せん取りに独自の体たい捌さばきと縮しゆく地ちを合一した奥義、空くう天てん武ぶ踊よう。

　決して当たらず、組み合わず。

　それが俺の師匠の編み出した獣じゆう巴は拳けんの真しん髄ずいだ。

「くっそッ……てめえェッ、止まれやコラァッ!!」

　だが空くう天てん武ぶ踊ようも万能ではない。完全な先取りなど存在しないのだ。

　例えるなら敵の攻撃を回避するたびに幾分か割のいいロシアンルーレットをやっているようなもので、確率を下げることはできてもゼロにすることはできない。

　だから容赦などしない。手て加か減げんなどあり得ない。

「平等なんて存在しないと言ったな。そんなことは俺だって知ってるんだよ！」

　いつか、人間も獣人も、強いも弱いもない世界が訪れるんじゃないか。甘い幻想だってことはわかっている。それでも俺は夢を見ているんだ。




「だから、お前も夢を見ろ！　ヴァランッ──!!」




　持てる力を全て注ぎ込み、隙だらけの顎あごへ過あやまつことなく拳を伸ばし。

　微細に変動する基点ドグマに合わせ、逆位相の魔ま素そを創造し。

　あらん限りの力と、もろもろの思いを全部、右の拳に乗せ。

　杭くいを打ち込むように、ヴァランの頰ほお骨ぼねへ叩たたき込む。

　ヴァランの巨大な身体は宙に浮き、仰あお向むけに地面へと転がって──沈黙した。
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「お待たせしました、学園自警団ビジランテの参上ですわっ！　ってあなた、鏑かぶら城ぎクロウじゃないですの。こんなところで何をして……あ、わかった。野や次じ馬うまですわね？　やれやれですわ。あなたなんてお呼びじゃありませんのよ、しっしっ」

「ふざけんな。お前こそお呼びじゃない」

　俺がヴァランと戦っている間にミアは浮島警備隊ガーデイアンに通報を入れていた。なのでその到着を待っていたのだが……なぜかシルヴィがやってきた。

「通報があったから飛んできたのに何ですの、その言い草はっ！　ふん、あなたに用などありませんわ。通報者のミア・レインコールさんはいらっしゃいませんの？」

　俺の傍らに座っていたミアが立ち上がる。

「あのー、ミアが呼んだのは浮島警備隊ガーデイアンなんですけど」

「その浮島警備隊ガーデイアンからの要請ですわ。学園生の不始末なので学園自警団ビジランテの方で対応してくれないか、と泣きついてきたんですの。浮島警備隊ガーデイアンは万年人手不足ですからね」

「へえ、頼られてるんだな。学園自警団ビジランテって」

「当然ですわ。百ひやく獣じゆう学園は独立自治組織なんですの。その中でも学園の秩序安あん寧ねいを守るため、選えりすぐりの学園生を集めて組織されたのが学園自警団ビジランテなのですわ！」

　自分たちのことは自分たちでけりをつけよう、ってことか。

「それで、通報にあったヴァラン・アクセロはどこにいるんですの？」

「あそこで伸びてるぞ」

「はあ、寝ているんですのね。さすがは学園自警団ビジランテからの呼び出し勧告を全て無視、指名手配された不良学園生だけはありますわ。なんてふてぶてしい」

「俺が倒したんだ」

「……は？　あのヴァラン・アクセロを？　あなたが？」

「はい、間違いありませんよっ、ミアのご主人様がヴァランを倒したんですっ」

　胸を張り、誇らしげに告げるミア。

「あり得ませんわね。ヴァラン・アクセロは学園自警団ビジランテを何人も病院送りにした雷公撃サンダーボルト級の獣人。無等級のクロウが倒せる相手ではありませんわ」

「ですが事実です。わたしもこの目で見ました」

「そ、そうなんですの？　信じられませんわね……。ともあれ確保しましょうか」

　ノエルの進言に首をかしげつつ、ヴァランの状態を確認するシルヴィ。捕ほ縛ばく用の強化ロープを取り出し、ヴァランの身体に巻き付け始める。

「本当に伸びてますわね。白目を剝いていますわ」

　と、シルヴィが背後にロープを回そうと視線を下に向けた瞬間。

「うがあああああぁぁぁぁっ!!」

　突然ヴァランは起き上がり、猛烈な勢いでシルヴィに体当たりをかました。

「きゃうあぁっ!?」

　不意打ちに対処しきれず、ヴァランの攻撃をまともに食らって──シルヴィの身体はまっすぐに、素晴らしいスピードで俺の方へ飛んできた。

「げっ……!?」

　いくらシルヴィとはいえ、女の子が地面に叩たたきつけられるのを黙って見過ごすのはどうかと思い、受け止めようとした……のだが。

「んきゃああああぁぁっ！」

　シルヴィが空中でバタバタと暴れたせいで受け止めそこね、二人で揉もみくちゃになってゴロゴロと団子のように地面の上を転がる。

「人間、てめえには貸し一だ！　次に会った時は必ずブチ殺してやる、覚悟しとけッ！」

　そんな捨てゼリフと、ヴァランの走り去る足音が聞こえた。

「いったいですわ～……って、逃げられたぁっ!?　早く追いかけないとっ！　ちょっとクロウ、そこ邪魔ですわよっ！」

　シルヴィがジタバタと暴れる。しかし捕縛用のロープが身体に絡まって動けない。

「んんっ、なんだこりゃ……？」

　目を開けると薄暗がりの中だった。布地から漏もれる光でうっすらと見えるのは、誰かの火ほ照てった肌──膨らんだ肌色の丘がそこにあった。

「あ、えっ……？　あの、クロウ。あなた、そこで何をしてるんですの？」

　シルヴィの声が震えている。俺が顔を突っ込んでいるのはシルヴィのスカートだった。だから俺が見ているこれは、つまりシルヴィの──

「い、いや待て、これは純粋なアクシデントであって俺は何も……！」

「……見ました、わね？」

　恐る恐るスカートから顔を出すと、シルヴィは茹ゆでダコみたいに真まっ赤かな顔で、笑っていた。怒りと羞しゆう恥ちが限界を超え、全てを放ほう棄きして笑うしかない、そんな顔だった。

　何を言えばいいか迷い、とりあえず最初に浮かんだ疑問を尋ねてみる。

「えっと……お前さ、どうしてパンツを穿いてないの？」

「気付いたということは、やはり見たんですのね」

　そういえばシルヴィは、ここへ来る時に空を飛んできた。セイレーンの獣人だと言っていたが、飛行時の見た目は人魚のそれに近い。足は一本で魚のような形状だった。着地と同時に二つに分かれて人間の足に変化したが、そうなるとパンツは……？

「……クロウに選択肢を差し上げましょう。一つめは記憶を全て抹消すること」

「い、いや、記憶はなくならないだろ」

「それではもう一つの方──死を選択する、ということでよろしいですわね？」

　虹彩の欠けた瞳ひとみで告げるシルヴィ。やばい、こいつ本気だ……！

　慌ててシルヴィから遠ざかる。

「待ちなさいクロウッ！　頭にこれを食らえば記憶も消し飛びますわッ！」

　ドカンドカン、とけたたましい音が背後から響く。

　どうやら圧縮した空気の塊を投げつけ、炸さく裂れつさせているらしい。

　その威力は地面が十センチえぐれる程度のもので、人間なら直撃を食らっても肋ろつ骨こつが砕けて内臓が破裂するくらいで済むだろう。

　つまり、死ぬ。

「ひいぃっ！　悪かったごめんなさいっ、謝ります申し訳ございませんっ！」

「あ、あんなところを見られてっ……わたくしはもうお嫁に行けませんわっ！　どうしてくれるんですのっ、責任を取りなさいクロウっ、責任責任せきにん～っ!!」

　周辺一帯をことごとく爆裂させながら迫ってくるシルヴィ。

　まったく生きた心地がしない。

「忘れるっ、今見たのは綺き麗れいさっぱり忘れるからっ、だから許してくれぇっ！」

　紙一重で回避を繰り返しながら、俺はシルヴィから逃げた。
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「ぜえ、ぜえ……疲れた……」

　シルヴィの憤ふん慨がいは、とりあえず謝り倒すことで何とか宥なだめた。しかしヴァランと戦った後での追いかけっこはさすがに効く。倒れるようにベッドへ横たわる。

「……で、君たちは何してるの？」

　ミアとノエルは二人でお茶の準備を始めていた。俺の部屋で。

「何って、ミアは下僕ですから。好きな時に来て好きな時に帰りますよ」

「うぜーよ。俺の都合も考えろよ。ノエルの方は？」

「わ、わたしはその、九く郎ろう様にお礼を申し上げたいと思いまして」

「だからお礼とかいらないって言っただろ。俺は俺の好きなようにしただけだ」

　いちいち律りち儀ぎだな、ノエルは。

「そうだとしても、九郎様に助けていただいたことには変わりありません。それに、九郎様には改めてお伝えしたいことがあります」

　伝えたいこと？　なんだろう。

「先ほどの九郎様のお言葉、すごく嬉うれしかったです。いつだって自分のしたいことをしていい、わがままを言っていい……そんなことを言ってくれたのは九郎様が初めてです」

　しっとりと輝く瞳ひとみで一心に俺を見つめ、告げるノエル。

「九郎様、本当にわたしは浮ふ島とうを出て行かなくてもいいのでしょうか。皆さんと一緒に、浮島で暮らしても、わがままを言ってもいいのでしょうか……？」

「ああ、もちろんだ」

「でしたら九郎様、わたしをあなた様のお側そばに置いていただけませんか？」

「あー、うん。まあ、ノエルがそうしたいって言うなら」

　思わず目をそらしてしまう。うるうるした目で「側に置いてくれ」なんて言われたら、そりゃ照てれる。しかもなぜか微妙に顔が近いし。

「うう、やはりご迷惑でしたか？」

「そんなことはないけど……うごっ!?」

　言いかけたところでミアがドロップキックをかましてきた。痛いてえよ、何するんだ。

「すみませんノエルさん、ちょっと作戦タイムです！」

「は、はあ……作戦ですか？」

　部屋の隅っこへ引っ張られ、ミアと小声で話し始める。

「なに気の抜けた返事をしてるんですか、ご主人様！　これはチャンスです！」

「は？　何のチャンスだよ」

「決まってるじゃないですか、ノエルさんを従者にするんですよ。今のノエルさんなら、きっと従者になってくれます！」

「ば、バカ、わからないだろ。今回のことと従者は話が別だ」

「なにヘタレ根性出してるんですか。ノエルさんを見ればわかるでしょう。恋愛ゲージはマックス、デレ期到来ですよ！　背景がレインボーになってるじゃないですか！」

「どこにあるんだ、レインボーの背景なんて！」

　ノエルに視線を送ると、小首をかしげて「何か？」という顔をされた。心なしか嬉うれしそうだが、それ以外はいつもと変わらない。

「いいからミアの見立てを信じてください。絶対行けますっ！　ヒアウィゴー！」

　ううん、そこまで言われたらな……ダメもとで話してみるか。

「あ、あのさ、ノエル。ちょっといいか」

「なんでしょうか」

「一回断られた話をまた蒸し返すのは心苦しいんだが……もう一度だけ、聞かせてくれ。ノエル、俺の従者になる気はないか？」

「なります」

「えっ？」

「え？」

　思わずノエルと顔を見合わせる。

「いや、従者だよ？　獣けもの使つかいの」

「はい。わたしでよろしければぜひとも」

「マジで言ってるのか!?　お前、従者が何かわかってるのかよ！」

「よくは知りませんが、九く郎ろう様が従えと言うのでしたら、わたしは構いませんよ？」

　口に手を当て、恥ずかしそうに上目遣いでチラチラと視線を送ってくる。

「ほ、本当にいいのか？　早まって後悔しな……ごぶっ!?」

　再びミアがドロップキックをしてくる。痛いっつの、顔はやめろよ。

「ご主人様、余計なことは言わない。このままゲット」

「ええー、いいのかよ……？」

　どうも騙だましているような気がして仕方がない。

「九郎様は危険を冒おかしてまでわたしの作ったブレスレットを守り、大事なお守りだと言ってくださいました。人を思う強い気持ちがなければそんなことはできません。この人なら、自分の全てを委ゆだねても構わないと思ったのです」

　熱い視線を向けてくるノエル。

「それに九郎様は何とかするから後は任せろ、とおっしゃいました。あのお言葉、とても嬉しかったです。ですから、その……わたしのこと、お任せしてもいいのですよね？」

　確かに言った。もちろん二言はない。

「そうだな。任せてくれるって言うなら、俺が全力で助ける」

「ありがとうございます、九く郎ろう様。どうかよろしくお願いいたします」

「ああ、こっちこそよろしくな」

　お互い自然に手を伸ばし、握手を求める。

　ノエルの白くて柔やわらかな手を握ると、ノエルの穏やかな波が伝わってきた。




　流れ込んできた位相が指し示す基点ドグマは──『挺てい身しん』。




　自らの身を削ってでも他者へ尽くそうとすること。

　ノエルは以前、生きているからには誰かの役に立ちたいと言っていた。誰かのために何かをしたい、という優しい感情がノエルを獣人に変えたのだ。

「ふふ……嬉うれしいです」

　俺の手を握り、頰ほおを朱色に染めて嬉しそうに微笑ほほえむノエル。そんなノエルを見て、熱い想おもいが湧き上がってくる。

　こいつのこの笑顔を、何としても守りたい。

　従者になってくれることより、今はノエルの気持ちが嬉しかった。側そばにいたいと言い、俺を信じて任せてくれるノエル。その想いに、俺は応えてみせる。

　そう強く誓った途端。

「きゃあっ……!?」

　バキィンッ、と部屋中に金属が砕けるような甲高い音が響き渡った。

　悲鳴をあげたノエルを見ると──首の回りに目ま映ばゆく発光する物体が現れている。それは見えないくらい小さな文字がびっしりと刻まれた、首輪だった。

「う、あああぁぁっ、か、身体が熱いですっ」

　身体から光を発しながら、身もだえするノエル。

「大丈夫かノエル！　おいミア、一体どうなってるんだ!?」

「こ、これは……ご主人様っ、ノエルさんの首に出てきたもの、あれが楔紋ギアスですよ！」

「つまりノエルが俺の従者になったってことか……!?」

「んうぅっ、くふぅんっ……んあああぁぁっ！」

　ノエルは先ほどから苦しそうに、というより悶もだえるように身体をくねらせて何かに耐えている。どこかエロチックに見えるのは目の錯覚か。

　そんなノエルの身体が微妙に変化し始めた。なんと頭から角つのが生え始め、お尻の付け根から白銀色の、ふさふさとした毛並みに覆おおわれたしっぽが生まれたのだ。

「お、おい……角としっぽが出てきたぞ!?」

「従者になった獣人は獣けもの使つかいからのフィードバックで、今まで以上の力を有することになります。それによって獣化が進行することもあるらしいですよ。まれに膨れあがった自分の力が制御できず、暴走させる者もいるとか」

「え、暴走って？」

　ミアと顔を見合わせる。

　暴走ってまさか、途と轍てつもなく嫌な予感が……。

「ご、ご主人様ーっ、緊急退たい避ひですーっ！」

「ノエルっ、悪いけど俺たちは一旦外させてもらうっ！」

　ミアを抱えて脱だつ兎とのごとく走り、玄関から飛び出した途端。




「ひあっ……ふあああああぁんっ!!」




　白銀はまるで太陽のごとく周辺を明るく照てらしたのち、猛烈な爆風へと変わり。

　赤あか煉れん瓦が造りの俺の寮は、綺き麗れいに更地へと戻った。
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　こつこつと、指で机を打つ音が響く。

「ノエル、これで四軒目だ。お前はどれだけ学園の設備を破壊したら気が済む？」

「うう～っ、すみませんすみませんすみませんっ……！」

　理事長室の机の前で、俺とノエル、そしてミアが整列させられていた。ため息をつく理事長に、ノエルが肩をすくませて謝り倒す。

「というかノエル、お前爆発の威力が上がってないか？　獣人用の強化鉄骨を使った建物を丸ごと吹っ飛ばすとか、さすがに危なくて街の中を歩かせたくないレベルだぞ」

「あうあうあぅ～っ……」

　あ、ノエルが壊れた。

「でも今回のはただの暴発ではなく、九く郎ろうさんの従者になった際の余波です。今後はこういう事態も減るんじゃないかと」ミアが補足してくれた。

「だといいんだがな。……で、お前は？」

「ミア・レインコール、百ひやく獣じゆう学園中等部の三年で九く郎ろうさんの従者見習いをやってますっ」

　理事長にびしっと敬礼をかますミア。

「ものの数日で従者に従者見習いですか……思ったよりも順調ですね、弟様。これでは殺せませんね。首が繫がったままでよかったですね」

「そ、その通りで……」

　にたりと笑うクリスさんに釣られて半笑いになる。この人、やっぱり怖い。

「しかし浮かれるなよ、九郎。お前はまだ真の従者を得たわけではない。ノエルの楔紋ギアスを見てみろ、まだ透けているだろう。これは揺よう籃らん階位といって言わば仮契約の状態だ。お前たちはここから侶りよ伴はん階位に進む必要がある。これにより獣けもの使つかいと従者はさらに強い絆きずなを持つことができるのだ」

「強い絆……素敵ですねっ」

　ほわわー、と何か妄想している様子のノエル。

「例えるなら今は恋人同士だな。本人たちが盛り上がってるだけだ。真の従者とは結婚し、誰からも夫婦だと認められた状態を指す。つまり、どうすればいいかわかるな？」

「ご主人様とノエルさんの結婚披露宴を手配します。仲人は鈴すず鹿かさんに！」

「うむっ、頼まれたっ！」

　へらりと笑うミアに、理事長が同じくへらりと笑う。

「ふええぇっ、い、いきなり結婚なのですかっ!?」

「真面目にやれよあんたら！」

「私はいつでも真面目だぞ。要は『この人なら結婚してもいい』と思えるくらいに互いを信頼する関係になれということだ。もっとも、姉より先に結婚など許さんがな！」

　理事長って独身なんだな。まあ、そうだとは思った。

「で、侶伴階位とかいうのに進むには具体的に何をすればいいんだよ」

「互いの気持ちを近づける。手始めにキスでもしてみろ」

「き、キスっ……!?　どうしましょう九郎様っ！　わたしたちキスをしなければっ！」

「おお、落ち着けって！　そんな簡単な理屈じゃねーだろ！」

「ご主人様こそ落ち着いてくださいよ」

　不覚にもノエルとキスをするところを想像してドキドキしてしまった。

「弟様、キスは信頼関係を深める第一のステップですよ。当然のように超えなければならないハードルです。ということで鈴鹿様、私にぜひとも熱いベーゼをっ……！」

　すすす、と理事長に近づいてキスを求めるクリスさん。

「クリスが言った通りキスは一つのステップ、そして手段の一つだ。キスくらいで怖じ気づいているようでは侶伴階位に進むなど夢のまた夢だぞ。覚悟を決めて挑むんだな」

　クリスさんの頭を踏み、地面に押しつけながら告げる理事長。

「わ、わかりましたっ、九く郎ろう様とキスができるよう、わたし頑張りますっ」

「いや手段の一つだから！　本当にする必要はないんだって！」

「ご主人様。キスが第一ステップなんですから、まだその先があるってことですよ？」

「その先ってまさか……」

「順当に行って、男女がペアで汗をかくラブラブ体操のことだと思いますね」

「やめろ軟なん体たい生物！　生々しい表現すんな！」

「では子宝シャッフルダンスとか夜の餅つき大会とか言えばいいです？」

「子宝ダンスに餅つき大会……ですか？」

「ノエル、お前は何も聞くな！　こいつに毒されたらダメだ！」

　慌ててノエルの耳を塞ふさぐ。

「これでは先が思いやられるな。ミア、お前が手伝ってやったらどうだ？」

「ううん、ミアは別に三人でもオーケーですけど、お二人には刺激が強すぎるかと」

「確かに初めては重要だ。おかしな趣味に目覚めてしまったら取り返しがつかないからな。クリスの場合、散々にいじめ倒したせいでこの有り様だし」

「あああぁっ、鈴すず鹿か様……もっと、もっと強く踏んでくださいまし！」

「くっ、うらやましいですっ、ミアもご主人様にぐりぐりって踏まれてみたいっ！」

「この変態どもが！」

　理事長とミアは混ぜるな危険。ダメな方向で波長が合いすぎて手に負えない。

「ま、冗談はともかくだ」仕切り直す理事長。「少なくとも今の状態では、ノエルの島外退去に猶予を与えることは難しい」

「おい、待ってくれ。従者になれば退去はしなくていいはずだろ？」

「ノエルには既に半年の猶予が与えられていたのだ。揺よう籃らん階位に進んだ程度では説得力に欠ける。侶りよ伴はん階位にまで進んで、ようやく五ご分ぶと言ったところだ」

「それじゃ話が違うぞ、理事長！」

　ダンッ、と机を叩たたく。

「弟様、何か勘違いをされていませんか。鈴鹿様はレオンティエラ元老院の一員ですが、何でも思いのままとはいきません。それでも鈴鹿様は許される全権限を使って弟様とノエル様のため動くとおっしゃっているのです。それにもかかわらず、厚意を受ける立場の人間がまるで当然の権利を主張するかのような物言い。不条理ではありませんか？」

　食ってかかる俺を、背筋が寒くなるほどの凄すさまじい眼力で睨にらんでくるクリスさん。

「まあまあ、そんなに怒るなクリス。やんちゃは男の子の特権だろう。だが九郎、仔し細さいはクリスの言った通りだ。私にもできることとできないことがある。何とかしてやりたいが、せめて侶伴階位までは進んでくれないと説得する自信がない」

　クリスさんが言ったことは正しい。俺は勘違いをしていた。島外退去はこの浮ふ島とうで罪を犯した者が科される刑だ。それをチャラにするなら相応の理由が必要だろう。

「……わかった。何とかする」

　ノエルの島外退去まで、あと数日。

　それまでに、ノエルを真の従者にしなければならない。
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「お引っ越しお疲れさまでした、九く郎ろう様」

「俺は身一つで楽だったぞ。私物はノエルが全部吹っ飛ばしてくれたからな」

「ううっ、耳が痛いですっ」

　赤あか煉れん瓦がの寮はノエルに跡形もなく粉砕されてしまったので、理事長が新たな寮を用意してくれた。緑の深い場所に建つ一軒家で、山やま裾すそが間近に迫っている。この家を、まるまる全部俺たちで使っていいとのことだった。

「ご主人様、ノエルさんをいじめちゃダメですよ。これからミアたちは一つ屋根の下で暮らしていくんですからねっ」

　理事長は俺とノエルに同どう棲せいを勧すすめてきた。少しでも多くの時間をともに過ごし、いいところも悪いところも共有するのが侶りよ伴はん階位へ進む近道だ、とのことだった。理事長の言うことは一理あるし、ノエルも乗り気だったので承諾した。

「ノエルはいいとして、ミア、どうしてお前までついてきた？」

「えーっ、ミアだけのけ者なんてひどい！　そんなにノエルさんと二人きりで同棲生活を楽しみたかったんですか？　大丈夫ですよ、邪魔はしませんから存分にラブチュッチュしてください。たまに盗み見とかするかもしれませんけどね！」

「お前はそのねじ曲がった倫理観をどうにかしろ！」

「ラブチュッチュ……ふふ、いいですね」

　リビングに面したキッチンで料理をしながら照てれ笑いを浮かべるノエル。従者にしてくれたので何かお礼がしたいと言い出したのだ。

「ノエル、ミアの言うことを真に受けるなよ。俺としては一緒に暮らす以上、互いに守るべき決まりを作った方がいいと思ってる」

「はい、九郎様が以前におっしゃったことはしっかり覚えていますよ」

「ん？　俺が言ったことって？」

「女々しいことは言わない、九郎様より先に寝てはいけないし後に起きるのもいけない。ご飯は三食きちんと用意する、食べないことがあっても文句は言わない。当然おいしくなければダメ……ですよね？」

「なんですか、それ。どこの関白宣言ですか」

「ま、待て待て待て、あれは違うんだ！　ものの弾みというか、ただのジョークで！」

「そういえば浮気はしないと思うけど覚悟はしておけ、というのもありました」

「うわぁ、ご主人様ヤる気まんまんじゃないですか……」

「違うんだって！　話を聞いてくれっ！」

　あの時はノエルのお礼を突っぱねるために、わざと辛しん辣らつな言葉を並べただけだ。必死で弁明したがミアはジト目のまま、ノエルは疑問にすら思わない様子だった。

「と、とにかく！　飯や掃除、買い物は当番制にするとか、風呂の時間は決めておくとか、色々と考えなきゃいけないことがあるだろ！」

「ミアお風呂の時間を拘束されるなんてイヤです。好きな時に好きなだけ入ります」

「お前はもう出てけ！」

「九く郎ろう様、ご飯はわたしが全部作りますよ」

「ダメだって。ノエル一人に甘えるわけにはいかない。俺たちは同じ学園生なんだ。面倒なことは分担してやるべきだろ」

「わたしは料理が面倒だとは思いません。こんな風に料理をして九郎様やミアさんのお役に立てるのでしたら、わたしは嬉うれしいですよ」

　できあがった料理を運んでくるノエル。しっぽが踊るようにふわふわと動き、そのたびにスカートがまくり上げられ、ちらちらとパンツが見える。

「……ご主人様、ノエルさんのパンツに目が釘くぎ付づけですよ」

「そ、そんなのしょうがないだろ！」

　目の前でノエルのパンツがちらついていたら、誰だって目が行くだろうに！

「ううっ、恥ずかしいです。このしっぽ、わたしの言うことを聞いてくれなくて……ふとした拍子に勝手に持ち上がったり、ふらふらと動いたりするのです」

　犬や猫はしっぽに感情が表れる。人間だって悲しければ視線が下を向くし、怒っていれば身体が強こわばる。それらと同じように感情がしっぽに出てしまう獣人は多い。

「ノエルさん、しっぽ用の穴が開いているスカートなら持ち上がりを防げますよ。購買部に頼めばすぐにサイズの合う制服を用意してくれると思います」

「わかりました。早速明日、購買部へ行ってみますねっ」

　嬉しかったのか、ぶわっとしっぽが持ち上がりパンツが丸見えになった。眼福だ。

「ふわあぁんっ、やめてやめて～っ」

「それにしてもノエルさん、ご主人様にパンツを見られても爆発しなくなりましたね。耐性がついたんですか？」

「た、耐性というわけではないのですが……その、九郎様でしたら見られてもいいのでは、と思うようになったので……。で、でも九郎様だけですよっ」












　わたわたしながら恥ずかしそうに微笑ほほえむノエル。

「ご主人様は特別だって言ってますね」

「ま、まあ獣けもの使つかいと従者だからな。そういうこともあるだろ」

　頰ほおをかきつつ、適当にごまかすことにした。




「おおー、ノエルさんの料理おいしいですね。ミアに勝るとも劣らずですっ」

　ノエルが作ってくれたのは根野菜をトマトソースで煮込んだシチューと鶏とり肉にくのソテー、香草入りソーセージの盛り合わせだ。カリカリに焼いたフランスパンをシチューにつけていただく。

「おいしそうだけど……ちょっと作りすぎじゃないか？」

　シチューは寸ずん胴どう鍋いっぱいに作り置きされ、鶏肉のソテーはチキン丸ごと三羽分、ソーセージに至っては大皿に山が築かれている。

　だがノエルを見ているうちに疑問は解消した。ぱくぱくと上品に口を動かしながら、ノエルは次々と料理を平らげていく。シチューを三回おかわりする間に鶏肉は消え、みるみるうちにソーセージの山が低くなる。凄すさまじい食べっぷりだ。

「よ、よく食べますねノエルさん」

「うう、すみません。獣人焼きをご馳ち走そうになった時は自重していたのですが、さすがに一緒に暮らすようになったら隠しきれるものではないと観念しまして……」

　恥ずかしそうに縮ちぢこまるノエル。そういえばあの時、物足りなさそうな顔してたな。

「気にするなって。好きなだけ食えよ」

「で、でも……こんな風に大食いの女の子はイヤではありませんか？」

「そんなの個性のうちだろ。いいところも悪いところも共有してみろって理事長も言ってたしな。恥ずかしいって思ってることも、いざ明かしてみたら何でもないことかもしれないぞ。いつも通りに振る舞えばいい」

「なるほど、それが強い絆きずなに繫がるのですね。では、もし九く郎ろう様も何か恥ずかしいと思っていることがありましたら、遠慮なくわたしにお話しくださいっ」

「ではミアが調べたご主人様の恥ずかしい秘密をノエルさんにお教えしましょう！」

「はあ？　お前は何を勝手に……」

　ミアはもぞもぞとタブレットを取り出し、画像を開く。そこには──

「これは吹っ飛ばされた寮の周辺に散乱してたのを撮った写真なんですけど……見てください、このエロ本、ウサ耳が生えてますよね。こっちはネコ娘ですよ。いやー、ご主人様ってこういうのが好きなんですね」

「ちょっ、待て待て待てっ！　どういうことだコレはぁっ!?」

　そこには俺の私物──秘蔵のエロ本が見開きの状態で写真に収められていた。

「わあぁ……九郎様はこういうのがお好みなのですか……」

「ち、違う！　これは俺のものじゃない！」

「あの寮に住んでいたのってご主人様以外、全員女子なんですよ。つまり男性向けのエロ本を持ってるのはご主人様だけです。あ、ほらこれキツネっ娘こですよ。しっぽなんて今のノエルさんそっくりじゃないですか？」

「あわわわ……と、年頃の女性がこんなあられもない格好をっ……」

　ノエルは顔を手で覆おおう……が、指の隙すき間まからしっかりと画像は見ている。

「いやあ、ミアも大好きですよ、ウサギ獣人バニーガールは。でもご主人様は猫娘にマーメイド、あとはラミアくらいまでしか踏み込んでません。獣人愛好家ケモノスキーとしてはルーキーもいいとこです。まずは植物系やスライム、青肌の悪魔っ娘で肌色から卒業しましょう。その後は全身被ひ毛もうの犬獣人やウロコ系で鍛練を積んでください。最終的にはバファ○ーベル、ポ○モンやマイリトル○ニーがイケるようなれば一人前です。ご主人様が立派な獣人愛好家ケモノスキーになれるよう、ミアも微力ながらお手伝いしますよっ」

「やめろ───っ！　俺をおかしな道に引きずり込むなあぁっ!!」

「だ、大丈夫です九郎様っ、いいところも悪いところもわたしと共有しましょうっ」

「エロの品定めを女子と共有する男がどこにいる!?」

　もうやめてくれ。これ以上、俺の無む垢くな男心を傷つけないでくれ……！
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「ご主人様、少しいいですか」

　食後、リビングでくつろいでいるとミアが声をかけてきた。

「ノエルさんを従者にして変わったことはありますか？　獣けもの使つかいは従者を得るとその獣技ゾイオンを使えるようになるそうなんですけど」

「前に聞いたんだが、ノエルは自分の意思で使える獣技ゾイオンは一つもないそうだ」

「えーっ、そんな獣人がいるんですか？　じゃああの爆発は？」

「あれがノエルの獣技ゾイオンなんだろうけど、自分の意思では使えない。というか感情が高ぶると勝手に爆発する獣技ゾイオンなんてもらっても嬉うれしくないぞ……」

　通常、どんな獣人でも最低一つくらいは獣技ゾイオンが扱える。ミアはどんな形にでも変形できる身体そのものが既に獣技ゾイオンだし、あり得ないくらいの怪力がヴァランの獣技ゾイオンだ。

「じゃあ従者を得ると身体的に強化されて人間よりは多少マシになるはずなんですけど、そっちはどうですか？　試しに五階建てのビルから飛び降りてみましょうよ」

「やだよ、怖こええよ！　強化されてなかったら骨折じゃ済まないだろ！」

「ご主人様ってヴァランには平然と立ち向かったくせに、変なとこでチキンですよね」

「やるだけの価値があることならともかく、度胸試しみたいなくだらないことに命を懸ける趣味はないんだよ」

「まあいいです。それは今後の課題にしときましょう。もう一つ、ノエルさんの島外退去をどうやって阻止するかです」

　目下、最大の問題はそれだ。自然と顔が厳しくなる。

「退去まであと数日、なりふり構ってる場合じゃないです。試せることは全部試す、どんなことでもやってみるぐらいの覚悟が必要ですよ」

「当然だな。俺だって最初からそのつもりだ」

　食事の後片付けをしているノエルへ視線を送る。俺はノエルを助けると誓った。約束を違えるわけにはいかない。

「でしたら、手始めとしてノエルさんとキスしてきてください」

「キっ……いや、それは最後の手段ということで……」

「ご主人様、キスぐらいで怖じ気づいてどうするんですか。キスなんて恋のＡＢＣで言えばＡですよ。ＡでダメならＢ、ＢもダメならＣまで行くつもりでいてください」

「いやいやいや！　だ、ダメだって！　Ｃなんてまだ俺、学生だし！」

「割と真剣な話なんですけどね。それでノエルさんが島外退去にならずに済むなら御の字じゃないですか。手段を選んでる場合じゃないでしょう？」

「ぐっ……そ、そうなんだけどさ。ただ俺は、そういう物理的な接触じゃなくて、もっとこう、気持ちの繫がりが大切だと思うんだよな」

　ノエルが従者になった際に引き金となったもの──それは俺がノエルの信頼に応えたいと誓った、その想おもいにある気がする。だったら俺とノエルの間にもっと強い想い、もっと強い信頼が築けるようにすることが大切なんじゃないか。そのことをミアに説明する。

「もっと強い信頼、ですか。それ、ミアは難しいと思いますよ」

「どうしてだよ」

「辛しん辣らつなことを言いますけど、ノエルさんは今以上にご主人様を信頼する気があるようには思えません。だってノエルさん、ミアたちに隠し事してますし。あの人、自分の過去に話が及ぶとあからさまにごまかしますよね」

　言われてすぐに思い当たる。そういえばノエルは自分の出自を言いたがらなかった。

「そりゃ、誰だって隠し事の一つや二つあるだろ」

「自分が島外退去になるか否かの瀬戸際ですよ。本当に信頼してるなら包み隠さずに話すと思うんですよね。それでも言わないのは、何か後ろ暗いことがあるからですよ」

「……どういう意味だよ」

「他人には知られたくない、知られたら信頼を損ねるような過去があるということです」

「でもノエルだぞ。あいつに限ってそんなことがあり得るか？」

　獣人の基点ドグマは決してごまかしが利かない。そしてノエルの基点ドグマが『挺てい身しん』であることは既にわかっている。自分の身を削そいでも人へ尽くす、そんな基点ドグマを持つものが悪さをするとは思えない。

「人は誰でも過あやまちを犯すものです。特にノエルさんは、自分の意思とは関係なく爆発するじゃないですか。故意じゃなかったとしても誰かを傷つけた可能性は十分にありますよ。でも、それを隠してるようじゃ真の信頼関係は得られないでしょう」

　可能性の話で言えば、確かに考えられる。

　だが、それならノエルはきちんと話してくれそうな気がするんだが……。

「ご主人様。ノエルさんと今以上の信頼関係を結ぶつもりなら、ノエルさんの過去を知り、それを受け入れて、ノエルさんと本音でぶつかる覚悟が必要だと思います。ご主人様が望むなら、ミアがノエルさんの過去を調べますよ。どうしますか？」

　人の過去を無む理り矢や理りに暴くなんて気が進まない。だが残された時間は僅わずかだ。今は方法など選んでいる場合じゃない。ノエルを島外退去から救うためなら何でもやってやる。

「やってみてくれ。責任は俺が取る」

「イエッサ、ご主人様。洗いざらい調べて、ノエルさんを真の従者にしましょう！」

　ニヤリと笑うミア。やり過ぎないといいんだが……。

「さて、今後の方針も決まったところでご主人様にお願いがあるんですけど」営業スマイルを浮かべる。「ミアもそろそろ従者にしてくださいよ。ミアの誠実さは試用期間で十分に伝わったと思いますし、本契約に移りたいです」

「お前が誠実かは置いといて、従者になりたいって言ってくれるのは嬉うれしいな」

　俺がヴァランと戦おうとした時、ミアは真剣に俺の身を案じてくれた。普段はふざけてばかりだが、根はいいやつだと思う。

「それならご主人様っ、どうかミアも従者にっ」

「ああ、これからもよろしくな」

　ノエルの時と同じく、互いに手を伸ばしてがっちりと握手を交わした。

　が。

「…………あれ？」

　何も起こらなかった。

「ちょっとご主人様、ミアの楔紋ギアスは？　早く楔紋ギアスをプリーズ！」

「俺に言われても困る。どうして従者にならないんだ？」

「あ、わかりましたよ。獣けもの使つかいと従者はお互いの信頼が大切ですからね。つまりご主人様はまだミアのことを信頼してないってことですっ」

「な、なんでだよ！　前はともかく今はミアのことも信じてるぞ！」

「でしたらお聞きしますけど、ミアとノエルさん、どっちが信用できますか？」

「ノエルだ」

「ひどっ！　即答じゃないですか！　ミアの方がご主人様の役に立ってるのにっ！」

「それは比べるようなもんじゃないだろっ」

　今やノエルもミアも大切な仲間だ。

「くうっ、あんなふんわり聖女様に負けるなんて屈辱ですっ！」

「お前なぁ、そういうこと言ってるから信じてもらえないんだぞ……」

「ほら、やっぱりミアのこと信じてない！　ご主人様のバカ、わからずや！」

「お前がそう仕向けてるんだろ！　人をおちょくるようなことばっか言ってさぁ！」

「女の子のかわいいジョークじゃないですか！　この程度で人を信じないとかご主人様はケツの穴の小さな男タイニー・アスホールですねっ！」

「うるせー！　お前のは間違いなくジョークの域を超えてるわ！」

「わかりました。こうなったらミアの全てを捧ささげますっ」

　言うなりミアが飛びかかってきた。

「な、なにをする気だっ！」

「肉体関係から始まる愛もありますからね。身も心も一つになりましょう！　さあ、ミアとくんずほぐれつですよ！　レッツくんずほぐれつ！」

　形を変え、ぴったりと俺の身体に張り付いてくるミア。身体を振って抵抗するが、謎の吸着力を発揮して引き剝がせない。しかも生なま暖あたたかくてちょっと気持ちいい。

「や、やめろバカ！　卑ひ猥わいなことすんな！」

「ふふふっ、ここがええのか？　ここがええのんかー？」

「パンツの中に手を入れてくるんじゃねー！　やめろって、やめっ……あーっ!?」

　二人で謎のバトルを繰り広げたあと。

　相互不信に陥っていることが従者になれない原因だという結論に落ち着いた。
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「ということでノエルさん、まずはご主人様とキスをしてください」

「ふええぇっ!?　い、いきなり何ですか!?」

　洗い物を終えてリビングにやってきたノエルが仰天する。しっぽが跳ね上がってパンツが丸見えだった。

「おいミア、その話はさっきしただろ！　キスは最後の手段だ！」

　ミアをクッションで押しつぶす。

「く、九く郎ろう様はわたしとキスをするのが……お嫌なのですか？」

「イヤってわけじゃない。でもキスは恋人同士がするもので、獣けもの使つかいと従者だからとか、絆きずなを強めたいとか、そんな理由でキスをするのはおかしいだろ」

「た、確かにその通りですっ」

「キスなんて、ぶちゅーって唇をくっつけるだけですよ」

「お前はロマンがねえな！　初めてのキスはそういうもんじゃないだろっ！」

「そうです、キスはロマンなのですっ」

「お二人ともピュアですね。正直羨うらやましいです」

「ミアはそういう経験があるのかよ」

「ないですけど、ミアはスライムですから。全身が体液の塊なので、粘膜を触れ合わせるって意味で言えば、ミアの場合は握手もキスなんです。ロマンとか気にしてたら、ミアは外を歩くこともできないですよ」

　そうか……大変だな、スライムって。

「ま、ミアのことはいいです。ノエルさんはどうしたいんですか？」

「わたしは九郎様ともっと親しくなって侶りよ伴はん階位へ進みたいです。そうすることで獣使いである九郎様にお力添えができると鈴すず鹿かさんから聞きました。助けていただいた九郎様のためにも、わたしは九郎様のお力になりたいのです」

「気持ちは嬉うれしいけど、だからって階位を進めるためにキスはできないだろ」

「確かにロマンは捨てきれないです。でも九郎様がお相手なら……いいかな、とか？」

　ちらっ、と俺に視線を送ってくるノエル。やめろ俺を惑まどわすな。

「ご主人様、ロマンを守ってノエルさんが島外退去になってもいいんですか？　ノエルさんがいいって言ってるんですからご主人様も覚悟を決めてくださいよ」

「だからそういう物理的なことじゃなくてだな……！」

「あーもー、じれったいですね。じゃあ別のことを試してみたらどうです？」

「別のこと……とは、例えばどんなことでしょうか」

「一緒のベッドで寝てみるとか」

「はああ!?　ダメに決まってるだろ、このピンクゼリー野郎が！」

「よ、よろしくお願いします、九く郎ろう様……」

「ええええーっ!?」

　まずい。ノエルの貞操観念が崩ほう壊かいしつつある気がする。




　ぽちゃん、と天井から水滴がしたたり落ちた。

「はあ、落ち着くなぁ……」

　熱い湯船に浸つかって、ようやく人心地ついた。日本人だからか、一日の終わりには風呂が欠かせない。シャワーだけでは得られない至福の一ひと時ときだ。以前の寮は風呂が狭かったが、ここは湯船でゆったりと足が伸ばせる。これだけでも引っ越してきた甲か斐いはあった。

「九郎様、よろしいでしょうか」

「ん？　どうしたんだ？」

　外からノエルの声が聞こえてきた、と思ったら。

「し、失礼しますっ」

　風呂の戸を開けてノエルが入ってきた。小さなタオルで前を隠し、全裸で。

「な、何してんだお前っ!?」

「うっく、そ、そのっ……九郎様のお体をお流ししようかと思いましてっ……」

　羞しゆう恥ちで顔を真まっ赤かにしながらも引く意志はないようで、後ろ手に扉を閉める。

「待てって！　どうしていきなりそんなことを……あ、わかった。おいミアっ！　これはお前の差し金だなっ!?」

「い、いえ、わたしがミアさんに相談したのです！　もっと九郎様と仲良くなるにはどうすればいいかお聞きしたところ、九郎様の故郷ではお風呂でスキンシップを取る風習があるとお聞きしまして……」

「同性ならそういう話もあるけど異性と入ることはねえよ！」

「ふええぇっ!?　そ、そうなのですか!?」

　やっぱりミアのせいか。あいつ説教しないとダメだな……！

「とにかく、誤解だってことはわかっただろ。目閉じてるから早く出て行ってくれ」

「……で、ですがせっかく勇気を出して来たわけですし、何もせずに退場するのは不本意です。よろしければお背中だけでも洗わせてくださいっ」

「よろしくない！　早く出て行けって！」

「うっ、ぐすん、覚悟を決めて殿方の前で裸になったのにっ……初めてがこんな形で終わってしまうなんて、九く郎ろう様はつれないお方ですっ……」

「わ、わかったよ！　泣くなよ！　あー、背中かゆいし誰かに洗って欲しいなー！」

「でしたらぜひわたしにっ」

　仕方ない。さっさと満足してもらって、さっさと出て行ってもらおう。

　湯船を出てノエルに背中を向ける。

「わあぁ……九郎様のお背中、逞たくましいですね。鹿か角づの様と一緒です」

「師匠の身体を見たことがあるのか？」

「はい、ありますよ」

　しゃかしゃかとボディソープを泡立てるノエル。後ろに素っ裸のノエルがいると思うと、いやが上にも緊張してくる。

「では、洗わせていただきますね」

　むにゅっとした、温あたたかい何かが俺の背中に触れた。

　これは明らかにタオルの感触じゃない。だとしたらこれは……。

「んっ……どうですか、九郎様っ」

「聞いてもいいか、ノエル。お前は一体何を使って身体を洗ってるんだ？」

「か、身体ですが」

　身体を洗うのに、身体を使っている。

　ってことは、いま俺の身体に触れているのはノエルの身体……って。

「おいい!?　いくら何でもそれはダメだろ!?」

「きゃっ、だ、ダメです九郎様っ、いまこちらを向いてはっ！」

　振り向きかけたが、すぐに顔を戻す。一瞬、ちらっと胸の膨らみが見えてしまった。

「お、お前の国ではこれが普通なのか……!?」

「いえ、でも身体を接触させた方が、より親密になれるとミアさんが……」

　やっぱりミアか！　あの野郎、絶対にあとでシメてやる！

「とにかく続けますね」

　ノエルは身体を上下に動かして、俺の身体を洗い始める。ノエルの持つ穏和な魔ま素その波、そして柔やわらかな感触。両方が伝わってきて頭がおかしくなりそうだった。

「ふっ、ふおおおおおおぉぉぉぉっ……!?」

　まずい、このままじゃ脳がオーバーヒートする。こういう時はフィボナッチ数を数えるといい。師匠がそう教えてくれた。フィボナッチ数列は黄金比をつかさどる、世界で最も美しい数列なのだ。

「一、一、二、三、五、八、十三っ……！」

「九く郎ろう様っ、気持ちいいですかっ？」

「気持ちいいよ！　色々と大変なんだよ！　頼むから早く終わらせてくれぇっ！」

　襲いくる煩ぼん悩のうに必死で耐えながら、俺は悲鳴を上げた。
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「ちょっとクロウ、いつまで寝てますの？　もう昼休みですわよ」

「んあ……？」

　目を覚ますと教室だった。どうやら授業中に寝てしまったらしい。

　風呂場で想定外の苦行を強いられた後、ヘロヘロになって寝ようとしたらノエルが俺のベッドへ潜り込んできたのだ。ノエルは寝付きがいいらしく、ものの数分で寝てしまったが俺は違う。間近でノエルの寝息が聞こえるせいで寝るどころじゃない。

　入れ知恵をするミア、愚直に実行へ移すノエル。二人のせいでＫＯ寸前だった。

「悪い、シルヴィ。起こしてくれてありがとな」

「居眠りなんてしてどうしたんですの？　ミー太た先生が呆あきれていましたわ」

「陰いん湿しつなイジメに遭って苦労してるんだよ……」

「そ、そうなんですの？　大丈夫なんですの？　困っているなら手を貸しますわよ？」

　心配そうな顔で尋ねてくるシルヴィ。

「大丈夫だ。これは俺が何とかしなきゃいけない問題だからな」

「もしわたくしにできることがあったらおっしゃってくださいな。力になりますわ」

　どうやら本気で心配してくれてるらしい。意外と気のいいやつだな。

「と、ところでクロウ」恥ずかしげに指をくねくねさせる。「先日、あなたがわたくしを辱はずかしめた一件で、どう責任を取るつもりなのか伺うかがいたいのですけど……」

「もうさんざん謝っただろ。それで許してくれよ」

「む～っ、わたくしのアレを見たのに、謝っただけで済ますつもりなんですのっ!?」

「あ、アレとか言うな！」

　確かに謝っただけで済ませろというのは虫がいい。

　でも、だったらどうすればいいのか。

「大変だね、鏑かぶら城ぎくんも」

　返答に困っていると、イグナスが声をかけてきた。

「この前食事の約束をしただろう？　どうだい、僕と一緒に食べに行かないか？」

「よ、よーし行こう！　すぐ行こう！」

　おそらくイグナスは気を使って俺に助け船を出してくれたんだろう。できるやつだ。

「ちょっとお待ちなさいっ！　先約はわたくしですわよ、イグナス！」

「先約と言うなら僕が鏑かぶら城ぎくんと約束をしたのは一週間前だが」

「なっ!?　で、ですが、わたくしはクロウと大事な話があるのですっ！」

「それならこの三人で一緒に食べるっていうのはどうかな？」

「ふむ～……いいでしょう、妥協しますわ」

　しぶしぶ、といった様子でシルヴィは了承した。




　学園内の商店街はかなり入り組んでいる。大通りからは細い路地がいくつも延びており、小さな店がいくつも並んでいた。イグナスに誘われ、そのうちの一つに入る。

「この店は僕のお気に入りでね。専用の特別メニューがあるんだ。君たちもどうだい？　ここは僕の奢おごりでいいから、一度食べてみるといいよ」

「特別メニューか、そそられるな」

「わたくし、特別メニューでお願いしますわ」

　現れた店員に「いつものを三つ」と伝え、イグナスは上機嫌で話し始める。

「実は鏑城くんに聞きたいことがあったんだ。あちこちで噂うわさになっているんだけど、君があのヴァラン・アクセロを倒したっていうのは本当かい？」

「ヴァランを知ってるのか？」

「百ひやく獣じゆう学園では荒くれ者で有名だからね。僕もあいつには何度か煮え湯を飲まされたことがあるよ。ヴァランは凄すさまじくタフな上にパワーもスピードも桁外れだ。学園自警団ビジランテですら手を焼くくらいだからね。君が倒したって聞いた時は驚いたよ」

「学園自警団ビジランテは無能だと言いたいんですの？　ヴァランは旗色が悪くなるとすぐ逃げ出す臆病者なんですわ。だから捕まえられないだけなんですのよ」

「そう、ヴァランはあれで頭がいい。自分の実力と引き際をわきまえてるんだ。それは有能だってことだよ。だからなおのこと不思議なんだ。失礼だけど鏑城くんは無等級の獣人だよね。一体どうやってあのヴァランを倒したんだい？」

　ううん、突っ込まれたくないところに矢が飛んできたな。適当に答えておこう。

「俺は昔から鹿か角づのさんの元で修行を積んできた。だから腕には多少覚えがあるんだよ」

「鹿角って……もしかしてあの獣じゆう巴は拳けんの!?」

「意外だな、イグナスが俺の師匠を知ってるなんて」

「伝説の教師だからね。この学園で知らない人なんていないんじゃないかな」

「わたくしは知りませんわ。誰なんですの、それは」

「……シルヴィくんは置いておこう。ということは鏑城くんも獣じゆう巴は拳けんの使い手なんだね。だからヴァランを倒せたのか。ありがとう、興味深いことを聞かせてもらったよ」

　ふむふむと頷うなずくイグナス。隣では「カヅノって誰なんですのー!?」とシルヴィが騒いでいるが敢あえて無視しておく。

「お礼と言っては何だけど、何か僕に聞きたいことはないかい？　今日は授業中に寝ていたみたいだけど、悩み事があるなら相談に乗るよ」

　悩み事ならある。ノエルへの対応だ。ミアの入れ知恵があるとはいえ、あいつも自分なりに考え、真の従者になるため努力をしている。とはいえ、正直ベッドに潜り込んでくるのは勘弁してもらいたかった。

「例えばだけど、特定の相手と強い信頼関係を結ぶにはどうしたらいいと思う？」

「そうだなぁ、まずは噓うそをついたりせず真摯に対応することが前提だろうね。信頼の基礎はいいことも悪いことも包み隠さず開示すること。いいことばかり言う人は信用できないだろう？　そして相手が大切に思っていることを尊重する。こんな感じかな」

「いいことも悪いことも包み隠さず、か……」

　ノエルは俺たちに隠し事をしている、とミアは言っていた。確かに、それでは本当の信頼は勝ち得ない。ミアの調査で何かわかれば前に進めるんだろうか。

「腑ふに落ちないという顔だね、鏑かぶら城ぎくん。もっと具体的な方法が知りたいのかな？　だったら教えて欲しいんだけど、その相手は同性？　それとも異性？」

「異性だな」

「それなら簡単だよ。デートに誘ってみればいい」

「で、デート？　デートって好きな人とするもんじゃないのか？」

「ははは、鏑城くんはシャイだね。僕の国では、女性を見かけたらとにかくデートに誘う。それが女性に対する礼儀で、仲良くなりたいという意思表示でもあるんだよ」

「随分とキザなお国柄ですこと。わたくしとしてはもっと段階を踏んで欲しいですわ」

　なるほど、そういう文化もあるか。デートに誘ってみるのはありかもしれない。

「ちなみにその異性っていうのはノエルくんのことだろう？」

「ばっ……ちげえよっ！」

「ノエルくんの視線を見ていればわかるよ。ずっと君を見ているからね」

「ちょっとクロウっ、どういうことなんですの!?　わたくしというものがありながらノエルさんと浮気をしているなんてっ！」

「いや待て！　そもそも俺とお前は付き合ってないだろ!?」

「そ、そうですけれどぉっ……」

　何だろう、この態度。シルヴィのやつ、ちょっとおかしくないか？

「ははは、モテモテで羨うらやましいね。君とノエルくんはお似合いだと思うよ。ただ、ノエルくんには少し気をつけた方がいいかもしれない」

「気をつけるって、何を？」

　首をかしげる俺に、イグナスが表情を引き締める。

「ノエルくんは、かつて自国で大罪を犯したという噂うわさがある。現場に居合わせた者の話では悪鬼の所業だったとか。島外退去を命じられたのはそれが原因らしいよ。今の彼女からは想像もつかないし、ただのデマかもしれないけどね」

「ノエルが、大罪を犯した……!?」

　そんなまさか。信じられない。

　あいつの基点ドグマは挺てい身しん──身を尽くして誰かに奉仕することを第一の心情として規定された存在だ。罪を犯して隠すようなやつじゃない。明らかに矛む盾じゆんしている。

　だが、ミアの言う通りノエルが何か隠し事をしているのだとしたら。信じる人間にすら隠したい過去があるのだとしたら──

「そんな話、わたくしは初めて聞きましたわ。ノエルさんが島外退去になったのは浮ふ島とうの重要施設を爆破したことが原因ではなかったんですの？」

「あくまで風の噂だからね。何が正しいかは人によっても違うと思う。ただ、鏑かぶら城ぎくんは知っておいた方がいいかなと思ってね。噂に惑まどわされないためにも」

「……ありがとう、イグナス。心配してくれて」

　ノエルを本当の意味で信頼するためには、あいつの全てを知る必要がある。ミアが言っていたことの意味が、今になってようやく吞み込めてきた気がした。

「本当にただの噂話だからあまり深刻にならないでね。僕は二人の仲を応援するよ」

「おう、サンキューな」

　雑談に興じていると、給仕さんが料理を持ってやってきた。

「さあ、来たよ。それじゃ食べようか！」

「うっ……！」

「こ、これはなんですのっ!?」

　俺たちの前に置かれたのは、想像を絶する代物だった。

　食べ物の分類で言えば、ラーメンだ。しかしスープは真まっ赤かで、こぽこぽと泡がわき出している。この様相を一言で表現するなら──

「血の池地獄……？」

「これこそが僕専用の特別メニュー、様々な香辛料を絶妙の配合で一つの器に収めた奇跡の逸品、究極マツクス担たん々たん麵めんだッ！」

　イグナスは器を前にして興奮していた。こいつ、意外と熱いな。

「さあ食べてくれ！　この灼しやく熱ねつに心を焦こがしながら存分に堪能してくれたまえよっ！」

　言うなり、イグナスは猛烈な勢いで担々麵を食べ始める。

「い、いただきます」「いただきますわ……」

　真紅に染まった担々麵を、おそるおそる口にする俺とシルヴィ。

「……あ、うまいな」

「本当ですわ、思ったより普通ですわね」

　濃厚なとんこつスープにたまご麵の甘みが加わり、味わいはすごくまろやかだ。スパイスもほどよく、のど越しはまるで全てを焼き尽くす地獄の業ごう火かを思わせ──

「かっれええええぇぇっ!?」

「あうふぁっ、えほっ……こ、これは後から来る辛からさですわぁっ!?」

　口の中と喉が焼けるような感覚。慌てて水をガブ飲みする。

「そう、これが快感！　マックスホット!!」

　かき込むようにして担たん々たん麵めんをすすり、神を賛美するかのように吠ほえるイグナス。

「ああうまいよっ、このほとばしるような辛からさが、熱い滾たぎりが僕に生きている実感を与えてくれるっ！　さあ、君たちも心身を踊らせながら食べるといいさっ！」

「い、いやこれはっ……うぐっ、ハンカチを忘れた！」

「仕方ありませんわね、これを使ってくださいな」

　慌てて水を飲み、こぼしてしまった。シルヴィがハンカチを差し出してくれる。

　が、ハンカチで濡ぬれた口の周りを拭く俺を見て、イグナスが固まった。

「えっと、鏑かぶら城ぎくん……それ本当にハンカチなのかな」

「は？　なにを言ってるんだ？」












　シルヴィから借りたハンカチを開く。縁ふちにフリルのついた三角形の可愛かわいらしいハンカチだった。少し温あたたかいけど、これはきっと──

「ぎゃああああ───っ！　そ、それはわたくしのパンツぅーっ!?　しかもさっきまでわたくしが穿いていたものですわっ!?」

「ぶふううぅっ!?　な、なんでおまっ、パンツを渡したぁっ!?」

「しし、仕方ないでしょうっ、飛ぶためには脱ぐしかないんですものっ！　ああっ、ハンカチと同じポケットに仕し舞まったのが失敗でしたわー！」

　じゃあ何か。俺はシルヴィの脱ぎたてパンツで顔や口を……。

「も、もういい！　返す！」

「いりませんわよっ、激辛スープが染み込んだパンツなど穿けるわけがないでしょう!?　クロウに差し上げますわ！」

　差し上げるて。どうすりゃいいんだよ、これ……。
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　今日は休日だ。イグナスの進言通り、ノエルをデートに誘ってフェルテの繁華街へとやってきた。お誘いをかけたらノエルはしっぽをパタパタさせて喜んでくれた。

「あの、九く郎ろう様。着てみたのですが、見ていただいていいでしょうか」

　しっぽが生えたノエルは下着や服を新調する必要があった。そのため二人でしっぽ獣人用の洋服ブランドが揃そろうデパートへと来ている。

「いいじゃないか。しっぽの部分はどうなってるんだ？」

　今まではスカートの中からしっぽが出ていたため、しっぽが動くたびにスカートがめくれ上がっていた。今は腰の付け根辺りからしっぽが出ている。

「しっぽのところに穴が開いています。魔ま装そう具ぐになっていて、自動的にフィットするみたいですよ。ふふ、もうパンツが見られなくなってしまいますね」

「ようやく落ち着いて暮らせるな」

「ええーっ!?　わたしのパンツはもう見飽きてしまったのでしょうか……」

「いや見飽きてないから！　毎日ドキドキしてるから！」

「それはよかったです」

　何がいいのか。

「でもそれ、脱ぐときはどうするんだ？」

「起動語ブートワードを唱えると穴が自動的に緩んで脱げるそうですよ。ええと、確か『脱衣アンドレス』だったような……」

　その言葉を口にした途端。

　すとん、とノエルのスカートが下に落ちた。その下は当然、パンツで──

「きゃ─────っ!?」

「おまっ……バカか、ここで言うなよっ！」

　スパーンと剛速で試着室のカーテンを閉じる。大丈夫、誰も見てない。俺以外は。

「うう～、早速パンツを見られてしましました……」

「頼むからドキドキさせないでくれ」

　心臓に悪すぎる。




　洋服ブランドの店をいくつか見て回り、ノエルの服を買った。

　ノエルは何を着ても似合うため、どれがいいですかと聞かれても返答に困ってしまう。ノエルの素晴らしい着こなしに、見知らぬ男が何度か「モデルをやってみないか」などと声をかけてきたが、ノエルは「わたしには主人がいますので」と全て断ってしまった。

「なあ、ノエルがさっき言ってた主人って……もしかして俺のことか？」

「そうですよ。九く郎ろう様はわたしのご主人様ですから」

　上機嫌で隣を歩いているノエル。もしこんなかわいい子に「ご主人様」なんて言われたら、誰でも参ってしまうだろう。俺も同じだった。

「あの、今日はわたしと九郎様のデートなのですよね。でしたら……記念にわたしと手を繫いでいただけませんか？」と、恥ずかしそうに手を差し出してくる。

「わ、わかった」

　そっと手を繫ぐ。ただ単に手が触れ合っているだけなのに心臓が口から飛び出しそうなほど胸が高鳴る。ノエルも照てれているのか、手に熱が篭こもっていた。

「ノエル、こっちに行ってみるか？」

「はいっ」

　ノエルは俺に引かれるようにしてついてくる。半歩後ろを歩くので、どうしても俺が引っ張る形になってしまう。まるで犬を連れて歩いているような気分だった。

「ノエルって人なつっこい犬みたいだよな」

「犬ですか？」

「あ、いや、別に悪口じゃないぞ。素直で親しみやすいって意味だからな」

「ふふふ、わたしは犬の獣人かもしれませんね」

　そういえばノエルは何の獣人か未いまだにわからないって言ってたな。

「わんわんっ……なんちゃって」

　ぺろっと舌を出してみせたノエルの仕草は、凶悪なほど可愛かわいらしかった。




「わああぁ、綺き麗れいですっ！　これ欲しいなぁ……！」

　ノエルは陳ちん列れつされた宝石と同じくらい目をキラキラさせてショーケースに魅入っている。道すがら宝石を扱う貴金属店があり、ノエルが見たいというので立ち寄ったのだ。

「彼氏さん、恋人へのプレゼントにいかがですか？」

　店員に言われて冷や汗が流れる。ノエルの視線の先にあるのは、大粒のダイヤがあしらわれた指輪──お値段なんと二〇〇万円。逆立ちしても買える値段じゃない。

「や、内臓売っても無理だと思うんで遠慮しときます」

「あわわ、すみません……夢中になってしまいました。昔からなぜかキラキラしたものや光るものに目が吸い寄せられてしまう癖がありまして」

「キラキラって、クリスマスのイルミネーションとか？」

「はい、大好きですっ！　できればベッドの周りに飾って毎日眺ながめていたいですねっ」

「それは気になって眠れないんじゃないか……？」

「確かにそうかも……あっ、これは」

　ショーケースを眺めていたノエルが一つの指輪の前で立ち止まる。ディフォルメされた動物が象かたどられており、動物の目に当たる部分には小さな青玉サフアイアが埋うめ込まれていた。

「何の動物なんだ？」

「狼ですね。狼は強さと、冷酷さと、優しさを兼ね備えた動物です。群れで狩りをし、家族を大切にするので、家族の守護を象徴する生き物だと言われています」

「言われてみれば狼に見えるな。こういうの詳しいのか？」

「これと同じものを持っていたのですが、ここへ来る前になくしてしまいました」

　ノエルは弱々しく笑う。

　と……ノエルのお腹なかがくるる、と音を立てた。

「もうお昼だな。どこかでご飯でも食べるか」

「あうう、恥ずかしいです……」




　目が覚めると、ノエルの顔が間近にあった。

「九く郎ろう様、お目覚めですか」

「なっ……!?」

　気付くと、公園でノエルの太ももに頭を乗せて寝ていた。

　お昼はノエルの希望で「三十分で食べきったらタダ」という超大盛りを出す店を選んだ。特盛りを頼んだノエルに釣られて同じものを頼んだのが間違いだった。何とか食べきったものの、動くのも億おつ劫くうになるほど腹が膨れ、公園で一休みすることになり……いつの間にか寝てしまったらしい。

「す、すまん、今すぐ起きるから」

「いえ、わたしは大丈夫ですから、もうしばらくゆっくりしていてください」

　柔やわらかく微笑ほほえむノエルに魅せられ、おとなしく膝ひざ枕まくらに頭を戻す。

「ふふ、九く郎ろう様の寝顔を堪能してしまいました。とても可愛かわいかったですよ」

「やめてくれ、可愛いなんて言われても困る」

　恥ずかしくて顔を逸そらす。ノエルの柔らかな肌の感触が心地よかった。

「今日は九郎様の色々な顔が見られました。デート、楽しかったですね」

「そうだな。ノエルが光り物に興味があるとは思わなかった」

「うう、キラキラしたものを見ると身体がうずうずしてたまらなくなるのです」

「猫かよ。と、そういえば猫獣人は猫じゃらしとか見ると身体が疼うずくって聞いたな。飛びかかりたくなるらしい。ノエルのキラキラ好きも同じなのかもな」

「猫だったり犬だったりで、本当にわたしは何の獣人なんでしょうね」

　困った顔で笑う。

「……なあ、ノエル。その角つの、触らせてもらっていいか？」

「いいですよ」

　ノエルは耳の後ろ辺りから左右に二本ずつ、合計四本の角が生えている。触れてみると、表面は硬いにもかかわらず仄ほのかに温あたたかかった。

　意識を集中し、ノエルの内で揺蕩たゆたう波を読み取る。やはり基点ドグマは『挺てい身しん』だ。

　しかしわずかな違和感があった。

　今までにない何か。正体を探るために波間を奥へ遡さかのぼると──




　そこは暗闇だった。

　辺りを窺うかがっていると向こうから何かがやってくる。

　最初、それは暗闇にまたたく星のように小さな光の粒だった。だが次第に光の塊は大きくなり、神々しい白銀の奔ほん流りゆうへと変わっていく。

　これは──ノエルだ。わけもなく確信した。

　輪りん郭かくを持たない光の塊は、徐々に何かの形を作り始める。

　それは一匹の大きな獣だった。鋭するどい爪つめを持った強きよう靱じんな四し肢しがあり、多くの牙きばを口の中に隠し持っている。頭には立派な角が生え、全身が白銀に光る豊かな被ひ毛もうで覆おおわれていた。そして背中には虹色に輝く六枚の大きな翼つばさが広がっていて。

　巍ぎ然ぜんとしたその風ふう采さいはこの世のどんな生き物にも属さず、ただひたすらに神々しく。

　それは神に属する獣──竜種の姿だった。

　突然、竜が俺を見据え、咆ほう哮こうをあげた。身体が引き裂かれるかと思うほどの大だい音おん声じように、抗あらがいようのない恐怖を覚える。そして竜は顎あぎとを大きく開き、俺を──




「く、九郎様、九郎様っ……どうされたのですか!?」

　ノエルに呼ばれ、我われに返った。

　慌てて周囲を確認する。午後の日差しが眩まぶしい、のどかな公園だ。

「はあっ、はあっ……」

　息が荒い。今のは何だったんだ。

「大丈夫ですか？　突然苦しそうなお顔をされたのでびっくりしました」

「わ、悪い。変な夢を見ただけだ。心配ない」

　無む理り矢や理りに笑ってみせ、深呼吸をして何とか平静を取り戻す。

　目を閉じると先ほどの光景がありありと蘇よみがえってくる。

　かつて一度だけ、物の本で読んだことがある。全身が豊かな白銀の毛で覆おおわれた、虹色の六枚翼つばさを持つ竜がいると。その竜種の名は──魔鋼乾竜ミスラルドラゴン。

　竜種は体表面の色により黒竜ブラツクや緋竜レツド、蒼竜ブルーなど大まかに区分されている。だが魔鋼乾竜ミスラルドラゴンは別格だ。確認された例が少なく、存在自体が伝説のようなものだ。

　しかし不思議だった。以前にノエルの基点ドグマを探った時には、竜種が持っている力強さは感じられなかった。今もそうだ。ノエルからは穏やかな波が放たれており、先ほどの光景で見たような、激しく荒々しい力は感じない。

　一体どうなってるんだ──？

　わけがわからず、ノエルの膝の上で唸うなっていると。

「おー、膝ひざ枕まくらですか。ちゃんとデートしてるみたいでよかったです」

「み、ミアっ!?」

「どどど、どうしてここにいらっしゃるのですか!?」

　聞き覚えのある声がした、と思ったらミアだった。慌てて起き上がる。

「いやあ、ミアがいないと色々と勝手がわからないこともあるかなと思いまして。なんせお二人は初めてのデートですからね。ラブホテルの入り方もわからないでしょうし」

「ラブホテル？　普通のホテルとは違うのですか？」

「違いますね。ホテルは泊まることが主目的ですけどラブホテルは……むぐっ!?」

「ミアぁ、ノエルに変なこと教えるのはやめような？」

　口を塞ふさいで締めつける。最近、ノエルが大胆になってるのは全てこいつのせいだ。少し懲らしめてやらないと。

「どちらにしろ、九く郎ろう様とわたしがホテルに泊まる必要はありませんよね。わたしたちは同じおうちに帰るのですから」

　嬉うれしそうに告げるノエル。まるでそれが、とても大切なことであるかのように。

「そういうことだ。よし、帰るかノエル」

「はい、帰りましょうっ」

「何を言ってるんですか、男と女の夜はこれからで……むごごっ!?」

　ミアを黙らせ、三人で帰途につくのだった。
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「やあやあ、お姉さん！　ちょっと寄っていかない？」

　俺とノエル、ミアの三人で夕暮れの帰り道を歩いていると女の子が近づいてきた。

　人間で言えば中学生くらいだろうか、栗くり毛げ色の綺き麗れいな髪をしており童顔でかわいらしい。頭には尖とがった耳、おしりには大きくて立派なしっぽが生えている。どうやらキツネ獣人のようだ。手に募金箱を抱えている。

「わたしにご用でしょうか」

「うん、あたし募金のお願いをしてるんだ。お姉さんも協力してくれたらって思って」

「いいですよ。わたしはノエル・エクセルシアと申します」

「ご、ご丁寧にどうも。あたしはベッキーノ、みんなはベッキーって呼ぶよ」

　いきなり名乗りをあげたノエルに面食らいつつ、少女も応じる。

「ミアは募金ってあまり好きじゃないですね。本当に恵まれない人に届いてるのか怪しいんですもん。実際、ミアはそんなお金もらったことないですし」

「ひねくれてるなー。あたしが所属してるのは浮ふ島とう連合難民支援センターっていうお墨付きをもらった組織なんだけどね。まあ無理に信じろとは言わないよ」

　ミアは気に入らないらしく、ぷいと顔を背そむけてしまった。

「どのような活動をされているのですか？」

「支援物資の調達や輸送、医療チームの派遣。後は国に難民受け入れを申請したりとか。今はネーベリア共和国で家を失ったり孤こ児じになった子を助ける活動をしてるよ」

「……そうでしたか」

　話を聞いて顔を曇くもらせるノエル。

「ネーベリアって確か、二年くらい前に『獣人革命セリアンスプリング』が起きたとこか」

「そ、革命で焼け出された難民や孤児には獣人も多いからね。ここで募金活動してるの」

　二年前まで、ネーベリアは共和国ではなく王国だった。しかし内紛が起こり王制は崩ほう壊かい、民主制の新政府が誕生した。国内はお祭り騒ぎだったが、騒動で一番のとばっちりを受けたのは力の弱い者たちだった。

「犠牲になった方々には、なんと申し上げればいいか……本当に痛ましいことです」

「ま、ちょっとでいいから募金してよ。子供たちのためになるからさ」

「はい、もちろんです！」

　ノエルは紙幣の束を取り出し、ためらうことなく全て募金箱に入れてしまった。

「えっ？　待って待って！　今のかなり大金だったよ!?」

「はい、ネーベリアの皆さんが少しでも楽に過ごせるのでしたら、わたしも嬉うれしいです」

「ノエルさん、今のって今月の生活費、ほぼ全額じゃないですか？」

　信じられないものを見た、という顔をするミア。

「本来でしたらわたしが働いて得たお金を差し上げるべきだと思うのですが、残念ながらわたしの手元にあるのはこれだけなので」

「やや、募金一つで何もそこまで思い詰めなくても……」ベッキーが苦笑いを浮かべる。

「住むところを失ったり、大切な方を亡くされた方の辛苦と比べれば、わたしの苦労など苦労のうちには入りません。いま苦しんでいる方たちは、もっと幸せに生きていくことができたはずなのです」

　困った顔をして、ベッキーが俺に助けを求めてきた。

「ノエル、ちょっとやり過ぎじゃないか？」

「わたしはいつも周りの皆さんにご迷惑をかけています。皆さんのお役に立ちたいのに、いつも空回りしてしまう。わたしにできることは限られていますから、皆さんが喜んでくれることは何でもしたいのです」

「何でもねえ……じゃあ、たとえばの話だけどさ」ため息をつくベッキー。「もし自分の命と引き替えに大勢の人を助けられるとしたら、お姉さんはどうする？」

「本当にわたしの命一つで済むのでしたら、差し上げます」

　ノエルはためらうことなく答えた。

「迷いはないの？」

「昔は迷いました。でも今ならきっと、迷わないと思います」

　ノエルは透とう徹てつした笑みを浮かべている。

　その横顔は、触れたら壊れてしまいそうなほど透き通っていた。
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　午前〇時。ベッドに入ったものの、なかなか寝付けなかった。

　先ほどの光景──ノエルの透き通った微笑ほほえみが脳裏に焼き付いて離れない。物もの憂うげで、慈愛に満ちたそれは絵画のように優美だった。いま思い出しても胸がドキドキする。これは一体何なのか。

「ずばり、それは恋ですね」

　囁ささやくような声が聞こえて目を開けると──天井からミアが生えていた。

「グッイブニン、ご主人様」

「なあぁっ……!?」叫びかけ、慌てて口を塞ふさぐ。

「静かにしないと隣で寝てるノエルさんが起きちゃいますよ」

「今は夜中だぞっ、何しにきたバカスライムがっ」

「スライムって夜行性というか暗行性なんですよねー。もともと暗い洞窟の中で、上からべちゃっと落ちてきて獲物を捕るってスタイルですから。それに忍び込むならやっぱり夜の方が有利ですし」

「お前はともかく俺は普通の人間なんだよっ、夜は寝る時間なのっ」

「少しお話がありまして。部屋の外でいいですか？」




　ミアに連れ出され、二人でリビングへと向かう。

「探索に出していたスラちゃんが戻ってきたのでご主人様にご報告しようと思いまして。わかりましたよ、ノエルさんが隠してる過去のこと」

「……わかった、聞かせてくれ」

　ついに来るべき時が来た、ということか。

「昨日の帰り道で見かけたネーベリアの難民支援、あれにノエルさんが反応してたの気付いてました？　引っかかったんで調べてみたんですよ。ネーベリアは少し前の獣人革命セリアンスプリングで体制が変わりましたけど、あの革命は変なとこが多いんです。反王室デモの武力鎮圧で民衆が蜂ほう起き、それに乗じてネーベリア国軍の獣人部隊がクーデター、王室を打倒して民主政権を樹じゆ立りつ、ってとこまではお定まりの路線なんですけど。新政権のトップになるはずだった元ネーベリア国軍獣人部隊の司令官、ゲラルド・Ｊヨハン・フィアルカ中将は部下たちとともに突然、消息不明になってるんですよ」

「消息不明？」

「どこかで流れ弾に当たって死んだとか臆病風に吹かれて密ひそかに逃亡したなんて噂うわさもありますが、どれも信しん憑ぴよう性せいに欠けます。ミアはこの動画に答えがあると思ってます」

　ミアはタブレット端末を操作し、画面をこちらに向けてきた。動画が再生されており、ビルの屋上でパーティーをしている人々が映し出されている。きらめく夜景と楽しげな声が聞こえてくる映像が十秒ほど流れた後。

「なっ……！」

　突然、画面が真っ白になった。露出補正がかかって浮かび上がったのは、白々と輝いて真昼のように明るい空と、人々が不安そうにその光景を見守る姿だった。

　その後、地鳴りのような音が響いて揺れと叫び声があがり、動画が終わった。

「これは獣人革命セリアンスプリングにより王室の指導者たちが拘束された日に、ネーベリアの首都で撮影されたものです。他にも周辺地域で似たような映像が撮影されていてネットにアップされてます。この直後にゲラルドの消息が摑つかめなくなりました。……ところで今の光景、どこかで見覚えがありませんか？」

　タブレットを操作し、シークバーをいじって爆発の瞬間を見せるミア。

　今日初めて見た映像で特に既視感はない。

　だが──空を照てらす、澄すみわたる月のように冴さえ冴ざえとした白銀の煌きらめきは。

「……ノエルの爆発か？」

「そう、規模はまるで違いますけど似てますよね。ネーベリア、難民支援、獣人革命セリアンスプリング、体制崩ほう壊かい、白銀の爆発。何かが見えてきませんか？」

　点と点が繫がれば線ができる。しかし曖あい昧まいでまだ形として見えてこない。

「教えてくれ。ノエルは何を隠しているんだ」

「ネーベリアで獣人革命セリアンスプリングが起こる少し前、その契機となった一つの事件があります。サンクトベナリス空港占せん拠きよ事件です」

「ああ、あったな。獣人テロリストが人質を取って空港に立てこもったんだろ」

「政府はテロ事件として警察の特殊部隊を送り込みますが、テロリストたちは戦闘能力の高い獣人たちで構成されていて、全く歯が立ちませんでした。犯行グループは人質を解放する代わりとして、王室に一つの要求を突きつけました。内容は『ネーベリアの眠れる子、第二王女を差し出せ』というもので、事実上の人質交換要求です。でもおかしいんですよ。ネーベリア王室は王子が一人、王女が一人で第二王女なんていないんです」

　いない人間との人質交換要求……確かに意味不明だ。

「当然ながら王室はそんな者は存在しないと返答、要求の変更を求めましたが、テロリストたちは最初の要求を頑かたくなに貫つらぬきました。交渉は平行線に終わり、ついにネーベリア国軍による大規模な武力鎮圧が発令。テロリストたちは全員殺害されましたが、その時の対応が杜ず撰さんで、テロリストと一緒に人質だった獣人まで殺したんです。これに怒ったのが獣人たちでした。獣人迫害だと猛反発、しかし王室はあくまで軍を擁よう護ご。これが引き金となって獣人革命セリアンスプリングが勃発、王制が崩壊したんです」

「何と言うか、自業自得だよな」

　他人を見下したり差別したりすれば、必ずしっぺ返しを食らう。当然のことだ。

「革命側が勝利した後、王室の関係者は全て処刑されたという噂うわさです。あの爆発が起こったのは、おそらく処刑があったその日。場所はネーベリアの首都から六〇〇キロ以上離れた山の中で、巨大なクレーターの底には何一つ残っていなかったそうです」

「待ってくれよ。まさかその爆発って……」

「ネーベリア王室は十字教の第一信徒を祖先に持ちます。十字教は獣人を『悪魔に魂を売り渡した者』として扱い、その存在を認めていません。ですからネーベリア王室には獣人なんて存在してはいけないんです。もし獣人が生まれてしまったら国の存亡をかけて秘ひ匿とくしなければならないでしょう」

「そ、それじゃもしかして、ノエルは……」

　言葉が続かない。

「ミアの推測はこうです。ネーベリア王室第二王女は獣人で、その存在は国家機密だった。王室関係者の処刑現場に居合わせた第二王女は、何らかの理由により暴走。司令官のゲラルド・Ｊヨハン・フィアルカ中将とその部下を跡形もなく消滅させた。このネーベリア王室第二王女こそ、ノエルさんに違いありません」
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　今日は待ちに待った、半年に一度の面会日だった。

　わたしが住んでいたお屋敷は大きな森の中に建っており、少し歩くと岩場に囲まれた小さな浜辺があった。近くに人の住む場所はなく、身近にいるのはお手伝いをしてくれる数名の者のみ。それがわたしの全世界だった。

　何かをする必要はなく、逆に何もしないことを求められた。誰にも必要とされず、誰からも求められない、ただ生きているだけの毎日だった。

　でも、今日は違う。特別な日なのだ。

「こんにちは、エミル。お元気でしたか？」

「お久しぶりです。お姉様もお変わりなくて安心しました！」

　第一王子のエミルはこの春十歳になったばかりの元気な男の子で、わたしによく懐なついてくれていた。腕にはわたしが作った不格好な木製のブレスレットが装着されている。

「エミル、彼女のことはノエルさんとお呼びするようにと教えたはずですよ」

　後からやってきた王おう妃ひ様に窘たしなめられ、エミルが恐縮する。

　わたしは王室の遠戚で出自不明の孤こ児じ、そういう設定だ。万が一にも真実が外部に漏もれないよう、わたしには『ノエル』という仮の名前が授けられていた。

「王妃様、お久しゅうございます」

「ノエルさん、お元気でしたか。こちらにいらして」

　ネーベリア王妃殿下に深々と頭を下げる。王妃様はわたしを招き寄せ、強く抱きしめてくれた。言葉は何もない。それでも王妃殿下──お母様の震える指先が語っている。

　ごめんなさい。あなたを人間として生んであげられなくて、ごめんなさい。

　わたしがこのお屋敷で暮らしている間、お母様は一度も欠かさず面会日を守られている。わたしを抱いたまま号泣されたこともあった。

「ノエルさん、困っていることはありませんか？　欲しいものはありませんか？」

「はい、大丈夫です。全て足りています」

　欲しいものなら、もちろんある。だけど、それは絶対に手に入らないものだから。お母様を心配させないよう、わたしは笑顔で答えた。

「今日はミリスも来ているのです。顔を出すように言ってきますね」

　ミリス様は第一王女、わたしのお姉様にあたる。

　しばらくすると、呼びにいった王妃様と入れ違いでミリスお姉様がやってきた。

「わざわざ遠いところまでお越しいただきありがとうございます、ミリス様」

「本当ね。お母様がたまには顔を出してとお願いするから来ましたけれど、そろそろ勘弁していただきたいわ。私もお母様も公務がありますの。暇ひまではないのですよ」

「……すみません」

　厳しい視線を向けられ、うつむく。

「お母様は面会日が近づくと毎回のようにお心を痛められます。ノエルさんの存在が重荷になっているのですよ。あなたもそろそろ分別のつく年だと思います。どうでしょうか、あなたが『もう会いに来てくださらなくて結構です』と言えば、お母様もだいぶ楽になると思いますよ」

　わたしの元へ足を運ぶことがお母様の負担になっていることはわかっていた。

　でも、お母様に会えなくなったら、もうわたしには何も……。

「ミリスお姉様、酷ひどいです。それではノエルさんが可哀かわい想そうではありませんか！」

　答えに窮していると、エミルが大きな声を出した。

「エミル、私たち王室は十字教の敬けい虔けんな信徒です。獣人の存在など認めていません。ですがノエルさんは獣人なのですよ」

「わかっています。でも、だからと言って……！」

「エミル、彼女は本来ここにいてはいけない存在なのです。生まれた時に獣人だと判明したノエルさんは、その場で処置を施ほどこされる予定でした。ところがノエルさんは首を絞めても、火の中へ投じても、水の中へ沈めても、刃で突かれても、銃で撃たれても死ななかったのです。それどころか傷を付けることすらできなかった。そんなものは人間ではありません。ただの化け物です。同じ生命として考えるのは根本から間違っています」

　処置とは殺害するということ。わたしは死産として扱われることになっていた。でも、誰にもわたしを殺すことはできなかった。だから今もわたしは生きている。

「どうあっても処置ができないとわかり、巨大なコンクリートの棺ひつぎに収めて封じる方法も考えられました。ですがお母様が止めたのです。彼女もまたお腹なかを痛めて生んだ自分の子なのだから、と」

　そう、わたしはお母様の慈悲でここにいる。生きる幸せを享きよう受じゆしている。だからこれ以上、わたしは何も望んではいけないのだ。

「このことでどれだけお母様が悩み、悲しんでこられたかわかりますか。ノエルさんを生んでから十五年、もういいでしょう。十分にお母様は苦しまれました。そろそろお母様のお心を安らかにして差し上げたいとは思いませんか？」

　お母様のことを本当に心配しておられるのは、ミリス様の方だ。わたしはお母様の優しさに甘え、面会日を楽しみにしている卑しい人間だった。

　否、わたしは人間などではない。わたしなど生まれてくるべきではなく、生きているべきでもない、ただの化け物──

「……お母様の心労はわかります。苦しまれているお姿を見るのは忍びないです」

　黙するわたしの代わりに、エミルが答えてくれる。

「そうでしょう？　ですから……」

「でも、それでもノエルさんは僕の姉です！　獣人だからどうだと言うのですか、この国には多くの獣人が暮らしています！　彼らも国家の一員です。彼らには僕たちと一緒に、平等に生きていく権利があるのではないですか！」

　エミルの叫びは苛烈だった。その偉容に、ミリス様は何も言えなかった。

「ノエルさん……いえ、お姉様。今日はお姉様に贈おくり物があります」

　彼が差し出したのは瞳ひとみに青い光を宿す、狼が象かたどられた指輪だった。それは『カルディアの指輪』と呼ばれている特別なものだ。

　ネーベリアには古くから伝わる習わしがある。十五歳を迎えた家族に指輪を贈り、厄やく災さいを退け、幸せを祈り、変わらぬ絆きずなを願うもの。それは『あなたも大切な家族の一員なのだ』というメッセージを込めて贈るものであり──

「お父様とお母様には反対されましたが、僕の独断で用意しました。どうしてもあなたに贈りたかったんです。どうか受け取っていただけないでしょうか、お姉様」

　震える手で指輪を受け取る。指に通すと、ぴったりと吸い付くように収まった。

「お姉様、あなたは何も遠慮をする必要はありません。お姉様も皆と同じように何かを望んでいいんです。僕はまたお母様と一緒に来ますよ。だって僕とお姉様は、誰が何と言おうと家族なんですから」

「ありがとう、エミル……！」

　それ以上、何も言えなかった。ただエミルの手を取り、涙でその手を濡ぬらした。




「撃てFire──！」




　──そのエミルが、ミリス様が、お母様が、目の前で倒れていく。

　傷一つ付かないわたしとは違い、彼らは銃で撃たれれば血を流して死んでしまう。死ぬべきだったのは、わたしの方なのに。

　獣人のわたしを姉と慕したい、獣人もまた平等だと言ってくれたエミルは死んだ。母を大切に思う心温あたたかなミリスお姉様も死んだ。そしてわたしを生み、最後までわたしを愛してくれたお母様も死んだ。わたしの大切な家族を、この人たちは殺した。

　──生まれて初めて、わたしは人を殺してやりたいと思った。

「いい指輪をしているな。俺が有効に使ってやろう」

　十歳になったばかりの心優しいエミルを手にかけるような人たちを、慈いつくしむ必要はあるのだろうか。エミルからもらった大切な指輪すら奪う人たちを前にして、それでもわたしは我慢をしなければならないのだろうか。

　いいや、我慢の必要などない──

　それならわたしは怒ってもいいのでしょうか。ああ、構わぬとも──




　わかりました。

　わたしは、怒っても、いいのですね。




　次の瞬間。怒りで目の前が一面の白銀色に染まった。多くの人が驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめるのが見えた。わたしに銃を撃ち放つ人の姿もあった。でも、わたしには効かない。わたしの怒りを止められる者は、もう誰もいなかった。

「消えてください。全て、何もかも、わたしの前から消えてッ……!!」

　まばゆい閃せん光こうが走り、視界が白銀で塗りつぶされ、意識が遠くなっていく。

　気付いた時には。

　言葉の通り、全てが消えていた。

　生きていた人も死んでしまった人も、車も建物も、草も木も、何もかもが灰かい燼じんに帰きした。残されたのはわたしと、見渡す限りの焦土だけだった。
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　ミアの話を聞き終えて寝室に戻ってきたものの、睡すい魔まは引っ込んでしまった。

　ベッドの脇にある椅い子すに腰かけ、ノエルを見守る。シーツの上に投げ出された白銀の髪は波打ち、月明かりを反射して輝いていた。

「うっ……すんっ、ごめん、なさい……」

　寝返りを打ったノエルの瞳ひとみから雫しずくがこぼれる。ノエルは眠りながら泣いていた。

　誰に対して、何を謝っているのか。きっと俺には想像もつかないような苦難を味わってきたんだろう。そっとノエルの頭を撫でてやる。

「……九く郎ろう、様？」

　うっすらと開いたノエルの瞳が、俺を捉えていた。

「わ、悪い、勝手に触ったりして」

「いえ、九郎様の手、温あたたかくて気持ちよかったです。あれ、わたし泣いて……？」

　目をこすり、濡ぬれた頰ほおを拭ぬぐうノエル。

「嫌な夢でも見たのか？」

「はい……忘れてしまいたい、過去の夢です」

「それはお前がネーベリアの第二王女だった頃の夢か？」

「……ご存じだったのですね」

「すまない。どうしても気になって勝手に調べたんだ」

「いえ、いいのです。わたしの方こそ黙っていて申し訳ありませんでした」

　ノエルは起き上がり、居住まいを正す。

「わたしの本当の名はナタリス・イスラ・ネーベリア。十六代ネーベリア国王の娘、王室第二王女です」

「お前、お姫様だったんだな」

「昔はそうでしたが今は違います。ネーベリア王室はなくなり、今はただの獣人、ただの学園生です。……いえ、それも違いますね。わたしは一時の感情に惑まどわされ、多くの方を殺あやめた咎とが人びとなのです」

　ノエルは何度となく見る夢のことを話してくれた。それは決まって弟のエミルや姉のミリス、そして母である王おう妃ひが革命軍の手によって処刑される場面なのだという。

「わたしは母に『決して怒りに身を任せてはならない』と言われていました。でも、あの時だけは我慢できませんでした。その結果、わたしは……あの場にいた彼らを残らず消してしまったのです」

　俺が見てきたノエルの爆発は建物一つを吹き飛ばすくらいだった。だが、あんなものはノエルにとってそよ風に等しい。ノエルが本気を出せば六〇〇キロ先を煌こう々こうと照てらす破壊の嵐あらしが生まれる。爆心地にいたら骨も残らず蒸発してしまうだろう。

「わたしは、ただ怒っただけで多くの人を消してしまうのです。そんなものは人間ではありません。ただの化け物です。わたしは自分が怖くてたまらないのです。誰かを害してしまう恐怖と比べれば、自分が傷つくことの方が何倍もましです」

　俺はノエルが怒ったところを一度も見たことがない。嫌なことがあっても、理不尽なことがあっても、ノエルは決して怒らなかった。怒るという感情に、自分で封をしてきたのだろう。言うのは簡単だが、それがどれだけ苦しいことか──




　時々わからなくなります。

　どうしてわたしは生まれたのか。

　どうしてわたしは生き続けなければならないのか。

　生きているのなら誰かのお役に立ちたい。

　それが人の生きる意味だとわたしは思うのです。

　でもわたしには、それすら過ぎたる望みなのかと思うと……。




　ノエルの望みは本当に小さなものだった。誰かの役に立ちたい、ただそれだけだ。だが、ノエルにとっては遠い彼方かなたにある夢でしかない。

「わたしは知っていました。サンクトベナリス空港の立て籠もり事件で、犯人がわたしの身柄を求めていることを。あの時、わたしは全ての制止を振り切ってでも人質の交換に応じるべきだったのです。そうすれば革命は起きず、エミルたちが殺されることもなかった。でも、わたしは何もしませんでした。周りの皆さんが心配しなくていいとわたしに言ってくれた、その優しさに甘えてしまったのです。わたしに勇気が足りなかったばかりに、失われずに済んだはずのものが、永久に失われてしまったのです……！」

　拳を握りしめ、布団に雫しずくをこぼす。

「今さら何をしたところで無意味です。失われたものは二度と戻ってきません。やり直すことなどできないのです。わかっています。いくらお金やパンを渡したところで、ただの自己満足に過ぎません。それでも、わたしには他に何もないのです。奪うばかりで何も与えられない。わたしは、あまりに無力で、何も──」

「ノエル……！」

　慰めの言葉を口にすることはできない。そんなものじゃ、ノエルを救うことも癒いやすこともできない。それでも、せめてこの気持ちを伝えたくて。

　頰ほおを濡ぬらし続けるノエルを抱きしめる。

「九く郎ろう様……わたしは、九郎様のお役に立ちたい。この身に宿る力は、わたしには過ぎたものです。わたしはもう、この身の全てを誰かに捧ささげてしまいたいのです……」

　ようやくわかった。

　どうしてノエルはあっさりと従者になることを受け入れたのか。ノエルにとって自分の持つ力はあまりに重すぎるのだ。自分が怖くて、誰かを傷つけてしまうことが怖おそろしくて、自分を手放してしまいたいのだ。

　どうしてノエルはこんなにも優しいのか。取り戻せない過あやまちの埋うめ合わせがしたくて、できないとは知りつつも自分の身を削って人に尽くさずにはいられないのだ。

　それはあまりに苦しく、あまりに悲惨な生き方だった。

「……ノエル、お前は誰が何と言おうと生きてる価値がある。たとえお前自身がそれを認めてなくてもだ。大丈夫だ、これからは俺が側そばにいる」

「ありがとう、ございますっ……九郎様……！」

　ノエルは俺の胸に顔を埋うずめ、忍ぶようにして慟どう哭こくした。





　　　　３






　昨日から、ご主人様の様子がおかしい。

　おかしくなったのは一昨日おととい、ノエルさんの正体をミアが報告してからだ。次の日、ご主人様は深刻な顔で朝早くから学園の図書室に行って調べものをしたり、友人になったと思われるイグナスさんに相談をしたりしている。

　ミアが理由を聞きだそうとしても「今はまだ話せない」の一点張り。でもイグナスさんには相談してますよね。どういうことですか。不服ここに極まれりです。

「もう、ご主人様ったら……ミアだって頑張ってるんですよ」

　ぷくっと膨れてみるものの、誰が見ているわけでもない。

　今日もどこかに出かけていくご主人様に声をかけたものの「ついてくるな」とすげなくあしらわれた。仕方ないのでハンチング帽で顔を隠しつつ、ご主人様を尾行中です。

　フェルテの繁華街にやってきたご主人様は、市街地のデパートで何かを買って出てきた。それを大切そうにポケットへしまい込み、今度は誰かに電話をかけ始める。

　そわそわしながら待つご主人様の元に現れたのは──なんとノエルさんだった。

「なんだ、またノエルさんとデートですか」

　もしかしてミアが話したノエルさんの正体と何か関係があるんでしょうか。

「まったくクロウったら、けしからんですわっ」

「うわっ!?　って、あなたは……シルヴィさんじゃないです？」

　知らないうちに、シルヴィさんがミアと同じポーズでご主人様の様子を窺うかがっていた。

「あら、あなたはこの前ヴァランの件で通報をしてくれた子ですわね。確かミアさんでしたっけ？　ごきげんよう、こんなところで何をしているんですの？」

「いやいや、今ミアの真ま似ねしてたじゃないですか。あなたこそ何してるんですか」

「べ、別に真似をしていたわけじゃありませんわっ、わたくしは……そう、クロウを監視していたんですの！　ヴァランは未いまだに捕まっていません。彼はクロウに恨みがあるようですし、こうして見張っていれば出てくるかもしれないでしょう？　ということで、これはれっきとした学園自警団ビジランテの業務なんですのよっ！」

「つまりご主人様にエッチなところを見られたのは関係ないと？」

「んなぁーっ!?　ど、どうして知っているんですの!?」

　目を白黒させてたじろぐシルヴィさん。この人、ちょっと面白いです。

「そりゃミアもあの場にいましたし。ご主人様に空気弾を撃ちまくってるとこもしっかり目撃してましたよ。巻き添えを食うのはイヤだったので助けませんでしたけど」

「でしたらわかるでしょう！　クロウは嫁入り前のわたくしに辱はずかしめを与えた責任を取らなければなりませんわ。なのにクロウったらノエルさんとデートなんてしてっ！」

「シルヴィさんもご主人様とデートしたいんですね」

「ばっ、馬鹿なことを言わないでくださいまし！　誰があんな男とデートなんてっ！」

　一瞬で理解しました。ツンデレの標本みたいな人ですね。

「では、尾行してみますか？　邪魔をしないならついてきていいですよ」

「どうしてわたくしがあなたの許可を……まあいいですわ、一緒に行きましょう」

　ため息をついてミアの後についてくるシルヴィさん。

　ご主人様はノエルさんを誘い、ハンバーガーショップへと入っていった。

「うう、普通のお店じゃないですの。ノエルさんが羨うらやましいですわ。わたくしがクロウと一緒に食べたのは超激辛担たん々たん麵めんだけですのに……」

「何ですかそれ、おいしそうじゃないですか。どこで食べられるんです？」

「学園内の商店街にあるお店ですわ。イグナスお勧すすめのお店らしいですわよ。わたくしとクロウ、イグナスの三人で食べに行ったんですの」

　ここでもイグナスさんの名前が出てくるとは。ミアのライバルですね。

「シルヴィさん、ご主人様って最近イグナスさんと仲がいいみたいなんですけど、理由をご存じじゃありませんか？」

「わたくしが知っているのは一緒にご飯を食べたことくらいですわね。イグナスはクロウの相談に乗ってノエルさんをデートに誘ったらどうか、なんて話をしていましたわ」

　なるほど、その絡みでイグナスさんに相談したわけですか。

「ただ、おかしなことも言ってましたわね。ノエルさんはかつて自国で大罪を犯したことがあるとか。島外退去を命じられたのはそのせいだと言っていましたわ。わたしが知っている話とは違うので、たちの悪いデマだと思いますけれど」

「……なるほど。面白い話ですね」

　イグナス・アイヒマンさん、でしたか。調べてみる必要がありそうです。
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「九く郎ろう様、ありがとうございます。お陰でおいしいものが食べられました」

「ただのハンバーガーだぞ。世界中どこでも食べられるし」

　今日はノエルに話があり、わざわざフェルテの繁華街まで呼び出した。ハンバーガー屋で少し話をして、ちょうど今出てきたところだった。

「そうなのですか？　わたしは初めてでしたよ」

「マジか。お姫様は違うな」

　お姫様と言われ、「今は違いますよ」と恥ずかしそうに笑うノエル。

「あっ、ふとっぱらのお姉さんだー！」

　歩いていると、途中でベッキーと出くわした。今日は募金箱の代わりに、草色の大きなリュックサックを背負っている。

「こんにちは、ベッキーさん。募金活動はお休みですか？」

「今日はね。普段は輸入代行業みたいなお仕事してるの。お客の注文を聞いて、発注して、用意できたらお客の元まで運ぶっていうね。まあ便利屋みたいなものかな」

　一時期、師匠も似たようなことをやっていた気がする。師匠は顔が広いのだ。

「じゃあ今は配達中なわけだ」

「そう、これからお客さんのとこに行く予定だよ。用意するのに時間かかっちゃったから、渡したらすっごい喜んでくれると思うんだよねー」

　にこっと晴れやかな笑みを浮かべるベッキー。

「立派なお仕事をされているのですね。羨うらやましいです」

「いやー、他ひ人と様さまに誇れるような仕事でもないよ。所詮は便利屋だしね」

「どんなお仕事でも誰かの役に立っていることは間違いありません。少なくともわたしはベッキーさんのお仕事が素晴らしいものだと思っていますよ」

「あははは、お姉さんってホント人がいいよねっ」

　ベッキーとノエル、二人して笑い合う。

「ところでお姉さんさ、今日は気合い入った格好してるけどデートなの？」

「はい、そうです。九郎様に誘っていただきましたっ」

「やるなー少年！　こんな美人さんとデートだなんて。この後、キスとかしちゃうの？　もっと過激なこととかしちゃうの？」












　どすどすと肘ひじをぶつけてくるベッキー。

「何もしねーよ！　あと少年とか言うな、お前の方が年下だろうが！」

「さーて、それはどうかな？　人を見た目で判断すると痛い目に遭うよ、少年」

　にやりと笑い、ベッキーは去っていった。

「ったく、何だったんだあいつは」

「キス……」

　ノエルは自分の唇に指を当て、頰ほおを赤くしている。何をあてられてるんだか。




　高台の展望公園に入ると、ちょうど太陽が雲海の向こうへと沈んでいくところだった。陽光で一面が茜あかね色いろに染まっている。

「……九く郎ろう様。昨日、鈴すず鹿かさんから連絡がありました。明日以降、本国の準備が整い次第、わたしの島外退去が執しつ行こうされるとのことです」

「そうか」

　ノエルから話を聞いて、ちょうど一週間が経たつ。

　島外退去が迫っていることは知っていたが、敢あえて口にしてこなかった。

「島外退去はわたしの問題ですから、九郎様が気に病むことはありません。楽しい思い出をたくさんくださったこと、感謝しています。ですから、その……最後は笑顔でお別れできたらと思っています」

　透き通った笑みを浮かべるノエル。自分より他者を気遣う慈愛の微笑ほほえみだった。

「そのことで話がある。でも話をする前に、これを渡しておきたい」

　青のベルベットで覆おおわれた四角い箱をノエルに差し出す。首をかしげて受け取り、箱を開けるノエル。そこに入っていたのは──

「こ、これは……カルディアの指輪ではありませんか！」

　この前デートをした時にノエルが貴金属店で見つけたものだ。わざわざノエルを呼び出してデートに誘ったのはこの指輪を渡すためだった。

「家族を失うのはつらいよな。今でも夢を見るんだ。俺を助けるため、両親が冷たい海に突き落とされた時のことを。あの時、俺は何もできなかった。ただ縮ちぢこまって震えてるだけだった。……結局、両親は死んだよ。俺が獣人だったせいだ」

　その時の絶望を怒りに変え、俺は修行で自らを鍛きたえ上げた。自分のためだけに。

　だがノエルは違った。ノエルは絶望を慈愛に変え、周囲に温あたたかな気持ちを与え続けてきたのだ。それは誰にでも真ま似ねができるようなことじゃない。

　俺は知っている。絶望から立ち直ることがどれだけ大変なことか。怒りを抱かずに生きていくことがどれだけ難しいことか。

　その苦しみを知る俺ができることは何か。考えた末に出した結論が、これだった。

「ノエル、これからは俺がお前の幸せを祈る。お前との変わらない絆きずなを願う。俺がお前に降りかかる厄やく災さいを退ける。獣けもの使つかいと従者だからじゃないぞ。一人の家族としてだ。だから、お前にカルディアの指輪を贈おくる。受け取ってくれ」

　ネーベリアでは家族に指輪を贈る風習がある。変わらぬ家族の絆を願って、狼が象かたどられた指輪をプレゼントするのだ。

「九く郎ろう、さまっ……！」

　ノエルの瞳ひとみから涙が溢あふれてきた。ためらいながらも指輪を受け取り、指に嵌はめる。

「すごい、ぴったりです……どうして……」

「ノエルが寝てる間に測らせてもらったんだ。カルディアの指輪は中指につけるものだって知らなくてさ、危うくサイズを間違えるとこだったよ」

　右手の中指には魔を退け、親しい人との絆を強める意味があるらしい。イグナスから教えてもらった。あいつには助けてもらってばかりだ。

「ありがとうございます、九郎様っ……すごく嬉うれしいです」指輪を嵌めた右手を胸のうちに抱き込んで微笑む。「こんなに嬉しい贈り物はわたしの人生の中で二度目ですね。エミルがカルディアの指輪を贈ってくれた時と同じくらい嬉しいですっ……」

「一番じゃないのが少し悔しいな」

「ふふ、同率一位ということでご勘弁願えないでしょうか」

　涙を拭ぬぐい、小さく笑うノエル。その笑顔が魅力的で、思わず見とれてしまう。

「でもこの指輪、かなりお高かったのではありませんか？」

「ね、値段のことは気にするな！」

　宝石の入った指輪なんて、生活費をもらってる身分の人間が買えるようなものじゃない。理事長に泣きつき、生活費の天引きという形でお金を貸してもらったのだ。

「でも、こんな素晴らしいものをいただいたのに、わたしには返す術すべがありません。この先どのようにして九く郎ろう様へお返ししていけばいいのでしょうか……」

「だったら、キスなんてどうだ？」

　キスは恋人同士がするもので、獣けもの使つかいと従者だからとか、絆きずなを強めたいとか、そんな理由でするものじゃない。だが、このままノエルを地上に行かせるわけにはいかない。そのためなら何だってすると誓ったんだ。

「き、キス……本当にわたしがお相手でよろしいのですか……？」

「責任は取る。俺は本気だ」

　こんなことを言うのは死ぬほど恥ずかしいし、心臓はドキドキしっぱなしだ。断られたらどうしよう、なんて悩んだりもした。でも、ここで引いたら男じゃない。

「……わかりました。九郎様とでしたら、喜んで」

　そう言うとノエルは微笑ほほえみ、俺の手を取って顔を寄せてきた。夕日の朱あかに染まった滑なめらかな肌が、俺に近づいてくる。

「うっ……」

　思わずたじろぐ。自分の鼓動が聞こえてくる。女の子とキスをするのなんて、初めてだ。口は閉じておいた方がいいのか開けた方がいいのか。それすらわからない。

「九郎様……本当にありがとうございます。わたしは今、本心から九郎様とキスをしたいと思っています。どうか、受け取ってください」

　ノエルの可か憐れんな唇が、ゆっくりと俺へ近づいてくる。

　そんなノエルの身体を静かに引き寄せ──




「だああああああああああああぁぁぁぁぁぁっ！　ちょっと待ちなさああぁぁいっ!!」




　近くの茂みから、頭に草をつけたシルヴィが飛び出してきた。

「おぼああぁぁっ!?　なっ……そんなとこで何をっ!?」

「見ればわかるでしょう、監視ですわよっ！　ヴァランがちょっかいを出さないようにと見張っていれば、まあまあイチャイチャと楽しそうにっ！　しかもキスだなんて、高等部一年の学園生にはまだ早い、早すぎですわっ！」

　なぜか涙目になっているシルヴィ。何を泣いてるんだお前は。

「いや、中等部一年でも既に最後まで行っちゃってる人いますよ。さらに恋人十人目とかいう人もザラにいますね」

「あーっ、あーっ、聞こえませんわーっ！」

　聞こえないふりで精神汚染を防ぐシルヴィ。が、そんなこと今はどうでもいい。

「おい、そこのクソスライム。ちょっとこっちに来い」

「いやーん、罵らないでくださいよ。顔がニヤけちゃうじゃないですか」

「素直に白状しろ。お前は何をしていた？」

「最初はおもしろ半分で尾行してたんですけど、最後の方はかなりガチな展開だったのでびっくりしました。いやあ、ご主人様もやる時はやりますねっ」

「お前ってやつはぁっ……！」

　さすがに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。拳を作ってミアに近づく。

　今回、俺がミアに何も相談しなかったのは、こういう事態になることを避さけるためだ。言うのが恥ずかしかったというのもある。だというのに、この有り様だ。

「ま、待ってくださいよぅ！　ミアはシルヴィさんが飛び出しそうになるのを何度も止めたんですよ！　今だってミアはお二人のキスを邪魔するつもりはなかったんですっ！」

「そういう問題じゃねえ！　そもそも尾行や覗のぞきがダメなんだっつのっ！」

「ぎゃん！」

　ばこす、とミアの頭にゲンコツを落とす。

　水袋を殴ったような感触で手応えはなかったが、痛がってるのでよしとする。

「いたたた……でもノエルさんの楔紋ギアスに変化がないってことは、どうやらキスは未み遂すいに終わったようですね」

「……ふえぇ？」

　ぽーっとした顔で振り返るノエル。視点が定まっていない。

　シルヴィが出てきてすぐに離したが、あの柔やわらかい感触はまぎれもなく唇の感触だった。現にノエルも、さっきからぽわぽわした顔をしている。

　しかしミアの言うとおり、楔紋ギアスに変化はない。やはりキスをすれば侶りよ伴はん階位へ進める、なんて簡単な話ではなかったようだ。

　でも、それならそれで構わない。俺の腹はもう決まっている。
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「えーっ!?　ご主人様も地上へ降りるっ!?」

　ミアが驚きよう愕がくの声を上げる。

　三人で寮に戻ってきた後、俺は自分の腹づもりをノエルとミアに話した。

「当然だろ。ノエルが島外退去になるなら俺も一緒に行く。何のために指輪を渡してキスする覚悟までしたと思ってるんだ」

「い、いけません九く郎ろう様、そんなことっ」

「うっさい、ノエルは黙ってろ」

「はうっ……」

　ノエルは自分のために誰かが犠牲になることを良しとするようなやつじゃない。だからこそ、こいつの意見は最初から聞く気がなかった。

「ですけどご主人様も地上では獣人でしょう。管理官の下でゴミ扱いされますよ」

「精いっぱい抵抗するさ。何なら管理官を振り切って放浪の旅をしてもいい」

　俺は師匠に引き取られた後、数年くらい二人で地上を旅していた。その間、俺に管理官はついていない。これは国際条例違反で、れっきとした犯罪だ。しかし地上の獣人たちはこういった放浪獣人に優しく、管理官の目を盗んで協力してくれる。

　師匠みたいにうまくやる自信はないが、何かあれば昔の伝つ手てを頼って逃げ延びる。

「なるほど、ご主人様も地上ではアウトサイダーだったんですね。いいでしょう、だったら覚悟を決めますよ。ミアも一緒に行きます」

「いいのか？」

「ま、ミアだけ浮ふ島とうに残ったところで面白くないですしね」

「そんな、お二人とも考え直してください。島外退去はあくまでもわたし個人の問題で、お二人には関係な……」

「おい、それ以上言ったら怒るぞ。関係ないとか言うなら今すぐ指輪返せ」

「ふあぁっ……そ、そんなぁ……」

　言葉に詰まるノエル。

「ノエル、俺とお前はもう家族だ。俺は家族を見捨てるような人間にはなりたくない」

「……くすん、ありがとうございます」

　じわりと涙をにじませる。まったく、涙るい腺せんが弱いな。

「ご主人様、キスを迫っといて家族っていうのはおかしいです。恋人なのでは？」

「そ、それは違うぞミア。俺とノエルはあくまでも家族だっ」

「……違うのですか？」

　腑ふに落ちません、という顔を見せるノエル。まずい、何か誤解されてる。

「考えてみろよ。人の弱みにつけ込んで俺の女になれ、なんて言ったらそれこそヴァランと同じだろ。だから家族だ。親しい家族ならキスくらいするだろ、な？」

「……はあ、そうですか」「……ヘタレっすね」

　ノエルとミアからジト目を食らった。や、やっぱり家族でキスはしないか。

　自分でもわかってるよ、苦しい言い訳だってことは！　でもしょうがないだろ！

「こういうとこがご主人様の憎めないとこなんですよね」

「ふふ、変なところで可愛かわいいですね、九く郎ろう様は」

　何か笑われてるし。もういいよ、二人が納得してくれるならヘタレでも何でも。

「……あれ、ご主人様。何か鳴ってますよ」

「悪い、俺のスマホだ」

　リビングを出て通話ボタンを押す。電話をかけてきたのはイグナスだった。

「よう、イグナス。こんな時間にどうした」

『やあ鏑かぶら城ぎくん。ノエルくんとはうまく行ったかい？』

「ああ、カルディアの指輪の件はありがとな。ノエルのやつ喜んでたよ」

『それはよかった。お手伝いをした甲か斐いがあったよ。そうだ、お祝いに僕からも君たちにプレゼントを贈おくらせてもらおうかな。今どこにいるんだい？』

「ん？　寮にいるけど」

『ノエルくんも一緒かい？』

「ああ、もちろん。寮まで来る気なのか？」

『近くまで来ていてね。もう少ししたらお邪魔させていただくよ』

　そんなことを告げ、イグナスからの電話は切れた。

「プレゼントねえ……まさか超激辛スナックとかじゃないだろうな」

　リビングに戻ると、待ち構えていたかのようにミアが食いついてきた。

「誰からの電話だったんです？　まさかご主人様、さらに新しい女を作ってるとか？」

「ちげーよ、イグナスからだよ！　どんな女たらしだよ俺は！」

「イグナスさんから電話……どんな内容だったんです？」

「別に大したことは話してないぞ。何かプレゼントを贈りたいとか言ってたな」

「もう少し詳細にお願いします」

　ミアの顔は真剣だった。

　何かが引っかかっているらしいミアに、イグナスと話した内容を全て話す。

「……ご主人様、まずいかもしれません」

「一体どうしたんだ？」

　ミアが立ち上がる。その表情からは焦りと緊張が見て取れた。

「さっきから外の様子が少しおかしいと思ってたんです。この辺りって夜になると虫の声とか風の音とか聞こえてくるじゃないですか。それが一切聞こえてこないんですよ」

　全員が黙り込む。確かに、異様なほど静かだった。

「ど、どういうことなのでしょうか」

「皆さん、手荷物をまとめてください。嵌はめられてるかもしれません」

「待ってくれ。何をそんなに焦ってるんだ？」

「シルヴィさんの話を聞いて、ついさっきまで分ぶん身しん体たいでイグナスさんのことを調べてたんです。学園の秘密情報も漁あさってみました。そしたら何が出てきたと思います？」

　俺たちの顔をぐるりと見渡すミア。

「普段はイグナス・アイヒマンと名乗っていますが、それは通名でした。本当の名はイグナス・Ｊヨハン・フィアルカ──彼はネーベリア革命軍司令官、ゲラルド中将の息子です」

　思わずノエルを見てしまう。

　ここに、革命軍の司令官であるゲラルドを消した人物がいる。

「……つまりイグナスさんはわたしの過去を知っている、ということですか」

「多分、そうです」

　ミアの声が重く響いた。
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　月夜の森を一人の男が歩いていた。色の薄い金髪を揺らしながら、男は木々の間を黙々と進んでいく。その先に、小柄な獣人が待ち構えていた。

「ねえ、前から聞こうと思ってたんだけど」

　声を発した獣人には尖とがった耳と大きくて立派なしっぽが生えている。童顔で中学生くらいの風ふう貌ぼうだが、中身は煮ても焼いても食えないやつだと男は知っていた。

「あんたの髪が炎みたいに赤く燃え上がるって噂うわさは本当なの？」

「君は炎が好きかい？」

「好きだよ。炎は獣が最も忌いみ嫌うものだからね」

「昔の人は『万物は火より生じ火へと還かえる』なんて言ったよ。正義とは闘争、万物は闘争と必然に従って生ずる。炎はそこにある全てを燃やし尽くすまで消えない」

「万物流転タ・パンタレイかぁ。不浄なものを焼き払って灰にする。うん、やっぱり炎はいいよね」

「火遊びが好きだなんて、葬儀屋ベツキーノとはよく言ったものだ」

「あたしはただの便利屋だよ、イグナスくん」

　キツネ獣人が衒てらいもなく笑う。

　彼女は便利屋を自称しているが、その実は『死の商人』だった。どれだけ危険な武器、道具でも用立ててくれるし、どんな場所へも運んできてくれる。

「それより、どうしてこんな山奥を受け渡し場所に選んだの？」

「君が見物席を欲しがっていたから用意したんだけどね。お気に召さなかったかい？」

　ベッキーノは普通の商人とはまるで違う。彼女は実費以外の報酬は受け取らない。代わりに自分の興味や関心を満たす使い道を求めてくる。どうやって殺すのか、何のために殺すのか。それが彼女の琴線に触れれば、あらゆる求めに応じてくれる。

「ふーん、確かにおあつらえ向きの場所かもね」

　切り立った崖の下に光が見える。山やま裾すその間近に建つ一軒家の窓明かりだった。

「それより、頼んでおいたものは用意できたのかい？」

「ふふ、当然でしょ？　って言いたいとこだけど、今回はすっごく大変だったよ。ホント、今までで一番に調達が難しかったなぁ」

「だろうね。正直、僕も入手できるとは思っていなかったよ」

　草色のリュックサックから、鉄の塊を取り出すベッキーノ。黒々としたその塊は手甲ガントレツトの形をしており、表面にはところどころ錆さびが浮いている。かなりの年代物だ。

「さて、これが本物かどうか」

「正しよう真しん正しよう銘めい、アカイアの遺産だよ。お求めの品じゃなかったら返金に応じるよん」

「今さら金なんて必要ない。腹をくくるよ」

　手甲をベッキーノから受け取り、自らの腕に装着するイグナス。

「いやはや、それ一つのために全財産をポンと投げ出しちゃうなんて、あんたも凄すさまじい執念だよね。だからこそ興味を持ったっていうのもあるけど。そんなにあれが憎いの？」

「もちろん憎くはあるけど、それだけではないよ。あれを討つことで父が目指した理想郷を実現させる。全てを平らかにする、そのためにね」

「理想の追求もいいけどこっちのオーダーを忘れないでね。わざわざプレゼントまで用意したんだからさー」

「あんなものがなくても僕は負けないんだけどな」

　イグナスは苦笑する。頼んだのは手甲だけだったが、ベッキーノは『面白いものが手に入ったから』などと言って勝手にプレゼントを押しつけてきたのだ。

「認識が甘いなぁ。あれはあんたが思っているよりはるかに怖おそろしい存在だよ。本気を出されたら絶対に太刀打ちできないんだから。気をつけてよ」

「僕は今日のために何年も前から計画を練り上げてきたんだ。失敗はない。プレゼントの方は試しに使ってみたら面白かったよ。いい暇ひまつぶしにはなったかな」

「いいけどね。あんたの望みを叶かなえるために、条件付きで一いち柳やなぎのお偉いさんから協力を取りつけたんだから、きっちり仕事をこなしてくれないと困るよ？」

「わかっている。君と一柳のお望み通り、全てを灰へと変えて見せよう」

　イグナスが手を広げて空に伸ばすと──手に、顔に、赤せき色しよくに輝くウロコが現れた。そして燃え盛る炎の如ごとく、髪が真紅の輝きに覆おおわれる。

「出いでよ、灼炎槍フラムランス」

　オレンジ色に燃えさかる十メートル超の巨大な槍やりが現れた。しかも一つではない。爆発的にその数が増えていく。イグナスの頭上には縦五列、横に六〇本、合計三〇〇本の炎の槍が整然と並んだ。

「わお、壮観だねぇ」

「祝砲は派手な方が盛り上がるだろう？」

　燃えさかる巨槍が、ゆっくりと照準を定めていく。

　矛が向いた先にあるのは──山やま裾すそにぽつんと建っている一軒家だった。

「何を祝うの？」

「平等が成就することを祝して、だよ」

　イグナスの冷酷な声が響き。

「燃えろ、灼炎掃射ミトライユーズ！」

　オレンジ色に輝く三〇〇本の巨槍は、一直線に狙いを定めた先へと飛んだ。
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「っ!?　みんな、伏せろっ！」

　窓の外にオレンジ色の光が見えた、と思った次の刹せつ那な。

　閃せん光こうと轟ごう音おん、振動と爆炎、そして凄すさまじい熱波が部屋の中に充満した。その一瞬前に、ミアとノエルを押し倒して辛からくも爆風から逃れる。

「い、今のはイグナスの獣技ゾイオン、灼炎槍フラムランスです！」

　なるほど、さっきイグナスが電話をしてきたのは俺たちの居場所を確認するため。明確な害意を持って攻撃してきた、ということか。

「ミア、ノエル！　お前たちは寮を出て学園校舎まで行け！」

　学園には宿直の教師がいるはずだ。教師が側そばにいれば簡単には手が出せなくなる。

「ご主人様はどうするんです？」

「イグナスと話をしてくる」

　あいつは俺が困っている時に相談に乗ってくれた。いいやつだと思っていたんだ。それなのに、どうしてこんなことをするのか。真意を問い質ただしたかった。

「……止めても無駄なんでしょうね。わかりました。ではご主人様、これを！」

　ミアが近づいてきて、俺の胸元に手を差し出す。手のひらには小さなスライムがいた。

「分ぶん身しん体たいを連れて行ってください。こちらから連絡はできませんが、そちらの様子を窺うかがうことはできます！」

「すらら～♪」

　小さなミアは俺に飛び移り、ブレザーの中に潜り込んだ。

「ありがとな、ミア。ノエルを頼んだぞ！」

「イエッサ、ご主人様！」

　敬礼を決めるミア。その脇を抜けて、ノエルが近づいてきた。

「九く郎ろう様……わたしは九郎様と一緒に行きたいです」

「ダメに決まってるだろうが。ノエルはミアと一緒に校舎まで行くんだ。いいか、たとえ何があっても絶対にイグナスの下へは来るなよ。これは命令だ、必ず守ってくれ」

　本当は『命令』なんて、人を見下した言葉は使いたくない。だが言っておかないと不安だった。ノエルの透き通った微笑ほほえみの意味を、俺は知っている。

「……わかりました、九郎様。どうかご無事で」

　俺の手を自らの両手で包むようにして、真摯な瞳ひとみを俺に向けてくるノエル。

　俺はノエルに笑顔を作って見せ、寮を飛び出した。




　寮の裏手にある崖を登った先に、煌こう々こうと輝く人影が見える。

「お前……イグナスなのか？」

「この姿を君に見せるのは初めてだったね。そう、僕はイグナス・アイヒマンだ」

　イグナスの身体はウロコに覆おおわれ、髪は燃えさかる炎のように揺らめいている。瞳にも灼しやく熱ねつに彩られた赤い光が灯ともっていた。

「随分と物騒なプレゼントだな、イグナス。何のつもりか説明しろ」

「説明か、そうだね。簡単に言えば、僕の目的はナタリス・イスラ・ネーベリアの殺害だ。もっとも、今はノエル・エクセルシアなんて名乗っているけどね」

「父親の仇かたきを討ちたいってことか？」

「……マックスホット！　僕の正体を摑つかんでいるのか。恐れ入ったよ。でもね、勘違いをしてもらっては困る。僕は仇あだ討うちなんて浅はかなことは望んでいない」

「だったらどうしてノエルを狙う」

「彼女がネーベリア王室の生き残りだからだよ。血というのは厄介でね、血統に権威を継承する正当性なんかないことは誰もが知っている。それでも盲信する人はいるんだ。このおぞましい連鎖を断ち切らなければ、革命は終わらない」

　それが当然の帰結だと言わんばかりに告げるイグナス。

「王室はノエルの存在すら認めてなかった。そんなノエルを殺して何になる！」

「君は彼女が何をしたか知っているんだろう？　父が目指した、獣人による獣人のための革命は成功目前だった。なのに彼女が全てをブチ壊した。彼女自身、獣人であるにもかかわらずだ！　この許されざる罪が贖あがなわれて、初めて父の目指した理想は完成するんだよ」

「なら、その理想がみんなに受け入れてもらえるかどうか試してみればいい」

　スマホを取り出し素早く操作──理事長への直通回線に電話をかける。

　俺とイグナスだけの問題なら誰かの手を借りるつもりはなかった。だが俺が倒れたらノエルが危険に晒さらされる。それだけは避さけなければならない。

「なっ、繫がらない……？　電波が届いてないのか？」

「さすがに教師陣や学園自警団ビジランテの腕利きが応援に来たら勝ち目がないからね。障害になるとわかっていれば対策もするよ。このエリアは今、封鎖術式で閉じられている。即席だから三時間が限界だけど、あらゆるものの出入りを封じることができる。当然、ノエルくんもここから逃れることはできないよ」

　……さすが優等生、用意は周到というわけだ。

「つまり、ノエルを守りたければお前を倒すしかないってことだな」

「そういうことだね。簡単に死んでもらっては困るから最初に教えておくけど、僕はサラマンダーの獣人で火の獣技ゾイオンを操る。迂う闊かつに近づくと灰になるよ」

　イグナスの手のひらに、逆巻く炎を纏まとった槍やりが生まれた。二〇メートル以上離れているにもかかわらず、肌がひりつくほどの熱だ。近づくのは明らかに危険だが、イグナスの基点ドグマを読み取らなければ俺に勝ち目などない。

「……仕掛けてみるか」

　イグナスの視線がぶれたその瞬間を狙い、一気に間合いを詰める！

　途端、炎の槍が動いた。イグナスが手をほんの少し傾けただけで、時速一〇〇キロ以上に加速──俺の身体をかすめて通り過ぎていく。思わぬ速度に冷や汗が流れる。

「さあ、どんどん行こうか」

　イグナスが目を細めると一瞬の間に十メートル超の巨大な槍が出現。その数は三〇以上。槍は次々と射出され、俺に向かって豪速で飛んでくる。

「ちっ……！」

　急制動をかけて身を躱かわす。炎の槍が頰ほおのすぐ横を通り抜けていく。触れてもいないのに焼け付くような痛みが走り──

　唐突に槍が爆発した。身体が真横に吹っ飛ばされ、無様に地面へ転がる。

「僕の灼炎槍フラムランスはただの投げ槍じゃないよ。至近距離で避よけるのはやめた方がいいね」

「くっそ、熱いじゃねえか……！」

　かなりの衝撃だったが何とか頭は守った。まさか遠隔操作で爆発を制御できるとは。

　しかし、お陰でだいぶ見えてきた。

　槍やりは必ずイグナスの視線の先に生み出され、爆発させる時は顔の筋がこわばる。炎の槍を作り出すスピード、生み出せる領域フイールドの直径、飛ばすまでのタイムラグ、槍の出現と爆発のパターン、筋肉と視線の動き。その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを全て脳内にインプットした。

　後は計算だ。可能な限り分のいい賭けに持ち込む方法を見つけ、攻める！

「へえ、なかなか速いじゃないかっ！」

　炎の槍を躱かわしきり、一気に懐ふところへと飛び込んでいく。イグナスは炎の槍を手にし、待ち構えていたかのように突きを繰り出す。回避しようと身体を反らした──が、瞬応して振るう槍の軌跡を変えてきた。

「やばっ……!?」

　慌てて大地に手をつき、急制動で向きを変える。だがイグナスは恐るべき対応力で追いすがり、石突きを俺の脳天に振り下ろしてきた。

　全身のバネをフルに使って退たい避ひする──と思わせて接近、地面とほぼ水平に突撃。槍の間合いをくぐり抜けて突き上げるように拳を伸ばす。

　しかしイグナスはこともなげにこれを避さけ、炎の槍を振り回す。せっかく接近戦クローズレンジに持ち込んだ以上は離れたくない。だが槍は柄も刃も全てが炎に包まれているため手でいなすことはできず、やむなく離れる。

「……やるな、槍術を使うのか」

　イグナスの動きは想像をはるかに超えて機き敏びんだった。槍の扱いも熟達している。

「君こそすごいよ。素す手でと槍では攻撃の有効範囲がまるで違う。普通なら圧倒的な差が出るはずなのに、互角の戦いができるなんてね。道理でヴァランが敵かなわないはずだ」

　制服のブレザーを脱いで左手に巻く。方法は選んでいられない。これで一、二度なら炎の槍をいなせるはずだ。槍を構えるイグナスに、再度突っ込む！

　槍術は確かに脅威だった。しかし虚こ空くうから炎の槍を創出されるよりはまだ対処のしようがある。槍の動きには身体や視線が伴い、勝利を目指す術すべとして完成された、予測可能な所作が存在する。つまり空くう天てん武ぶ踊ようが有効だ。

「くっ、おかしな動きをするね、君はっ……！」

　足を踏む度に身体の動きが変わる体たい捌さばき、そして縮しゆく地ちによる高速機動。一進一退、槍の広いレンジへ少しずつ浸食していく。

　大丈夫だ、行ける。ただの武術が相手なら怖くはない！

　槍の振り下ろしを数ミリの誤差で回避。ブレザーを巻いた左手で槍を押さえつけると、ジュウウと音がして煙が上がる。構う暇ひまはない。一気に接近し、右手を突き出す。

　そうしてイグナスの基点ドグマを──

「っ！　ぐああああぁぁっ!?」

　イグナスの身体に右手を広げて触れた瞬間。

　手のひらに凄すさまじい激痛が走った。はっと気付いた時には、槍やりの石突きが迫っている。胸を強く打たれ、受け身も取れず無様に転がった。

「熱かったかい？　僕には火石竜革サラマンドコールという受動獣技パツシブ・ゾイオンがあってね、身体は常に一〇〇〇度以上の熱を帯びている。集中すれば三〇〇〇度まで行けるんだ」

「ふざけた身体だな……！」

　要するに、イグナスの身体は溶鉱炉から出てきたばかりの赤熱する鉄塊と同じだということだ。素す手でで触れるような代物じゃない。

「鏑かぶら城ぎくん、以前に君は獣じゆう巴は拳けんの使い手だってことを僕に教えてくれたね。お陰で僕は、君の戦い方を事前に想定できた。拳を使うということは、どんな形であれ最後は僕に触れなければならない。でもその瞬間、君もダメージを負う。君が僕に勝つためには熱に対抗する手段が必要だった。でも、見たところ今の君にその術すべはないようだ。さらに言えば僕のウロコはかなり丈夫だよ。ヴァランの攻撃くらいなら受け止めることができる」

　ヴァランの攻撃を受け止められる外皮、そんなものを貫つらぬける拳はない。基点ドグマを読み取り、獣人としての力をキャンセルしなければ敵かなう相手ではない。だがそれは不可能だ。表皮の熱が接触を拒んでいる。

「鏑城くん、君は人間としては強いが僕のような獣人には遠く及ばない。なのに君はその差を補う対策を怠った。ゆえに君は、絶対に僕には勝てない」

　詰んだ──イグナスの言う通りだった。

　今の俺には勝てない。イグナスに対抗する手段がない。

　どうする、どうすればいい!?

「でも絶望しなくてもいいよ、鏑城くん。君は殺さないから」

「……へえ、随分と甘いな」

「どうして僕がわざわざ君とノエルくんが一緒にいる時を狙ったかわかるかい？　彼女が一人でいる時を狙えばいいじゃないかと思うだろう？　それじゃダメなんだ。ノエルくんは、いざとなれば爆発して難を逃れることができる。僕の父を殺した時のようにね。それを防ぐために君がいる。絶対に、この人だけは巻き込みたくないという人がね──」

　暗い色を瞳ひとみに宿して笑うイグナス。恥じる気持ちは感じられない。自分の行いは正しいのだと、一片の疑うたがいもなく信じ切っている者の顔だった。

「つまりね、鏑城くん。君は人質なんだよ。ノエルくんが大切に思う人を近くに置いておけば、彼女の爆発はコントロールできる。だからだよ、僕がノエルくんと君の仲を応援したのは。島外退去になる前、このタイミングで仕掛けたのも同じ理由だ。君とノエルくんが離ればなれになったら、また一から人質候補を育てないといけないからね」

「性根が腐くさってやがる……！」

「僕の計画はこうだよ。君の命を保証する代わりに、ノエルくんには進んで自らの死を受け入れてもらう。王室が誤りを認め、正しき道に頭こうべを垂たれて自身を終わらせる。実に美しい幕引きだと思わないか？」

　イグナスが手を広げると、視界を埋うめ尽くさんばかりの炎の槍やりが生まれた。縦に五列、横に六〇本、合計三〇〇本。槍は円弧を描き、俺を包囲するように散開していく。

「さて、これから鏑かぶら城ぎくんには死なない程度にダメージを負ってもらう。さきほど話した通り、君には大事な役目が残っている。頼むから燃え尽きないでくれよ？」

　手を下ろすイグナス。

　途端、三〇〇本の炎の槍が飛んできた。四方八方から圧倒的な密度で襲いくる槍を、躱かわす術すべなどない。それでも万に一つの望みをかけて一点突破を狙う。

　だが、向かった先の槍が膨れあがった。

　終わった。これは避よけられない──

　ほぼ同時に炸さく裂れつした三〇〇本の槍は、猛烈な爆炎を生み。

　焦しよう熱ねつの中で焼かれ、全身の皮膚がめくれ上がるような激痛に襲われて。

　俺の意識はそこで途切れた。
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「ご主人様っ……！」

　それまで保たれていた分ぶん身しん体たいとの接続がふっつりと途切れてしまった。分身体が破壊されたか、あるいは蒸発してしまったのか。最悪の事態を思わずにはいられなかった。

「どうしたのですか、ミアさん」

「……何でもありません」

　暗い藪やぶの中で、声を殺して答えるミア。冷静になれと自らを叱しつ咤たする。

「（ノエルさんに対する人質という役目がある以上、イグナスはご主人様を殺したりはしない。大丈夫、ご主人様は生きているはずです……！）」

「九く郎ろう様に何かあったのですね？」

「いえ、ご主人様なら大丈夫です。ミアたちは今できることに専念しましょう」

　九郎とイグナスの会話は、分身体を通じて全てミアの元に届いていた。だからイグナスが封鎖術式を施ほどこしたこともミアは把握している。いま二人は見えない壁に阻まれて先に進めない状況だった。ここから出るためには封鎖術式が解けるまで待つか、もしくは術式を破壊するしかない。

　ミアは後者の可能性を探っていた。結界の境界付近を歩き、術式に使われた回路魔石サーキツトストーンを壊して回る。回路魔石サーキツトストーンは二、三センチ程度の小石に術式用の回路を刻んだ魔ま装そう具ぐだ。回路は石の表面に特殊な塗料で描かれているだけなので、ミアが身体の一部を酸性にし、塗料を溶かすだけで簡単に破壊できる。

　しかし問題は数だった。十歩行けば石に出くわすといった具合できりがない。襲撃を成功させるため、前もってイグナスが準備したのだろう。

「ミアさん、やはり九く郎ろう様の下へ行きましょう。戦うことはできませんが、攻撃を引きつけるくらいのことはできると思います。わたしは頑丈ですから」

「ダメですって、ご主人様が言ってましたよね。何があってもイグナスの下へは来るな、命令だって。ご主人様の命令に背そむく気なんですか？」

「……あの時は周りがうるさくて、九郎様の声がよく聞こえませんでした」

「そんな都合のいいウソが通じるわけないでしょっ」

「ほああぁっ!?」

　この人は妙なとこでアバウトですね、とミアは心の中で突っ込みを入れる。

「とにかく、ダメったらダメです。封鎖術式は三時間で効力を失います。ここを突破したら学園校舎に駆け込み、教師に助けを求めます。いいですね？」

「うう、わかりました……」

　しゅんとするノエルを見て、ミアは嘆息する。

　もしノエルを一人で放っておいたら必ず九郎の下へ駆けつける。イグナスも、そんなノエルの人となりを理解した上で作戦を立てたに違いない。狡こう猾かつで用意周到、一番敵に回したくないタイプだった。

　そんなイグナスの目もく論ろ見みを打ち砕くには、封鎖術式を破るしかない。

　少しずつ封鎖術式を壊していって、どこかに穴ができれば──

「……ミアさん、何か聞こえませんか？」

「何がですか？」

　耳を澄すませると、確かに響いている。

「──オォ──オオォ────」

　獣のうめき声のような、凄すさまじい低音の、何かが。

　戦せん慄りつするミア。もしイグナスが用意周到なら。残されたミアとノエルがどういう行動に出るかも想定しているはずだ。障害になるとわかっていれば対策もする。

「ノエルさん、走りますよ！」

　ノエルの腕を引っ張り走り出した──が、すぐに立ち止まってしまう。

　前方に大きく濃密な気配が漂ただよっている。よくよく見れば、闇に溶けるような漆しつ黒こくの塊が、のっそりとこちらへ踏み出してくるところだった。
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「ぐっ、いつっ……」

　平衡感覚がおかしい。朦もう朧ろうとする意識の中、全身を苛さいなむ痛みだけははっきりと感じる。どうやら一命を取り留とめたらしい。

　だが、それも今だけの話だ。あれだけの炎に包まれれば、当然ながら火傷やけどを負う。重度の火傷であれば体表面の二〇パーセントで死に至る。間違いなく致命傷だった。

　現に俺の身体からは、まだ煙が立ちのぼっている。指などの細い部位パーツは炭化しているか、ドロドロに溶けているはずだ。

　そう思い、恐る恐る手を持ち上げて──

「……な、んだ？」

　奇妙な光景に目を疑うたがう。

　なんだこれ。

　どうして……どうして俺は、まったくの無傷なんだ──!?

　煤すすで黒く汚れてはいるが火傷はしていない。

　だがあの爆炎に巻き込まれて無傷で済むなんてことはあり得ない。

　いや、待て。そもそもだ。もしイグナスの身体が一〇〇〇度に達していたのなら、素す手でで触れた俺の右手が無事である方がおかしい。

　どういうことだ？　一体何が起こっている……？




「ああ──そうか、そういうことか」

　思わず小笑いが漏もれる。なるほど、ようやく理解した。

「何を笑っているんだい？　思ったより元気そうじゃないか。少々やり過ぎたかと心配したけど、杞き憂ゆうでよかったよ。どうやら、もう少し本気を出してもよさそうだ」

　イグナスは慌てた様子もなく、炎の槍やりを手に悠然と待ち構えている。どうにでも料理ができる、と高をくくっているのだろう。

　四し肢しに力を入れる。大丈夫、まだ身体は動く。

「少し試したいことがあってな。本気を出すなら今のうちだ。手て加か減げんしないぞッ！」

　どん、と大地を揺らして足を踏み鳴らす。その反動で、一気に飛ぶ。次の一歩でさらに加速、まっすぐにイグナスへと突っ込む。

「ああ、そうさせてもらおう！」

　燃えさかる三〇〇本の槍を正面に並べた。槍の密度は濃く、隙すき間まを縫ぬうことなど不可能。しかし、今の俺には関係ない。炎の槍やり衾ぶすまへ向かって突進する。

「死に急がれても困るのだけれどね……まあ身体が半分でも残っていれば良しとしようか。それでは健闘してくれ──灼炎掃射ミトライユーズッ！」

　イグナスが腕を振り下ろすと、槍やりが面となって俺に飛んできた。回避などできない。

　耳を割くような轟ごう音おん。凄すさまじい爆炎にまかれ、灼しやく熱ねつが身体を焦こがす。

「うおあああああああぁぁぁぁッ!!」

　爆炎を突っ切り、飛び出す。大地を踏みしめ、さらに加速。イグナスへ！

「ちっ、防御策を講じたなッ！」

　イグナスに動じた様子はない。俺の身体を貫つらぬかんと、手のうちにある炎の槍を振るう。

　このまま直進すれば、当然ながら串刺しだ。

「なッ……!?」

　だが俺は、そのまままっすぐ進んで、イグナスの槍を胸元で受け止めた。

　イグナスが握っていた炎の槍はきしみ、爆炎を上げる。

「……捕まえたぜ、イグナス」

　踊り狂う炎に炙あぶられ、高熱に蝕むしばまれながら、俺はイグナスの腕を摑つかむ。

　イグナスの表皮に触れている左の手のひらが、ジュウジュウと音を立てていた。

「ぼ、防御しないだって……？　君は熱さを感じないのか!?」

　信じられないものでも見るように、イグナスは摑まれた腕を凝視する。

「感じるさ。今もメチャクチャ熱いし、痛くてたまらねえよ」

　三〇〇本の槍が生み出した爆炎に包まれた時は、百万本の針で隙すき間まなく身体からだ中じゆうが刺し貫かれたような痛みに襲われた。炎の槍を身体に受けた時は、肉が引き裂かれ、内側から焼かれるような、形容しがたい痛みに襲われた。今もイグナスを摑む手は、おろし金でこすられているかのような絶え間ない激痛に苛さいなまれている。

　だが、それだけだ。

　痛いだけで、俺の身体は傷つかない。

「ま、まさか君は……そうか、ノエルくんのっ……！」

　ノエルは、自分の過去を俺に語ってくれた。

　生まれてすぐに、ノエルはその場で処置を施ほどこされる予定だった。だがノエルは首を絞めても、火の中へ投じても、水の中へ沈めても、刃で突かれても、銃で撃たれても死なず、傷を付けることすらできなかった──

　魔鋼乾竜ミスラルドラゴンは絶対不可侵の体表を持つ。それを体現した受動獣技パツシブ・ゾイオン、魔鋼竜体ミスラルグロウ──それこそがノエルの持つ唯一の獣技ゾイオン。獣けもの使つかいは従者の力を得て強くなる。俺は自分でも気付かないうちにノエルの獣技ゾイオンを手に入れていたのだ。

「くっ……計算外だよ。まさか君が既に獣使いの力に目覚め、従者を持つほどの信頼関係を築き上げ、手に入れた獣技ゾイオンを使いこなせるようになっているとはねッ！」

　再び炎の槍を生み出し、俺の顔面に槍をぶつけてきた。身体が吹き飛びそうになるほどの強烈な一撃を食らい、身体を焼かれる痛みに責せめ苛さいなまれる。しかし、摑つかんだイグナスの腕は決して離さない。

　すでにイグナスの基点ドグマは読み取った。

　こいつの基点ドグマは『情じよう炎えん』──すなわち、燃え盛る激情。イグナスは、父であるゲラルドが消えたその時から王室を打倒するためノエルを殺し、革命を完遂させると決めていたのだろう。今日までその野望を諦めずに来られたのは、こいつの内に決して消えない炎が、情熱があるからだ。

「くそっ、離せっ！　離すんだッ！」

　握った腕には逆位相を流し込み、獣人の力を打ち消している。本来なら獣人の力に敵かなうわけないが、今のイグナスには俺を振りほどけない。

「さっき言ってたよな。俺は、お前には絶対に勝てないって。確かに俺一人ならその通りだったよ。でもあいにく、今の俺は一人じゃない」

　暴れ回り、俺に幾度となく炎の槍やりを食らわせてくるイグナス。だが傷つかないとわかれば避よける必要もない。悶もん絶ぜつするほどの激痛だが、我慢すればいいだけだ。

「さあイグナス、次はこっちの番だぜ」ニヤリと笑う。「お前の、人間としての強さを確かめさせてもらうぞッ!!」

　逆位相を込めた右の拳を握り、今までやられた分を全て返すべく、総身の力を込めてイグナスの身体へと叩たたき込む！

「ぐっふぉあッ……な、なんッ……!?」

　イグナスの身体がくの字に折れる。苦く悶もんに染まった顔に、間髪入れず拳を叩き込み歪ゆがませる。仰のけ反ぞるイグナスを引っ張り、カウンターで肘ひじを打ち込む。頭突きを鳩尾みぞおちに決めて宙に浮かせ、かかとを落として大地に這はいつくばらせ、無防備な背中に膝を落とす。

「こ、これほどの力を持っているなんてッ……！」

　立ち上がるイグナスに、地面すれすれから繰り出したアッパーを決める。

　そうして顎あごを挙げたイグナスの腹に、

　今ある全ての力を託して、鉄拳をねじり込む──！

「が、っはァ……!!」

　イグナスはきりもみをしながら吹き飛ばされ、やがて地面へと叩きつけられた。




「く、ううっ」

　イグナスが倒れたことを確認し……俺は膝をついた。

　魔鋼竜体ミスラルグロウのお陰で、身体は見事なまでに無傷だった。しかし痛みは感じる。この痛みに抗するにはかなりの気力と体力が必要だった。身体からだ中じゆうの筋肉が悲鳴を上げ、息をするのも苦労するほど疲労している。とはいえ、本来なら数回死ぬほどのダメージを負ったのだ。これくらいで済めば御の字だろう。

　息を整えながら、イグナスを見やる。

　イグナスはぐったりと横たわったまま動かない。あと二時間ほど経たてば封鎖術式も解ける。そしたら学園まで行って突き出せばいい。理事長に話を通せば何とかなるだろう。

「────っ、ふっ────」

　と、イグナスがわずかに動いた。こちらの打撃が効いているのか、身体を起こせるわけではないようだ。しかしイグナスは、にいっと口角を釣り上げる。

　刹せつ那な、猛烈な殺気が立ちのぼる。反応しようにも、極度の疲労で反応が遅れた。

「食らえ、魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマ──！」

　イグナスから放たれた黒炎を纏まとった槍やりが、脇腹の辺りを突き抜けた。

　痛み、ではなく全身を怖おぞ気けが貫つらぬく。身体の芯が凍りつくような、耐たえ難がたい悪寒。気付いた時には、視界が横になっていた。

「…………っ」

　声が出ない。身体が動かない。今のは一体、何だ──!?

　焦点の定まらない視界の中で、ゆっくりと立ち上がるイグナスの姿が見えた。

「君はすごいよ、鏑かぶら城ぎくん。マックスホットだ。僕が想定していたより何倍も、何十倍も強かった。あと一年、計画の実行が遅れていたら君には敵かなわなかった」

　寝ている場合じゃない。四し肢しにありったけの力を注ぎ、立ち上がろうと奮起する。

　しかし炎の槍が飛んできて爆炎に巻き込まれた。なすすべもなく食らい、地面に転がる。そこに、イグナスの足が落ちてきた。赤熱する鉄板のようなかかとが肺はい腑ふを抉えぐってくる。

「君に放った一撃、あれはノエルくん用の秘密兵器だったんだけどね。とんだ番狂わせだ。けど、これで準備は整ったよ。それでは第二幕を始めようか」

　イグナスは両手を広げて声を張り上げる。

『聞きたまえ、ノエルくん！』

　突然、全方位からイグナスの声が聞こえた。

　おそらく封鎖術式に細工をして、声の拡散ができるようにしたのだろう。術式の構造を理解していれば、簡単に応用や拡張ができるのだ。

『鏑城くんは倒れた。息はあるが、僕の一存で自由にできる状態だ。彼がどういう運命を辿たどるかはノエルくんの行動にかかっている。さあ、今すぐここに来てもらおうか！』

「だ、駄目だ、出てくるなっ！　大丈夫だ、今の俺にはノエルと同じ頑丈な身体がある。俺を殺すことなんて不可能だ！　絶対に騙だまされるなよっ!!」

「鏑城くんは僕の目的が何か忘れてしまったのかな。僕はノエルくんを亡きものにする、そのためだけにこの計画を遂行しているんだよ。ノエルくんを殺す算段もなく計画を実行に移すと思うかい？」

　イグナスが右腕を見せてくる。そこには無骨な鉄塊、古びた手甲ガントレツトが装着されていた。

「僕は無謀な計画を好まない。衝動に駆られて行動して失敗するなんて愚おろかの極みだよ。だから徹底的に調べた。暗殺者アサシンを雇ってノエルくんの殺害を試みたこともある。でも全て失敗に終わった。わかったのは、彼女が途と轍てつもなく頑丈だということ。通常兵器はもちろん、強力無比な獣技ゾイオンを使っても彼女を殺すことはできなかった。途中からは鹿か角づのが護衛をするようになって、暗殺者アサシンを使う方法は封じられてしまった。獣じゆう巴は拳けんの使い手には煮え湯を飲まされてばかりだね」

　なるほど。ノエルの命を狙っていたのは全てイグナスの手の者だったのか……！

「だから方針を変えた。ノエルくんを殺すためには、その正体を見極めなければならない。何もわからなかった状態から彼女が何者かを推定するのに一年以上かかったよ」

「ノエルが何の獣人か、知っているのか……!?」

　イグナスの足を退けようとするが、足を摑つかめば手も焼ける。今の俺にはその激痛に抗あらがうだけの力が残っていなかった。

「ああ、ノエルくんはおそらく竜種──それもただの竜ではなく魔鋼乾竜ミスラルドラゴンの獣人だ。かの者の表皮は何物をも通さず、絶対不可侵。彼女は決して死なず、また決して傷つかない」

　俺は獣人の基点ドグマを読み取り、何の獣人かを垣かい間ま見みる手立てがある。しかしイグナスにはそれがない。にもかかわらず、俺と同じ結論を得た。恐るべき執念だ。

「計画を実行に移すためにはノエルくんを確実に葬ほうむる手段が必要だった。調べてみたら、過去に一度だけ魔鋼乾竜ミスラルドラゴンの討伐に成功した記録が残っていてね。その時に用いられたのがこの魔ま装そう具ぐ、魔砕竜毒鉄甲フアルキス・ベノマ・アモルだ。こいつの一撃を食らうと体内の魔ま素そが反転して身体と心を灰にするまで焼き尽くす。まさに獣人を殺すための猛毒だ。これが魔鋼乾竜ミスラルドラゴンをこの世から排除する現在唯一の方法だ。伝説級の魔装具でね、手に入れるのは本当に大変だった」

　対象を屠ほふるために入念な下調べをし、目的を果たすための苦労は厭いとわない。イグナスの執念には恐れ入る。でも、だからといってノエルを殺させるわけにはいかない。

「残念だったな、ノエルは出てこない。お前の目的は達成されずに終わるぞ」

『鏑かぶら城ぎくん、君が獣けもの使つかいだということは知っているよ。君がノエルくんの決して傷つかない身体を継承しているなら、君も彼女と同じく不死身に近い。だけどね、僕はノエルくんに死をもたらすことができる。これを使えば君も死ぬ。もしノエルくんが現れない時は、彼女のために用意したこいつで君の命を奪う。それだけの話だよ』

　さあっと血の気が引いていく。

　死ぬのが怖いわけじゃない。俺が死んで済むならそれで構わない。でもそうじゃない。今、イグナスは封鎖術式を使って語りかけた。ノエルが来ない時は俺を殺す、と。

　そんな話を聞けば、あいつは──

「……やめてください！　わたしならここにいます！」

　やはり、ノエルは来てしまった。





　　　　６






　林の奥から姿を現したノエルは、静かにこちらへ歩み寄ってくる。

「……どうして出てきた。何があってもここへは来るなって言っただろうが！」

「す、すみません……」

　俺の身を案じての行動だということはわかっている。何より俺を大切に思ってくれていることも理解している。だけど、こんなのは全然嬉うれしくない。

「いいんだ、ノエルくん。君の慈愛心は尊敬に値するものだよ。誰にも恥じることはないし、誰かに咎とがめ立てされるべきことではないんだ。君は正しい選択をしている」

「黙れ、イグナス！　自分勝手な理屈をノエルに押しつけるなっ！」

　イグナスの足を摑つかんでねじ上げる……が、振り払われ、胸きよう骨こつの辺りを思いきり踏みつぶされた。あまりの苦しさに、何も喋しやべれなくなってしまう。

「さて、ノエルくんが出てきたということは彼もここへやってくるかな？」

　イグナスの言葉と同時に、光沢のある漆しつ黒こくの毛で覆おおわれた巨大な闘牛が現れた。地面からの高さはゆうに十メートルを超えている。

「な、なんだそいつは……魔獣か……!?」

　魔ま素そに適応した精神構造を持つ人間が獣人になるのと同じように、魔素に適応する虫や動物も存在する。それらは魔獣と呼ばれ、普通の野生動物より遥はるかに凶暴だ。

「魔獣だなんて酷ひどい言われ様だね。彼は立派な獣人だよ。ねえ、ヴァランくん」

「オォ──オレ、ハ──ヴァラン──」

　低く地響きを伴って、巨大な闘牛から声が発せられる。

「イグナス……お前、ヴァランに何をした？」

「薬物投与ドーピングだよ。亢こう進しん剤の一種らしいんだけどね、体内の魔素を活性化させる効果がある。欠点は、活性化した魔素に適合するよう精神構造が歪ゆがめられてしまうこと。お陰で彼はもうほとんど意志が残っていない。今や僕の言うことを聞く忠実なペットだね」

　暗い笑みを浮かべるイグナス。

「お前ってやつは……どれだけ外道なんだよ！」

「勘違いしないでくれ、僕がやったわけじゃない。これは葬儀屋からのプレゼントなんだ。一いち柳やなぎ和かず馬まは今や過去の栄光に縋すがるだけのお荷物でしかなかった。だが昔は一家の中でそこそこの地位にいたらしい。ヴァランは彼に手を出したからね、報復措そ置ちというわけだ」

「……お前の口から、やつらの名前が出てくるとは思わなかったな」

　イグナスも一柳と通じているのか。

「ところでノエルくん、ミアくんはどうしたのかな？　一緒だと思ったんだけれど」

「ミアさんは、その大きな牛に襲われて手傷を負いました」

「ああ、それはすまない。ヴァランにはノエルくんたちを探してここまで連れてくるように命令を出しておいたんだ。怪け我がをさせないよう丁てい重ちように、と言っておいたんだけどね」

　苦笑するイグナス。

「九く郎ろう様、ご安心ください。ミアさんに大だい事じはありません」

　……どうしてお前は、そんな風に他人の心配ばっかりしてるんだ。少しは自分の心配もしろよ。そうすれば、ここに現れることだってなかったはずなのに。

「さて、ノエルくん。僕が君を呼び出した理由はわかっているだろう？」

「わたしがあなたの大切な方を消してしまったから。ですが、そのことと九郎様は関係ありません。どうか九郎様を解放してください」

「君も勘違いをしているね。僕は怨えん嗟さに身を委ゆだねて行動しているわけではないよ」

「では、どうしてこのようなことをするのでしょうか」

「そうだね──僕は父も母も獣人で、僕も獣人として生まれた。父は恵まれた能力を生かして軍人となり、祖国ネーベリアのために身を尽くした。強くて賢く、高貴な精神を持っていた。息子として誇らしく思える父だったよ。人間たちも父の功績を認め、獣人では最高位の中将まで上り詰めた。優秀で優しい人だった」

　過去を懐なつかしむように、遠い目を空に向けるイグナス。

「でも、サンクトベナリス空港占せん拠きよ事件で全てが変わってしまった。テロ鎮圧の際、突入を指揮したネーベリア国軍の人間将校は、獣人を嫌っていた。彼は獣人憎しとばかりにテロリストと一緒に何の罪もない一般市民の獣人を巻き込んで殺害したんだ。その中に僕の母もいた。母は身体からだ中じゆうに対獣魔弾シルバー・バレツトを撃ち込まれて、苦しみながら三日後に死んだよ」

　話を聞いていたノエルの顔が悲しみに染まる。

「事件後、二度とこのようなテロが起こらないように、という大義名分でネーベリア国王、君の父上は獣人の抑圧政策を打ち出した。そこには獣人への配慮など一つもなかった」

　イグナスは瞳ひとみに静かな怒りを灯ともし、朗ろう々ろうと告げる。

「なぜ獣人が弾圧される？　僕の母を撃ち殺した連中のどこに正義があった？　君たち王室の人間が唱えた正しさなど全てまやかしだ。そのまやかしを暴くために、父は立ち上がったんだ。しかしそれも道半ばで潰ついえた。君の手によってね」

「……わたしがしたことは愚おろかでした。そのことに申し開きはありません。ですが革命軍の皆さんもわたしの大切なものを奪いました。わたしの弟、エミルは獣人であるわたしを恐れず、獣人も平等に生きていく権利があると言ってくれたのです。話せばきっとわかり合えたはずなのに、どうしてこのようなことになってしまったのでしょうか……」

「わかり合うことなんてできないよ。君たちがしたことも、僕たちがしたことも、やり直しが利かないことだ。もう後戻りはできないんだよ。君も、僕もね」

「やり直せない……そうですね、その通りだと思います」

「僕の父は王室の打倒を獣人の皆に誓っていた。僕もまた、父の遺志を継ぎ王室の滅びを望んでいる。だから僕は、王室最後の生き残りである君を滅ぼす。それによって臆病風に吹かれて逃げ出した、などという汚名から父を救うことができるんだ」

　確固たる信念を示し、イグナスはノエルを見据えた。そんなイグナスを、ノエルは何も言わずにただ悲しそうな顔で見つめている。

「僕には君を殺す手段がある。君が自分の死を受け入れてくれれば、鏑かぶら城ぎくんやミアくんには手を出さない。だが、抵抗すれば皆殺しにする。あるいは爆発して全てを無に帰すという選択肢もあるね。僕の父を葬ほうむった時のように。ただ、その時は僕だけでなく鏑城くん、ミアくんも一緒に消滅する。僕は何も強要しない。どんな道を選ぶかは君次第だよ」

　強く瞳ひとみを閉じ、迷いを見せるノエル。だが、迷う必要なんてない。

「ノエル、逃げるんだ。俺のことはいいから逃げろっ！」

　かすれて満足に声が出ない。それでも、血を吐くような思いで叫ぶ。

「九く郎ろう様……」

「逃げる、それは死を拒絶するという選択だね。君は助かるが、代わりに鏑城くんは死ぬことになる。それでよければ逃げるがいい。僕は追わないよ」

　余裕の表情で告げるイグナス。ノエルがそんな選択はしないと確信しているのだ。

　そう、ノエルは逃げない。自分より他人の方が大切だと思っているから。バカ正直で、優しくて、人の心配ばかりして……自分のことなどまるで考えないやつだから。

　悔しくて、涙が出そうになる。

「……わたしが死ねば、九郎様やミアさんを助けてくださるのですか？」

「もちろんだ。僕の目的は最初からネーベリア王室の消滅だからね」

　イグナスの言葉を聞いて、ノエルの瞳から迷いが消えた。

「わかりました。わたしの命を差し上げます。その代わり、九郎様やミアさんには絶対に手を出さないと約束してください」

「ああ、誓おう」

　イグナスは微笑ほほえみ、ゆっくりと、ノエルに向かって手を広げる。

「やめろ、ノエルっ……！　そんなことして俺が喜ぶと思ってるのかッ!?」

「わたしはかつて、周囲の優しさに甘えて過あやまちを犯しました。それが悲劇を生んだのです。わたしの勇気が足りなかったせいで、優しいエミルは死んでしまいました。もう二度と、あのような過ちを繰り返したくないのです……！」

「ふざけんな、お前は過ちなんか犯してない！　お前はただ周りに翻ほん弄ろうされただけだ！　お前が全てを背負う必要がどこにある!?　お前もまた被害者だろ！　贖あがなう必要がないのに命を差し出すなんて、絶対に間違ってるッ！」

「もう、嫌なのです。自分一人が生き残り、周りの大切な人たちが失われていくのを黙って見守ることしかできないなんて、耐えられないのです。そんな残酷な生しか選べないのなら、わたしは大切なもののために命を捧ささげたい……」

「ばっかやろう……！　そんな自分勝手な理屈で、死なせてたまるかッ!!」

「九く郎ろう様、ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。でも、どうかお心を痛めないでください。わたしは嬉うれしいのです。この命が、大切な人のお役に立つのですから」

　涙をこぼしながら優しく微笑ほほえむノエル。ノエルの手は震えていた。怖いのだ。誰だって死ぬのは怖い。それなのに、ノエルは笑っている。

「ナタリス第二王女。君はネーベリア王室最後の生き残りとして、ふさわしい選択をしている。君の行いによって、かつての臣民たちは正しい道を歩み出すだろう」

　イグナスの手から、禍まが々まがしい黒炎が立ちのぼる。

「やめろ、イグナスっ……!!」

　動け。四し肢しに命じる。

　……動け、動け動け動け動け動け動けっ！

　立ち上がれ、立ってイグナスを止めろ。そうしないと、お前は一生後悔することになる。砕けるほど奥歯を嚙みしめ、大地に足をつく。

「しぶといね、君も」

　身体を起こしかけたところをイグナスに蹴飛ばされる。そして次の瞬間、凄すさまじい重圧が身体を押しつぶした。ヴァランの前足に踏まれ、大地に這はいつくばる。

「さあ、これで邪魔は入らない。名残惜しいだろうけどそろそろお別れの時間だ」

　漆しつ黒こくの炎を纏まとった槍やりが虚こ空くうへと現れた。縦五列、横に六〇本、たった一撃で俺を無効化した槍が合計三〇〇。その全てが、ノエルへと切っ先を向けている。

「さらばだ、ノエルくん。六〇〇年間続いたネーベリア王室も、今日ここで終わる」

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉっ──!!」

　俺の絶叫に、イグナスは眉まゆ一つ動かさない。

「九郎様……さようなら。あなたと出会えて、わたしは幸せでした──」

　透明な笑みを浮かべるノエル。涙が一筋、流れ落ちる。

「さようならだ、ネーベリア王室第二王女」




　微動だにせず屹きつ立りつするノエルの身体を三〇〇本の槍が、ざくざくと突きやぶった。

　槍を生やしたノエルは、がくんと崩くずれ。

　漆黒の炎に包まれながら、静かに地へと伏した。




「ノエル………………ノエル、ノエル、ノエルッ──!!」

　土をかき、立ち上がろうとする。だがヴァランに押さえつけられた身体は動かない。

「終わりだよ、鏑かぶら城ぎくん。魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマは強大な魔ま素そを持つ者ほど効果も強く出る。彼女は桁違いの魔素を持つ獣人だ。何があろうと助からない」

　イグナスの言葉に、魂が打ち砕かれる。

　助からない、ノエルは死んだ。

　俺はノエルを助けられなかった。見殺しにしたんだ……!!

「さて、ノエルくんが死んだ今だから言うけれどね。僕は一つだけ、正義にもとる噓うそをついた。どんな噓か聞きたいかい？」

「イグナス、俺は絶対にお前を許さねえぞ……！」

　噓がどうとか、そんなの知ったことか。ノエルにしたことを必ず後悔させてやる。

「君に手を出さないと彼女に誓っただろう？　あれは噓なんだ。魔砕竜毒鉄甲フアルキス・ベノマ・アモルはある国の宝物殿に収められていた品でね、それを融通してもらった。ヴァランに使用された亢こう進しん剤も極めて希少なもので、どちらも一個人が入手できるような代物じゃない。手配をしたのは一いち柳やなぎ家だ。彼らの力なくして、今日の成功はあり得なかった」

　また一柳の──あいつらのせいで、ノエルがッ……!!

　爪先から髪の毛の先まで憤怒で染まる。

「彼らは僕の望みを叶かなえる代わりに交換条件を出してきた。それは鏑城くん、君の死だ。当初は外交ルートを通じて君を回収する算段だったけど、浮ふ島とう側が半年の猶予をよこせと言ってきて気が変わったらしい。君の処分が決定された」

　イグナスの手のひらに、闇の凝こごりのごとき炎が生まれる。

「僕としても約束を違えるのは心苦しいけど、世の中にはままならないことが多い。でも、悲しむことではないよ。君はあの世でノエルくんと一緒になれるんだ」

「ふざけろ、この偽善者が……！」

　このままイグナスの思い通りに終わらせるわけにはいかない。しかし抵抗する力を失った今の俺に何ができるのか。

「それじゃ、名残惜しいけど君もさよなら、だ……？」

　ふいにイグナスが俺から視線を逸そらした。みるみるうちに表情が強こわばっていく。様子がおかしい。イグナスは、よろめくようにして後退する。

　一体、何を見ているのか。イグナスの視線の先、そこには──




「…………貴様、我われを謀ったな」




　悪鬼のごとき凄すさまじい形相でイグナスを睨にらみつけ。

　全身から、猛たけり狂う忿ふん怒ぬの炎をまき散らしているノエルの姿があった。
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「な、なぜだ、なぜお前が現れる!?　たとえ魔鋼乾竜ミスラルドラゴンのお前でも、魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマを食らって無事で済むはずがないッ!!」

「小僧めが、貴様如ごときの浅慮で我われを排することなどできるものか──！」

　ノエルの身体は白銀の輝きを帯びている。それはノエルが爆発の寸前に見せた、あの煌きらめきだ。しかし今は爆発する様子はなく、光彩は煙のようにノエルの周りを漂ただよっている。

「ノエル……お前は、ノエルなんだよな……？」

　俺の言葉に、ノエルは険けわしい形相のままこちらへ顔を向ける。

「我はノエルの内に隠された、もう一つの自我。あれが表なら我は裏──我と我の大切なものに仇為なす輩やからを粉々に打ち砕き、滅するものだ」

　もう一つの自我。

　つまり……ノエルには二つの人格が存在する、ってことなのか!?

「手始めに、我が親族うからよりその汚い足を退のけよ──！」

　ノエルが俺の方へ手を向ける。その手のひらに目ま映ばゆい光が生まれた。燐りん光こうがより集まって、太陽のように眩まぶしく辺りを照てらす閃せん光こうへと変貌していく。

　次の瞬間。

　轟ごう音おんとともに、目を開けていられないほどの白銀の閃光がほとばしった。

　白銀の閃光は束となり、俺の直上を通り過ぎる。圧倒的なまでの白銀の奔ほん流りゆうはヴァランの巨体をあっさりと吞み込み、背後の山へと突き刺さり、綺き麗れいにそれを消滅させた。

「なっ……こ、こんな……！」

　呆ぼう然ぜんとする。

　一撃でヴァランを無効化し、山を削りとるとか……あり得ない火力だ。

「う、噓うそだ、噓だ噓だ噓だ噓だ噓だあぁぁっ！　あの時、お前はもう二度と出てくることはない、そう言っただろうッ!!」

「イグナス、お前あれが何か知ってるのか!?」半泣き顔のイグナスに問う。

「か、革命軍が王室の人間を射殺した時、こいつは現れたっ！　こいつはその場にいた者を全員八つ裂きにして、最後に巨大な爆発で全てを塵ちりに変えたんだっ!!」

「そうか──現場に居合わせた生き残りは、お前だったのか……！」

　イグナスはノエルが父を殺す、凄惨な現場を間近で見ていた。王室とは距離があったノエルにイグナスが固こ執しつしたのは、そのせいだったのかもしれない。

「イグナス・Ｊヨハン・フィアルカ──貴様はあの場で唯一の子供だった。だから見逃されたというのに、この顚てん末まつか。だが、今度はあの時のような邪魔は入らぬぞ！」

「ま、待ってくれ、僕が何をしたというんだ!?」

「我が親族うからを手にかけようとした。我われの一番大切なものを穢けがそうとした！　貴様を肉片に変えるまで、我の怒りは決して静まらぬ！　覚悟はよいな──!!」

「ひ、いいっ……！」

　イグナスの顔が恐怖で歪ゆがむ。

　このノエル──裏のノエルが言う親族うからとは、きっと俺のことだ。他の家族は既に死んでいる。つまり俺が殺されそうになったから出てきた、のか……？

「消えろ、消えろ消えろ消えろ消えろッ！　魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマッ！」

　黒炎をたなびかせ、数多あまたの槍やりがノエルへ飛んでいく。

　だが、ノエルは手を突き出すと──全ての槍が直前で弾かれた。無意味に黒い爆炎をまき散らすだけで、ノエルがダメージを負った様子は一切ない。

「な、なぜだ！　魔鋼乾竜ミスラルドラゴンを屠ほふったこの魔ま装そう具ぐを使って、なぜお前は倒れないっ!?」

「我は死なぬ。自ら滅びを受け入れない限り、決してな」

　ノエルの身体が跳んだ。即座に応戦するイグナス。しかし漆しつ黒こくの槍は簡単に叩たたき散らされた。ノエルが白銀の爪つめを振るう。慌てて身体をひねるイグナス──だが避よけられない。ヴァランすら弾くというイグナスの鱗は簡単に裂け、血煙が舞った。

「がああああぁぁっ!?」

　ノエルが追撃する。動きが鈍にぶったイグナスの身体に何度も拳を叩き込み、身体を引きずって逃げるイグナスに白銀の光弾を飛ばして爆撃、ボールのように蹴飛ばす。

「何が魔砕竜毒撃フアルキス・ベノマだ。このようなもの、世に必要あらじ！」

　ノエルはイグナスの右手から強引に手甲ガントレツトを外して放り投げ──刹せつ那な、白銀の閃せん光こうがほとばしった。撃ち込まれた白銀により、大地を揺るがすほどの爆発が巻き起こる。後には何も残っていない。手甲は完全に塵ちりと化した。

「イグナス、貴様は革命の燃えかすだ。消えてなくなるがいい」

　怒りで顔を激しく歪め、イグナスの胸ぐらを摑つかんで近くの大岩に投げつける。衝撃で岩にめり込んだイグナスは頭こうべを垂たれて動かない。もはや虫の息だった。

「ノエル、もうやめろ！　それぐらいで十分だ！」

　これ以上続ければ死んでしまう。イグナスを助けてやる義理などないが、もし人を殺あやめたとわかればもう一人の、俺がよく知るノエルが心を痛める。

　だが。

「……貴様は何を言っている？　目覚めた以上、我を怒らせたものは全て滅する。一つの例外もなく全てを破壊する！　それが我われだ──!!」

　激げつ昂こう──牙きばを剝き出しにして怒りを露あらわにし、ノエルが天高く吠ほえる。

　表のノエルとはまるで正反対の顔。これがノエルの本性なのか？

　いや、違うはずだ。

「全て滅する？　そんなの絶対にダメだ。俺が許さないぞ……！」

「貴様に何の権利がある。そこで黙って見ていろ！」

　ノエルが両の拳を強く握る。

　途端、ノエルの身体にまとわりつく白銀が凄すさまじい勢いで膨らんでいく。大地が鳴動し、ノエルの立つ地面に亀裂が入る。一切を滅する白銀がノエルの周囲へと凝集する。

　先ほど山を穿った一撃とは比べものにならないほどの閃せん光こう──ぞくりと肌が粟あわ立だつ。

　ミアが見せてくれた動画、六〇〇キロ先から見えるほどの巨大な爆発。もしあれと同じものがここで炸さく裂れつしたら──

「やめろノエル、浮ふ島とうを消し飛ばす気か!!」

「我は全てを滅すると言った──大たい言げん壮そう語ごだと思ったか？　笑止だ。我の怒りが静まらぬ限りは、人も、浮島も、何もかも、全てを消し去るのみである!!」

　やばい、こいつは本気でやばいぞ……！

　なぜイグナスがあそこまで怯おびえていたのか、ようやくわかった気がする。こいつは一度目覚めたら、周りにある全てを破壊し尽くすまで、絶対に止まらないのだ。

　島外退去も納得だ。こんな危険な存在を浮島に留とどめておくなどあり得ないだろう。

　だが、そうだとしても。

　否、だからこそ。

　俺にはやらなければならないことがある。

「ノエル、俺はお前を助けると約束した。お前は俺の家族だ──！」

　かろうじて動けるまでに回復した身体を引きずり、イグナスを背に回して立ちはだかる。

「そこを退のけ、鏑かぶら城ぎ九く郎ろう──貴様も塵ちりと化すぞ!!」

　応じない。応じるわけにはいかない。

　ゆっくりと足を踏み出し、ノエルへと近づいていく。

　今やノエルは巨大な白銀の光球となっていた。中は光の嵐あらしが荒れ狂っており、巻き込まれた岩や木が一瞬で焼尽していく。ノエルに近づくためには、あの光球へ身を投じなければならない。

「近づくなと言ったはずだ！」

　白銀が俺を襲い、紙きれのように吹き飛ばされる。再び立ち上がる。大丈夫、傷ついていない。表のノエルからもらった力はまだ生きている。

「どうした、全てを滅するんだろう？　だったら俺も消せばいい」

「チッ……！」

　あいつの言葉には偽いつわりがある。

　本当に全てを滅するのだとしたら、どうしてイグナスは生き残ったのか。あの時は邪魔が入ったと言っていた。邪魔とは何だ。一体誰が、全てを消し去るほどの暴虐を体現したこいつを、裏のノエルを止められるというのか──？

　ノエルだ。

　こいつを止められるのは『挺てい身しん』の基点ドグマを持った、表のノエルだけだ。

「──表のお前と約束をしたんだよ。何とかするから後は俺に任せろ、って。そしたら、あいつは俺を信じて、全てを委ゆだねても構わないって言ってくれたんだ。だったらさあ、俺がお前を何とかしなきゃ、全部噓うそになっちまうだろうがッ!!」

　走る。残された塵ちりにも等しい力を駆使して、全力で疾駆する。

　そしてノエルが纏まとう、光球の中へと突っ込んだ。

「……っ、……っああああああああぁあぁぁっ!!」

　凄すさまじい力の奔ほん流りゆうを前に、絶叫する。

　一秒間に一〇〇回ほど、指先から身体の芯まで丹念にすりつぶされ、その際に感じるであろう痛みを正しく知覚することができたなら、きっとこんな感じだろう。

　それでも俺は傷一つ負わず、死なない。

「バカか──!?　精神をやられて廃人になるぞッ！」

「この、くらいで、やられるほどっ……柔やわな性格、しちゃいねえんだよッ!!」

　苦痛が奏かなでる雑音ノイズの中、一歩ずつ、足を踏み出す。

　そうして、ノエルの腕を摑つかむ。

　基点ドグマを読み取って──得心がいった。

　想像した通り、裏のノエルは、表のノエルとは別の基点ドグマを持っていた。

　その基点ドグマは『逆げき鱗りん』──竜の首元に一枚だけ生えているという、逆さの鱗。触れると竜は憤怒し、必ず触れた者を殺す。大切なものを奪えば、ノエルの逆鱗に触れる。その時、裏のノエルが現れるのだ。

「このうつけがっ……貴様、何のためにここまでする……!?」

　表のノエルとは正反対の荒々しい顔。この本性を隠すために表の顔を創り上げた？

　いや、違う。隠そうとしていたわけじゃない。

　基点ドグマは決して噓をつかない。表のノエルがただの仮面ならば、挺身などという身を粉にするような基点ドグマを持つ必要はない。

　全くの逆だ。

　優しく、他人を思いやる基点ドグマを持って生まれたノエルは、自分の内に潜ひそんでいた暴れ狂う獣性を切り離し、自らの内に封じたんだ。

　それがノエルの、本当の能力。

　挺身封殺サクリフアイス──自らの能力を犠牲にして強大な力を持つ自らを封じる。表のノエルが獣技ゾイオンを使えないのは、この封印に全精力を傾けていたからだ。気が動転した時に爆発するのは、裏のノエルが顕けん現げんすることを抑えるためのガス抜きのようなもの。

　生きているのなら誰かの役に立ちたい、それが人の生きる意味だと真剣に思う少女が、周りの人を傷つけないようにする、ただそれだけのために。

　ノエルは、自分の身を捧ささげてきたのだ。

「……何のために俺がここまでするか、だって？　そんなの、決まってるだろ」

　確信できる。表のノエルはこいつの暴走を決して望んでいない。

　ならば、俺がすべきことはただ一つ。

「裏のノエル、お前も俺の従者になれ」

「貴様は何を……策を弄して我われを与くみするつもりか──！」

「ノエル、心配をかけて悪かったな。全ては俺が弱かったことが原因だ。でも、俺はこの通り生きている。だからもう怒らなくていい」

「黙れ！　一度ついた炎は、そこにある全てを燃やし尽くすまで消えぬ!!」

「拳を振り下ろす先が欲しいなら俺が受け止めてやる。お前の悩みは俺が取り除いてやる。お前の迷いは俺が取り払ってやる。お前が悲しむことは俺が阻止してみせる！　お前の怒りも、願いも、過あやまちも、後悔も……全部！　俺が背負ってやる！　だから!!」

　ノエルの身体を乱暴に抱き寄せ、その美しい顔を間近で見つめる。

「全てを委ゆだねて、俺についてこい──！」

「わ、我は……んんっ……」

　何かを言いかけるノエルの口を、自らの唇で強引に塞ふさぐ。

　そして感じる。

　温あたたかな、優しいノエルの魂がすぐそこにあることを。

　表のノエルは失われていない。

　従者である彼女の持っている力は、俺にも扱える。それを使う。裏のノエルを諫いさめ、自らの内に包み込んで封じる、この世界で一番優しい獣技ゾイオンを──

「貴様は卑ひ怯きよう者ものだっ……表の我を取り込み、その力を駆使するなどっ」

　身体を苛さいなむ白銀が急速に縮ちぢんでいく。

　裏のノエルは、徐々にその力を失いつつあった。

「ああ、そうかもな。でもさ、ずっと怒り続けるのは疲れるだろ？　だから頼むよ。しばらくの間、俺に騙だまされててくれないか」

　俺の唇を引きはがし、射い殺ころさんばかりに睨にらみ付ける裏のノエル。

　そこにはもう、悪鬼のごとき嚇かく怒どは存在しなかった。

「………………我は、怒りの中にしか存在せぬ。その我を退けたいと望むなら」

　今度は自ら顔を寄せてくるノエル。












「もう二度と、表の我われを悲しませるな──」

「ああ、わかった」

　ノエルは首に腕を回して、俺の唇を奪う。

　そうして息が苦しくなるほど長いキスをした後。

　唇を離すと、ノエルの首輪──楔紋ギアスが金の色を纏まとい、輝き始めた。

「あれ、九く郎ろう様？　わたしは一体……」

「おかえり、ノエル」

　首輪は以前のように透けてはいない。

　黄金の輝きを保ち続けるそれは、確かに俺とノエルが侶りよ伴はん階位へと達した証あかしだった。






終章　ハーレム・マイスター
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　獅し子し堂どう鈴すず鹿かは有事に備え、執務室まで徒歩三分の理事長邸で暮らしている。

　つまり、何かあればいつでも呼び出されるということだった。

「くそ、変な時間に起こしやがって……クリス、浮ふ島とう管理室は何と言ってる？」

「いきなり傾斜三度以上の重力異常が発生した、とわめいております」

　深夜三時、学園の敷地で凄すさまじい爆発が起こったと浮島警備隊ガーデイアンから入電。事態の把握を求める要請──直後に評議会調査室、浮島管理室からも同様の催促が飛んできた。

「重力異常はあのバカどもが山を吹っ飛ばしたせいだな……」

　浮島は住民の安定した生活のため、常に傾斜を一度未満に保つように厳密な重力管理がなされている。それが突然三度以上も傾いたのだから驚きよう天てん動どう地ちの事態と言えるだろう。

「浮島管理室も平時の眠たい仕事から解放されてさぞ喜んでいることでしょう。弟様の申告通りに向こうへ伝えますか？」

　九く郎ろうたちから事態の報告は既に受けている。ズタボロになりながらも何とか生き抜いたようだ。ノエルが侶りよ伴はん階位へと進んだことも併せて確認した。

「いや、詳細は追ってレポートを提出すると伝えておけ。私が作成する」

「わかりました。拘束中のヴァラン・アクセロとイグナス・アイヒマンの処分は？」

　報告によると、ヴァランは亢こう進しん剤を投与された上、体表面の大部分を失いながらも生きているとのことだった。イグナスもノエルが半殺しにしたそうだが命に別状はない。

「ヴァランは学園医療室で集中治療、回復後は学園の更正施設に収しゆう監かん。イグナスは本日付で九ヶ月の強化合宿送りだ。二人とも今年は留年確定だな」

「学園に留とめ置くのですか？　弟様の報告から判断するに、一連の行為は明らかに許容範囲を超えています。それにイグナスは弟様が獣けもの使つかいだと認知しています。何らかの処置が必要だと思われますが……」

「だからこそ中で飼っておく。学園内ならばこちらのコントロール下だ。イグナスには精神操作の獣技ゾイオンを扱う教官を同行させる。やつなら悪い癖を綺き麗れいに治してくれるだろうよ」

「あのサドっ気満載のゴミ野郎ですね。出向の手配をしておきます」

　ノートＰＣを前に、てきぱきと仕事をこなしていくクリスティ。

「しかし対応が早かったな。猶予を持ちかけたら即座に九郎の処分を決定するとは」

「弟様の報告では、魔砕竜毒鉄甲フアルキス・ベノマ・アモルや魔獣化亢進薬まで持ち出してきたとのこと。さすがにこのまま放置するのは危険かと思います。いかがいたしますか？」

「要請があれば動くが、今は何もしなくていい。過保護はあいつのためにならんからな」

「ヘタをすれば弟様が死にますよ」

「その方がお前は嬉うれしいんじゃないか、クリス」

「いえ、私としては従者を手に入れて浮かれている弟様をあっさりと倒し、自信を粉々に打ち砕いて身の程を思い知らせてやりたいです。もちろん私のこの手で……！」

　こんなことを言っているが、クリスティは九く郎ろうのことを心配している。本当にどこまでも不器用なやつだな、と密ひそかに苦笑する鈴すず鹿か。

「残るはノエル・エクセルシアの島外退去ですが……浮ふ島とうに留とどめておくのは明らかに危険です。元老院の腐くされ野郎どもに猶予の先延ばしを納得させるのは難しいかと」

「いや、むしろ逆だ」ニヤリと鈴鹿は笑う。「ノエルの力を引き出す方法が判明したのだ。口の開いた大砲を野に放つつもりか、と言えば連中も頷うなずかざるを得ないだろう。九郎は思った以上の働きをしてくれた。さすがは私の弟だな」

「……はあ、さようでございますか」

　クリスティは、面白くないとばかりに口をへの字に曲げた。

「心配しているだろうから、ノエルの件は大丈夫だと九郎たちに伝えておけ」

　クリスティは頭を下げて了解の意を示し、理事長室を退出した。

　一人残された鈴鹿は、白んだ東の空を見て伸びをする。

　無菌室では菌に対抗する人間が育たない。玉ぎよく石せき混こん淆こうの世界で生きていくには、玉も石も実際に触れてみる必要がある。多くの敵意に晒さらされる獣けもの使つかいならばなおさらだ。

「……生き抜けよ、九郎」

　鈴鹿は誰にも聞こえないよう、小さく呟つぶやいた。





　　　　２






「お食事をお持ちしましたよ、九郎様っ」

　学園食堂の一角に朝日が差し込んでくる。寮はイグナスの攻撃によって完全に焼失してしまったため、やむなく食堂で一夜を明かしたのだ。

　あんなことがあった後だし授業は免除してくれるかと思いきや、理事長は「うちの学園は槍やりが降ろうが電車が爆発しようが校舎が消し炭になろうが休園はない。教師がやると言ったら授業はあるのだ！」などと嬉しそうに語ってくれた。ふざけた学園だ。

「ありがとな、ノエル。それにしてもお前は元気だな」

　今も受け取り口と席を往復し、俺の分まで料理を運んでくれた。

「昨日はとても嬉しいことがありましたから」

「あんな大変な目に遭ったのにか？　何だよ、嬉うれしいことって」

「はい。九く郎ろう様と侶りよ伴はん階位に進むことができました。それに九郎様が『全てを委ゆだねて俺についてこい』と言ってくれたこともすごく嬉しかったです。いま思い出しても、あの時の九郎様は勇いさましくて、本当に格かつ好こよかった……ぽっ」

「な、おまっ……あの時のこと覚えてるのかよっ！」

「はい、今回はなぜか全部覚えています。きっと九郎様の従者になったからですね」

　くっそ、マジかよ……とんだ羞しゆう恥ちプレイだ。全てを背負う覚悟はもちろん噓うそじゃないが、歯が浮くようなセリフをさらりと口走った自分が少し呪わしい。

「今さら後悔なんてしないでくださいね。一生ついていきますよ、九郎様っ」

　近づいてきたノエルが、俺の頰ほおに軽く唇を触れさせてくる。

「ちょっ……お前な！」

「ふふ、誰も見ていませんよ」

「……ミアが見てますが。朝っぱらからお盛んなことで」

「ふあぁっ!?　おおお、おはようございますっ、ミアさんっ！」

　さっきまで地べたで丸い塊になって寝こけていたミアがジト目を送ってくる。

「はあーあ、ノエルさんは従者になれていいですよね。ミアなんてご主人様が信じてくれないから揺よう籃らん階位の従者にもなれないんですよ」

「人のせいにすんな。お前だって俺のこと信用してないだろ」

　ミアの分も用意して、みんなで朝食を取る。

「でも、ヴァランに突撃されて気を失ってる間に全部片付いてたなんて、ちょっと不ふ甲が斐いないです。すみません、ご主人様」ミアが頭を下げる。

「気にするな。お前が無事でいてくれただけでいい」

「えへへ、どもです。ところでご主人様、侶伴階位になった実感って何かあります？」

「常に繫がってる感じはあるな」

　侶伴階位になったことで、直接触れていなくてもノエルの温あたたかな魔ま素その波を感じるようになった。獣けもの使つかいと従者を繫ぐ、目に見えない糸のようなものがあるのだろう。

「へえ、いいですね。信じ合う男女の濃密な繫がり、ですか」

「お前が言うと卑ひ猥わいに聞こえるからやめろ」

「あ、でも今回は男×女でしたけど、もしかして男×男とかも可能なんですかね？」

「やめろバカ！　気色悪いこと言うんじゃねーよ！」

　考えただけで身体からだ中じゆうに寒気が走った。

「最高じゃないですか、男と男の濃密な繫がり！　妄想がはかどるー!!」

「……ぽっ」

　おいノエル、ぽって何だ、ぽって。

「ともあれ、これでご主人様は真の従者を得たわけですよね。一歩前進じゃないですか。この調子でどんどん従者を増やして島外退去を退しりぞけてやりましょう！」

「ああ、そうだな」

　先ほどクリスさんから、ノエルの件は心配しなくても大丈夫だと教えてもらった。侶りよ伴はん階位に進んだことで、何とか島外退去の執しつ行こうは免れることができた。

　だが、イグナスとの戦いで俺は弱く、あまりに未熟なのだということを思い知らされた。もう二度とノエルにあんな思いはさせたくない。

　俺は約束したんだ。ノエルが悲しむことは全て、俺が阻止すると。

　約束を守るには相応の力が必要だ。

「ミア、俺はもう迷わない。絶対に強くなってやる」

「頼もしいですね。僭せん越えつながらミアもご主人様のハーレム作りに尽力しますよっ！」

「は？　ハーレムって何だよ」

「だって男×男はイヤなんでしょう？　だったら従者は女子限定になりますよ。獣けもの使つかいと従者は強い信頼関係が必要──女の子たちを従者として使役し続けるには全員のハートをがっちりキャッチしとかないといけないわけです。これって要するにハーレムですよ。維持するのはメチャクチャ大変でしょうけど頑張ってくださいね、ご主人様っ」

「ま、マジか……！」

　前途多難すぎるだろ、それは。

「何の話ですの？　ハーレムがどうかしたんですの？」

　と、そこにシルヴィがやってきた。

「な、何でもない。ヴァランとイグナスの身柄搬送はどうした？」

「さっき終わらせてきましたわよ。ついでにクロウたちの新しい寮も手配してきましたわ。またこいつらが寮を壊したのか、なんて散々に嫌いや味みを言われましたけれど」

「ううっ、今回はわたしが壊したわけではありませんよっ」

「新しい寮はどんなところなんですか？」

「アロサール寮という名前らしいですわ。石造りの立派な洋館だと聞いてますわよ」

　ぴきっ、とミアが固まる。

「……それ、マジで言ってます？」

　半笑いを浮かべ、口元を引きつらせるミア。ただごとじゃない雰ふん囲い気きだ。

「ミア、どうかしたのか？」

「アロサール寮って、獣人を食うことで有名なお化け屋敷イーター・ハウスですよ」




「……ええええ───っ!?」


〈了〉







あとがき




『テイム』──耳なじみのない単語ワードではないでしょうか。海外のゲームではたまに使われていますね。テイムというのは『飼い慣らす』という意味の英語です。

　つまり本作は『ヒロインを飼い慣らすご主人様』のお話、ということですね。

　直球すぎるがな！




　いや待った。よく考えよう。女の子を『飼い慣らす』？　何とも不道徳な響きではないですか。女の子を飼い慣らしてご主人様になるって……いいのか、それ。

　相手が動物なら問題はないですよね。子猫とかめっちゃカワイイですし。犬がクンクン鳴いて懐なついてくれたら抱きしめて頰ほおずりとかしたくなります。

　じゃあ足しちゃえば？

　そういうわけで、本作に出てくる女の子は『獣人』です。




　本書は宗教の本です。皆様にケモノスキー教の素晴らしさをお伝えする入門書として執筆しました。今まで普通の女の子にしか興味がなかった皆様、ほんの少しだけ心を開いて、生えてる女の子たちに思いを馳せてみてください。

　例えば女の子がテレッテレになってる時、しっぽを内股に巻き込んでたりしたらかわいいと思いませんか。女の子が寂しそうに「にゃあ……」とか言って甘えてきたら頭をナデナデしてあげたくなりませんか？

　同意していただけた方、入信おめでとうございます！　あなたも今日から同志です。

　さあ、ともにケモノっ娘この素晴らしさを全世界に広めていきましょう！




　……すみません、暴走しました。

　はじめまして、砥と石いし大ひろ樹きです。本作が初めてのライトノベル作品となる新人です。

　僕が小説に興味を持ったのは中学生の頃で、その頃は靴や幻想の名を冠したレーベルが次々と剣と魔法のファンタジー小説を世に送り出していました。それらを読み漁あさっていた僕はある日、とある作品で運命的な出会いを果たします。

　それは猫の耳としっぽを生やした女の子、いわゆるネコミミ娘でした。なるほど、世の中にはこんなカワイイ生き物が存在するんだな、と。もう一目惚ぼれでしたね。

　その時に得た感動を原動力に何とか生きてきた僕ですが、今回めでたくＭＦ文庫Ｊ様で本を出させていただくことになりました。人生、何が起こるかわからないものですね。




　本書では数名のヒロインが登場しますが、当然ながらこれが全てではありません。

　主人公が飼い慣らすべきヒロインはまだまだ星の数ほどいます。だってまだネコ耳やイヌ耳が出てないし。サキュバスやアルラウネも出してないし。

　でも大丈夫。本作は『数ある種族の一つとして獣人族がある』『広大な異世界に獣人村が存在する』作品とは異なり、登場人物のほとんどが獣人です。普通の人間とは少し違う、違うからこそ悩んだり可愛かわいかったりする獣人の女の子たちを、骨の髄ずいまでお楽しみいただける作品にしたいと思っております。

　主人公も今はまだ学園に納まっていますが、いずれは十二の浮ふ島とうを股にかけるヒロインテイム・マイスターとなる……はずです。

　その活躍を、読者の皆様と一緒に追っていくことができたら嬉うれしいです。




　謝辞です。いきなり四九〇ページの原稿を送りつけた僕に色々とご教示くださった編集の皆様、ヒロインたちを最高の形で具現化してくださったracer様、ほか関係者の皆様、本当にありがとうございます。大感謝！

　最後に、この本を手にとってくださった皆様にもお礼を。ありがとうございます！

　それではまたお会いしましょう。





　　　　2016.03 Toishi Hiroki ─ Thank you for reading !
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